
福
性
寺
の
歴
史

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福
性
寺

田
久
保
雅
子
の
思
い
で
（
第
四
版
）

英
文
紹
介
　
英
文
写
真
説
明
付
き

福
性
寺
の
歴
史
　
父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福
性
寺
　
田
久
保
雅
子
の
思
い
で
（
第
四
版
）�

編
集
　
田
久
保
海
誉

編
集真

言
宗
豊
山
派
福
性
寺
住
職

田
久
保
海
誉

History of Fukushōji Temple
Fukushōji temple in my parents’ lifetimes
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Short explanation of Fukushōji temple

with English captions for the photographs
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Edited by Kaiyo Takubo, MD, PhD



元
旦
読
経
会

元
旦
午
前
十
時
か
ら

住
職
の
開
会
の
挨
拶
、
読
経
会
の
次
第
の
解
説

僧
侶
一
同　

奠
供
（
て
ん
ぐ
、
供
物
進
献
、
お
供
物
を

差
し
上
げ
る
意
味
で
す
）
声
明
（
し
ょ
う
み
ょ
う
、
お

経
に
節
を
つ
け
た
音
楽
）
四
智
梵
語
（
仏
の
智
慧
を
た

た
え
る
讃
）

住
職　

元
旦
読
経
会
表
白
（
法
要
の
趣
旨
や
願
い
を
ご

本
尊
様
に
表
明
し
ま
す
）

お
檀
家
、
出
席
者
一
同　

般
若
心
経
二
回　

光
明
真
言

七
回

檀
信
徒
総
代
様
ご
挨
拶

出
席
者
一
同　

仏
讃
歌
（
仏
を
た
た
え
る
西
洋
音
楽
）

お
誓
い
斉
唱

住
職
の
閉
会
の
挨
拶

お
焼
香
後
お
供
物
の
配
布

春
分
彼
岸
会
読
経
会

春
の
お
彼
岸
の
お
中
日
（
春
分
の
日
）
午
後
十
一
時
か

ら元
旦
読
経
会
と
同
様
な
次
第
で
す

花
祭
り
（
釈
尊
降
誕
会
）

四
月
の
第
一
日
曜
日　

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

お
供
物
配
布

花
御
堂
（
は
な
み
ど
う
）
の
中
の
灌
仏
桶
（
か
ん
ぶ
つ

お
け
）
の
誕
生
仏
に
甘
茶
を
注
い
で
祝
い
ま
す

大
施
餓
鬼
会
（
だ
い
せ
が
き
え
）

四
月
二
十
三
日　

午
前
十
時
か
ら

健
康
講
演　

午
前
十
時
か
ら

法
要　

午
前
十
一
時
か
ら
（
説
解
師
に
よ
る
解
説
付
き

法
要
）

福
性
寺
年
間
行
事
予
定
と
行
事
の
次
第



説
解
師　

法
要
開
会
の
言
葉

住
職
導
師　

十
八
道
法
（
最
高
の
お
客
様
、
大
日
如
来

を
お
も
て
な
し
す
る
法
）

僧
侶
一
同　

奠
供
（
て
ん
ぐ
、ご
本
尊
様
に
供
物
進
献
）

四
智
梵
語
（
仏
を
た
た
え
る
讃
）
般
若
理
趣
経　

水
施

餓
鬼
供
養　
　

お
檀
家　

お
焼
香　

般
若
心
経　

光
明
真
言

説
解
師　

法
要
閉
会
の
言
葉

住
職
挨
拶

総
代
様
ご
挨
拶

仏
讃
歌
（
仏
を
た
た
え
る
西
洋
音
楽
）
お
誓
い
斉
唱

解
散

新
盆
供
養
法
要
（
に
い
ぼ
ん
く
よ
う
ほ
う
よ
う
）

七
月
の
第
一
日
曜
日
二
時
か
ら

一
年
間
に
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
ご
家
族
な
ど
の
法
要

精
霊
棚
の
見
学
と
解
説

元
旦
読
経
会
と
同
様
な
次
第
で
す

盂
蘭
盆
会
（
う
ら
ぼ
ん
え
）

七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日　

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

秋
分
彼
岸
会
読
経
会

秋
の
お
彼
岸
の
お
中
日
（
秋
分
の
日
）
午
後
十
一
時
か

ら元
旦
読
経
会
と
同
様
な
次
第
で
す

健
康
講
演
会

毎
年
の
秋
に
一
度　

土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日
午
後
二

時
か
ら

堀
船
の
郷
土
史
を
語
る
会

毎
年
の
秋
に
一
度　

土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日
午
後
二

時
か
ら



福
性
寺
の
歴
史

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福
性
寺

田
久
保
雅
子
の
思
い
で
（
第
四
版
）

英
文
紹
介
　
英
文
写
真
説
明
付
き

編
集真

言
宗
豊
山
派
福
性
寺
住
職

田
久
保
海
誉





　
「
福
性
寺
の
歴
史 

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福
性

寺 

田
久
保
雅
子
の
思
い
で
（
第
四
版
）
英
文
紹
介 

英
文

写
真
説
明
付
き
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
発

行
の
第
三
版
に
、写
真
は
二
十
一
枚
を
追
加
し
ま
し
た
。前

回
の
第
三
版
か
ら
英
文
に
よ
る
福
性
寺
の
短
い
紹
介
文

（Invitation to Fukushōji T
em

ple

）
と
、
英
文
に
よ

る
写
真
の
説
明
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
外
国
人

の
来
訪
者
や
、
お
檀
家
の
皆
様
の
中
で
外
国
人
と
ご
結
婚

さ
れ
た
方
が
少
な
く
な
い
た
め
、
英
文
の
説
明
を
求
め
ら

れ
て
い
た
た
め
で
す
。
写
真
の
英
文
の
説
明
を
読
む
こ
と

で
、
言
い
伝
え
で
は
な
い
福
性
寺
の
来
歴
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
本
の
記
事
に
は
私
の

実
母
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
福
性
寺
だ
け
に

ご
興
味
を
お
持
ち
の
皆
様
に
は
、
主
に
写
真
と
そ
の
説
明

を
ご
覧
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
版
は
「
田
久
保
海
誉
退
職
記
念
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
東
京
食
道
研
究
デ
ー2015

」（
平
成
二
十
七
年
五

月
九
日
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）
の
外
国
人
研
究
者
や
日

本
人
の
参
加
者
へ
の
配
布
物
に
な
り
好
評
で
し
た
。

　

裏
表
紙
か
ら
始
ま
る
福
性
寺
の
英
文
の
紹
介
文
は
千
四

百
単
語
余
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
長
さ
で
は
福
性
寺
、

弘
法
大
師
ま
た
仏
教
を
説
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
点

は
今
後
の
追
加
と
改
訂
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
も
の
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

英
語
の
写
真
説
明
は
日
本
語
の
説
明
を
直
訳
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
の
皆
様
に
と
っ
て
、
重
要
と

思
わ
れ
る
点
を
詳
し
く
書
き
ま
し
た
。

　

日
本
語
の
校
正
に
関
し
て
は
、
す
で
に
平
成
二
十
八
年

十
二
月
に
福
性
寺
を
退
職
し
た
福
性
寺
院
代
の
林
賢
乗
師

と
寺
族
の
田
久
保
曜
子
、
田
久
保
有
華
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

第
三
版
で
は
、
編
者
に
よ
る
英
文
は
外
国
人
に
よ
る
英

文
校
正
な
し
で
発
刊
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
第
四

版
の
英
文
は
、
英
文
法
を
中
心
に
米
国
シ
ア
ト
ル
高
野
山

住
職
の
今
中
太
定
師
と
太
定
師
の
奥
様
で
あ
る
シ
ア
ト
ル

大
学
准
教
授
ジ
ェ
シ
カ 

ル
ド
シ
ャ
ー 

今
中
様
（Jessica 

Ludescher Im
anaka, Ph.D

.

）に
お
願
い
し
ま
し
た
。大

日
如
来
の
説
明
に
関
し
て
は
、
今
中
師
に
文
章
を
追
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。

第
四
版
　
序
　
文



　

ま
た
、
画
像
は
福
性
寺
の
お
檀
家
の
高
橋
昌
子
様
の
友

人
で
あ
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
藤
田
喜
弘
様
が
電
子

デ
ー
タ
化
す
る
と
同
時
に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
頂
き

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日

�

福
性
寺
住
職　

田
久
保
海
誉



　
「
福
性
寺
の
歴
史　

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福

性
寺　

田
久
保
雅
子
の
思
い
で（
第
三
版
）英
文
紹
介  

英

文
写
真
説
明
付
き
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
第
二
版
に
写
真

な
ど
図
を
八
枚
追
加
し
、
日
本
語
文
章
を
二
千
七
百
字
余

り
追
加
や
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
文
に
よ
る
福
性
寺

の
短
い
紹
介
文
（Invitation to Fukushōji T
em

ple

）

と
英
文
に
よ
る
写
真
の
説
明
を
追
加
し
ま
し
た
。最
近
、外

国
人
の
来
訪
者
や
、
お
檀
家
の
皆
様
の
中
で
外
国
人
と
ご

結
婚
さ
れ
た
方
が
少
な
く
な
い
た
め
、
英
文
の
説
明
を
求

め
ら
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
ま
た
、「
田
久
保
海
誉
退
職
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
京
食
道
研
究
デ
ー2015
」（
平
成

二
十
七
年
五
月
九
日
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）
の
参
加
者

へ
の
配
布
物
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
裏
表
紙
か
ら
始
ま
る
福
性
寺
の
英
文
の
紹
介

文
は
五
千
単
語
余
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
長
さ
で
は

福
性
寺
、
弘
法
大
師
様
ま
た
仏
教
を
説
明
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
点
は
今
後
の
追
加
と
改
訂
に
よ
り
、
よ
り
よ
い

も
の
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
写
真
の
英
文
の
説
明
は
日
本
語
の
説
明
を
そ
の

ま
ま
直
訳
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
の
皆
様

に
と
っ
て
、
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を
詳
し
く
書
き
ま
し
た
。

　

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
教
化
セ
ン
タ
ー
の
小
島
恵
純
師

か
ら
宗
派
の
仏
教
英
単
語
に
関
し
て
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

校
正
に
関
し
て
は
、
福
性
寺
の
林
賢
乗
師
と
田
久
保
曜

子
、
田
久
保
有
華
が
担
当
し
ま
し
た
。

　　

平
成
二
十
七
年
四
月
八
日

�

福
性
寺
住
職　

田
久
保
海
誉

第
三
版
　
序
　
文



　
「
福
性
寺
の
歴
史　

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福

性
寺　

田
久
保
雅
子
の
思
い
で
」
を
ま
と
め
て
、
母
の
三

回
忌
の
す
こ
し
前
、
平
成
二
十
五
年
八
月
に
発
刊
し
ま
し

た
。
お
檀
家
、
町
会
の
皆
様
、
真
言
宗
豊
山
派
東
京
２
号

支
所
所
属
の
ご
寺
院
の
皆
様
に
は
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

真
言
宗
豊
山
派
東
京
２
号
支
所
の
ご
住
職
様
方
か
ら
は
、

お
誉
め
の
お
言
葉
を
多
数
頂
戴
し
ま
し
た
。
意
外
な
こ
と

に
、
福
性
寺
に
限
ら
ず
現
在
の
ご
住
職
様
方
が
、
ご
自
分

の
住
職
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
の
お
手
紙
や
お
話
し
を
い
く
つ
か
頂
戴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
の
時
の
米
軍
に
よ

る
空
襲
に
よ
り
、
全
て
が
焼
失
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
が

な
い
と
の
お
話
し
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
意
外
な
こ
と
に
お
檀
家
や
お
檀
家
の
ご
親
戚

の
皆
様
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
町
会
の
皆
様
か
ら
も
入
手

の
ご
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
、
印
刷
し
た
千
部
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
掲
載
漏
れ
の
写
真

を
二
十
五
枚
追
加
し
、
皆
様
か
ら
新
た
に
ご
教
示
頂
き
ま

し
た
事
柄
を
追
加
し
、
誤
り
を
訂
正
し
ま
し
た
。
寒
心
の

的
で
ご
ざ
い
ま
し
た
誤
植
を
正
し
て
、
第
二
版
と
し
て
発

刊
致
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
本
は
い
わ
ゆ
る
寺
の
中
に
お
け
る
伝
承
や

伝
説
の
記
述
で
は
な
く
て
、
石
や
紙
に
書
い
て
あ
る
文
章

を
も
と
に
書
き
ま
し
た
。

　

第
一
版
に
続
い
て
、
ご
笑
覧
頂
け
ま
し
た
ら
誠
に
有
難

い
で
す
。

　　

平
成
二
十
六
年
十
月

　

母
、
雅
子
の
祥
月
命
日

�

福
性
寺
住
職　

田
久
保
海
誉

第
二
版
　
序
　
文



　
「
福
性
寺
の
歴
史　

父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福

性
寺　

田
久
保
雅
子
の
思
い
で
」
は
、
福
性
寺
の
歴
史
、

特
に
福
性
寺
の
こ
の
七
十
年
間
の
詳
し
い
歴
史
で
あ
る
一

面
と
私
の
父
母
の
思
い
出
文
集
で
あ
る
一
面
と
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、
私
の
知
っ
て
い
る
福
性
寺
に
関
す
る
知
識

を
網
羅
し
ま
し
た
。
写
真
集
は
特
に
福
性
寺
に
関
す
る
文

物
を
多
く
掲
載
し
ま
し
た
。

　

母
の
年
表
、
写
真
、
母
自
身
に
よ
る
文
章
、
母
と
ご
縁

の
あ
り
ま
し
た
皆
様
や
家
族
の
思
い
出
の
文
章
を
集
め
ま

し
た
。
母
と
ご
縁
の
あ
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
は
、
ご
依
頼

と
同
時
に
す
ぐ
に
原
稿
が
集
ま
り
ま
し
た
。
大
変
感
激
し

ま
し
た
。
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

私
の
母
は
寺
生
れ
の
た
め
か
寺
で
の
生
活
が
大
好
き
で

し
た
。
旅
行
に
行
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
入
院
し
て
も
、
帰

宅
す
る
と
「
お
寺
の
生
活
は
い
い
ね
ー
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
全
て
お
檀
家
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
め
て
こ
の
本
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
着
る
も
の
も
着

物
か
ら
洋
服
へ
、
学
制
も
変
わ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
政
治

的
な
左
右
の
対
立
も
今
は
や
や
緩
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
本
の
中
に
は
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
時
代

自
体
が
母
と
と
も
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
母
に
頂
き
ま
し
た
ご
厚
情
を
私
ど
も
に
も
頂

け
ま
し
た
ら
有
難
い
次
第
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
母
の
一
周
忌
前
に
頂
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
写
真
集
が
完
成
せ
ず
に
、
三
回
忌
に
発
刊
と
な
り
ま

し
た
。写
真
集
は
こ
の
本
に
収
録
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、家

族
親
族
用
の
電
子
版
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
読
み
頂
け
ま
し
た
ら
誠
に
有
難
い
次
第
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
八
月

　

母
、
雅
子
の
三
回
忌
の
前
に
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は
じ
め
に

　

私
が
福
性
寺
の
住
職
を
管
長
猊
下
か
ら
拝
命
し
て
か
ら

長
い
年
月
が
た
ち
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
に
、
母
雅
子

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
父
、
周
誉
和
尚
の
三
十
三

回
忌
を
お
檀
家
の
皆
様
と
そ
の
年
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の

法
事
の
後
の
お
檀
家
の
皆
様
と
の
懇
親
会
は
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ご
法
類
の
長
老
の
皆
様
の
お
許
し
を
頂
き
、

父
の
十
七
回
忌
、
二
十
三
回
忌
、
二
十
七
回
忌
は
ペ
ギ
ー

葉
山
さ
ん
に
お
い
で
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
十
三
回
忌

は
芹
洋
子
さ
ん
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
た
そ

れ
以
前
に
関
し
て
も
寺
に
記
録
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
父
の
一
周
忌
に
は
「
田
久
保
周
誉
大
僧
正
業
績

集
」を
作
り
ま
し
た
。こ
の
本
に
よ
り
父
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
（
梵
語
、
仏
教
な
ど
の
礼
拝
用
言
語
）
学
者
と
し
て
の

業
績
が
わ
か
り
、
ま
た
少
し
で
す
が
福
性
寺
の
歴
史
も
わ

か
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
堀
船
郷
土
史
」
を
平

成
二
十
四
年
に
復
刻
版
と
し
て
出
版
し
、
お
檀
家
の
皆
様

や
堀
船
の
皆
様
に
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
本
に
よ

り
堀
船
の
町
の
歴
史
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
福
性
寺
の

縁
起
も
少
し
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
も
福
性
寺
に
つ

い
て
本
当
に
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
関
東
大
震
災

前
の
本
堂
す
ら
、
い
つ
落
慶
し
た
か
も
不
明
で
す
。
ま
た
、

そ
の
写
真
も
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
福
性
寺
と
父
母
に

つ
い
て
、
私
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
記
録
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
い
わ
ば
、
こ
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

福
性
寺
の
歴
史
、
私
の
父
母
に
つ
い
て
、
ま
た
父
母
を
通

じ
て
の
福
性
寺
の
最
近（
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
）

の
歴
史
で
す
。

福
性
寺
の
歴
史
　
父
母
の
一
生
と
父
母
の
時
代
の
福
性
寺	

田
久
保
雅
子
の
思
い
で

福
性
寺
住
職
　
田
久
保
海
誉



－ 2 －

　

以
下
、
思
い
つ
く
ま
ま
順
不
同
で
書
き
ま
し
た
。

福
性
寺
の
ご
本
尊
様

　

福
性
寺
は
正
式
に
は
白
王
山
中
台
院
福
性
寺
と
申
し
ま

す
。
福
性
寺
の
ご
本
尊
様
は
千
六
百
二
十
五
年
（
寛
永
二

年
）
に
開
眼
供
養
を
し
て
い
ま
す
。
寛
永
は
徳
川
家
光
の

征
夷
大
将
軍
就
任
後
に
始
ま
り
、毛
利
輝
元
（
寛
永
二
年
）

や
伊
達
正
宗
（
寛
永
十
三
年
）
が
こ
の
頃
に
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
福
性
寺
の
ご
本
尊
様
は
、
明
治
維
新
後
の
神
仏

分
離
令
に
よ
る
廃
仏
毀
釈
、
関
東
大
震
災
、
大
東
亜
戦
争

（
太
平
洋
戦
争
）で
も
一
度
も
焼
け
る
こ
と
が
な
く
江
戸
時

代
か
ら
の
お
姿
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
本
尊
様
は
真
言
宗
、
密
教
で
説
く
二
つ
の
世
界
の
一

つ
を
代
表
す
る
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
様
で
す
。
金
剛
界
に

対
し
て
、大
日
如
来
の
理
性
の
面
を
表
現
し
て
い
ま
す
。仏

の
菩
提
心
が
一
切
を
包
み
こ
み
育
成
す
る
こ
と
を
、
母
胎

に
た
と
え
た
も
の
で
す
。
蓮
華
（
れ
ん
げ
）
に
よ
っ
て
表

象
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
像
の
形
は
、
宝
冠
を
は
じ
め
瓔
珞

（
垂
れ
下
っ
た
飾
り
の
こ
と
で
首
飾
り
や
胸
飾
り
）な
ど
の

豪
華
な
装
身
具
を
身
に
着
け
た
菩
薩
の
よ
う
な
姿
の
坐
像

が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
古
代
イ
ン
ド
の
王
族
や
貴
族
の
姿

を
現
し
て
い
ま
す
。
如
来
は
装
身
具
を
一
切
身
に
着
け
な

い
薄
衣
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、

大
日
如
来
は
宇
宙
そ
の
も
の
の
存
在
を
装
身
具
の
ご
と
く

身
に
ま
と
っ
た
頂
点
に
立
つ
者
と
し
て
、
特
に
王
者
の
姿

で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
性
寺
の
ご
本
尊
様
の
印
相
は
、
法
界
定
印
を
結
ん
で

い
ま
す
。
ち
な
み
に
金
剛
界
大
日
如
来
は
智
拳
印
を
結
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
蓮
台
に
座
っ
て
い
ま
す
。
お
姿
は
違

い
ま
す
が
、
皆
様
が
よ
く
ご
存
じ
の
奈
良
東
大
寺
に
あ
り

ま
す
大
仏
、
大
毘
盧
舎
那
仏
と
同
じ
仏
様
で
す
。
歴
史
の

あ
る
ご
本
尊
様
で
、
福
性
寺
の
お
檀
家
の
皆
様
の
ご
先
祖

様
を
全
て
ご
存
知
で
す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
、
ご
本
尊

様
の
建
立
の
寄
付
に
参
加
し
た
こ
と
を
口
伝
で
今
に
伝
え

て
い
る
お
檀
家
が
お
い
で
で
す
。

福
性
寺
の
縁
起
と
過
去
帳

　
「
堀
船
郷
土
史
」の
中
に
は
福
性
寺
の
縁
起
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
記
録
で
も
、
福
性
寺
の
創
建
は
不

明
で
す
。
し
か
し
、
す
で
に
暦
應
二
年
（
西
暦
千
三
百
三

十
九
年
）
に
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
暦
應
は
南
北
朝
時

代
の
北
朝
方
の
年
号
で
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
亡
く
な
っ

た
年
（
後
村
上
天
皇
の
時
代
）
で
す
。
ま
だ
足
利
尊
氏
は

存
命
中
で
、
楠
木
正
成
も
存
命
中
で
し
た
。
こ
の
事
実
は
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武
蔵
型
板
碑
（
秩
父
長
瀞
産
の
緑
泥
片
岩
を
加
工
し
て

作
っ
た
供
養
塔
）
が
福
性
寺
内
か
ら
発
掘
さ
れ
、
そ
の
表

面
に
こ
の
年
代
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
武
蔵
型
板
碑
は
鎌
倉
時
代
か
ら
足
利
時
代
に
流

行
し
た
お
墓
の
形
式
で
す
（
写
真
）。
墓
所
内
に
板
碑
を

持
っ
た
石
井
家
の
墓
所
が
あ
り
ま
し
た
。
石
井
家
は
江
戸

時
代
よ
り
も
以
前
か
ら
梶
原
に
住
み
着
い
て
い
た
可
能
性

が
大
き
い
で
す
。

　

過
去
帳
と
し
て
は
明
暦
元
年
か
ら
の
も
の
が
あ
り
ま
す

（
写
真
）。
明
暦
は
千
六
百
五
十
五
年
に
始
ま
り
、
徳
川
家

綱
の
時
代
で
す
。
村
民
の
お
戒
名
、
名
前
（
俗
名
）、
没
年

齢
、
親
子
関
係
が
福
性
寺
の
過
去
帳
（
霊
監
簿
）
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代
を
反
映
し
て
子
供
の
仏
様
が
多
い

で
す
。

　

父
が
こ
の
寺
に
来
た
時
は
百
軒
余
の
お
檀
家
で
あ
り
、

こ
の
昭
和
二
十
七
年
頃
が
二
百
軒
余
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
古
地
図
の
中
の
福
性
寺

　

古
地
図
に
も
福
性
寺
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
宝
時

代
（
千
六
百
七
十
三
～
八
十
一
年
、
徳
川
家
綱
、
綱
吉
の

時
代
）
の
梶
原
堀
之
内
村
や
船
方
村
の
古
地
図
中
に
あ
り

ま
す（
写
真
）。
こ
れ
は
北
区
史
近
世
１
の
百
五
十
七
か
ら

百
六
十
ペ
ー
ジ
に
、
梶
原
堀
之
内
村
、
船
方
村
、
上
尾
久

村
、
上
中
里
村
な
ど
に
関
す
る
延
宝
時
代
の
地
図
と
説
明

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
隅
田
川
（
荒
川
）
は
戸
田
川
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
用
水
と
水
路
の
多
く
は
、
現

在
は
路
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。梶
原
銀
座
商
店
街（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ロ
ー
ド
梶
原
）
は
鎌
倉
往
還
の
一
部
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
福
性
寺
近
く
の
神
明
社
も
白
山
権
現
も

福
性
寺
持
ち
で
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
安
政
二
年
（
千
八
百
五
十
五

年
）
に
幕
府
普
請
方
役
所
（
神
吉
兵
左
衛
門
な
ど
）
に
提

出
さ
れ
た
武
州
豊
島
郡
梶
原
堀
之
内
村
絵
地
図
（
写
真
）

に
も
福
性
寺
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
図
を
幕
府

に
提
出
し
た
の
は
、
梶
原
堀
之
内
村
惣
代 

名
主 

忠
三
郎

と
組
頭
（
名
主
の
補
佐
役
）
の
常
七
で
あ
る
と
地
図
の
別

ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
の
名
前
は
福

性
寺
の
過
去
帳
の
中
に
あ
り
、
石
井
家
の
ご
先
祖
様
で
あ

る
石
井
忠
三
郎
様（
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
亡
、九

十
歳
）
と
石
井
常
七
様
（
明
治
十
九
年
年
三
月
七
日
亡
、七

十
六
歳
）で
あ
り
、没
年
齢
と
お
戒
名
も
わ
か
り
ま
す
。
お

二
人
と
も
当
時
と
し
て
は
大
変
な
長
命
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
図
に
は
梶
原
塚
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
明
社
も
延
宝
時
代
の
地
図
と
同
様
に
こ
の
安
政
の
地
図
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に
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
私
の
子
供
の
頃

（
千
九
百
四
十
九
年
生
ま
れ
）
に
は
、神
明
社
は
す
で
に
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
図
を
見
る
ま

で
福
性
寺
の
左
わ
き
に
神
明
社
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

上
知
令
関
係
文
章

　

旧
帝
国
図
書
館
（
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館

な
ど
を
経
て
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
子
ど
も
図
書
館
）

に
お
い
て
、
明
治
の
初
め
の
福
性
寺
に
関
す
る
古
文
書
を

周
誉
師
が
調
べ
た
文
章
が
寺
に
残
っ
て
い
ま
す
。
帝
国
図

書
館
蔵
の
除
地
古
跡
社
寺
台
帳
北
方
に
よ
る
と
、
寺
内
三

十
間
四
方
で
し
た
。
明
治
十
年
の
文
章
に
よ
る
と
、
明
治

三
年
か
ら
、
明
治
八
年
ま
で
鈴
木
深
誉
師
が
住
職
を
務
め

て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
深
誉
師
に
つ

い
て
は
、
法
類
の
中
で
は
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
明
治
八
年
か
ら
は
西
福
寺
住
職
清
水
明
誉
師
が
明
治

十
年
以
降
ま
で
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
（
千
八
百
七
十
二
年
）
と
十
年
の
福
性
寺
に

関
す
る
上
知
（
地
）
令
（
明
治
四
年
と
八
年
に
寺
社
領
の

墓
地
以
外
の
土
地
が
明
治
政
府
に
よ
り
没
収
さ
れ
ま
し

た
）
に
関
連
し
た
古
い
資
料
に
よ
る
と
、
両
年
と
も
に
お

檀
家
数
は
五
十
軒
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
上
知
令
に
よ
り
、

寺
の
地
蔵
門
か
ら
山
門
ま
で
の
参
道
や
駐
車
場
と
墓
地
の

間
の
道
な
ど
は
公
道
（
現
在
、区
道
）
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
堂
（
二
十
八
坪
）
と
庫
裡
（
十
二
坪
）
も
建
立
時

期
は
不
明
で
あ
り
、
全
て
の
お
檀
家
の
寄
付
に
よ
り
で
き

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
十
年
の
文
章
は
、
明
誉

師
、
不
動
院
住
職
（
恵
明
寺
兼
務
）
長
谷
川
栄
誉
師
、
お

檀
家
の
堀
江
傳
三
郎
様
、
石
井
与
三
郎
様
、
堀
江
仁
右
エ

門
様
な
ど
の
連
名
で
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
内
に
は
ご
本
尊
大
日
如
来
、
両
大
師
様
と
不

動
明
王
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
不
動
明
王
は
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
動

明
王
が
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
私
（
昭
和
二
十
四

年
生
ま
れ
）
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代

は
住
職
の
不
在
期
間
が
長
く
、
兼
務
寺
で
あ
る
時
間
が
長

く
、
明
治
時
代
は
短
期
間
を
除
い
て
無
住
寺
で
、
大
正
六

年
に
な
っ
て
か
ら
住
職
が
常
住
す
る
寺
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
不
明
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
の
本
堂
、
仮
本
堂
と
現
在
の
本
堂

　

以
前
の
本
堂
は
関
東
大
震
災（
大
正
十
二
年
九
月
一
日
）

の
た
め
に
倒
壊
し
た
本
堂
の
仮
本
堂
と
い
う
こ
と
に
な
っ
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て
い
ま
し
た
。
震
災
に
よ
り
倒
壊
後
、
仮
本
堂
は
大
郷
家

の
ご
先
祖
様
で
大
郷
組
の
初
代
大
郷
彌
太
郎
様
が
ほ
ぼ
お

一
人
の
力
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
米
国
産
の
ヒ
ノ
キ
材
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。
震
災
前
の
本
堂
は
、萱
葺

き
で
し
た
。
そ
の
後
、
瓦
葺
に
し
ま
し
た
。
父
の
話
に
よ

る
と
、
瓦
屋
根
の
重
み
で
震
災
の
時
に
倒
壊
し
た
そ
う
で

す
。

　

関
東
大
震
災
前
の
本
堂
の
絵
は
明
治
三
十
六
年
（
千
九

百
三
年
）
の
も
の
が
福
性
寺
に
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
こ
の

絵
か
ら
は
間
口
は
五
間
半
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
古
い

墓
地
図
で
は
正
面
は
六
間
で
、
奥
行
き
は
五
間
（
別
の
文

章
で
は
四
間
半
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
堂
の
絵

か
ら
、当
時
は
茅
葺
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。明

治
五
年
（
千
八
百
七
十
二
年
）
の
上
知
令
に
関
す
る
資
料

の
中
で
も
、
す
で
に
こ
の
本
堂
の
建
設
時
期
は
不
明
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
単
な
見
取
り
図
が
添
付
さ
れ
、

本
堂
と
庫
裏
（
住
職
住
ま
い
）
が
あ
り
、
客
殿
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
古
い
本
堂
の
写
真
や
絵
な
ど
を
お

持
ち
の
方
は
複
写
を
作
ら
せ
て
下
さ
い
。

　

本
堂
の
右
側
に
は
庫
裡
が
あ
り
ま
し
た
。
門
は
木
製
の

簡
易
な
も
の
で
冠
木
門
と
棟
門
の
中
間
の
よ
う
な
形
で
す
。

墓
地
は
生
け
垣
に
よ
り
道
と
隔
て
ら
れ
、
背
の
高
い
木
が

何
本
も
見
え
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
お
墓
も
多
数
見
え
ま

す
。
庫
裡
の
右
前
に
は
芭
蕉
の
樹
と
、
そ
の
前
に
井
戸
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
天
秤
（
て
ん
び
ん
）
仕
掛
け
で
、
桶

を
引
上
げ
る
跳
上
げ
式
の
釣
瓶
井
戸
（
つ
る
べ
い
ど
）
で

す
。
明
治
三
十
六
年
の
絵
の
た
め
に
、
明
治
三
十
七
年
に

移
設
し
た
梶
原
塚
の
背
の
高
い
宝
篋
印
塔
は
見
え
ま
せ
ん
。

父
は
大
正
九
年
に
福
性
寺
に
来
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
震

災
前
の
建
物
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
大
正
十
年
に

は
真
性
寺
様
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
本
堂
の
倒
壊
自
体
は

知
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仮
本
堂
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
床
を
土
足
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ご
法
事

の
た
め
に
掃
除
を
す
る
と
、土
ぼ
こ
り
が
大
変
で
し
た
。水

を
ま
い
て
か
ら
母
と
掃
除
を
し
ま
し
た
。

　

ご
法
類
の
故
門
屋
大
寿
大
僧
正
の
ご
礼
室
様
（
鳥
居
敬

誉
猊
下
ご
長
女
）
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
日
本
の
三
大

台
風
に
数
え
ら
れ
て
い
る
室
戸
台
風
の
時
に
旧
仮
本
堂
の

天
井
の
半
分
が
落
下
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
鳥
居
慎
誉
猊
下
を

は
じ
め
ご
兄
弟
皆
様
や
門
屋
信
誉
僧
正
が
お
い
で
の
時
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。
室
戸
台
風
は
千
九
百
三
十
四
年
（
昭

和
九
年
）
九
月
二
十
一
日
に
高
知
県
室
戸
岬
に
上
陸
し
ま

し
た
。
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と
こ
ろ
で
、
鳥
居
敬
誉
猊
下
の
ご
家
族
の
皆
様
は
福
性

寺
に
十
五
年
間
お
い
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
鳥
居
敬
誉

猊
下
と
は
法
類
旅
行
な
ど
で
何
度
も
お
あ
い
し
ま
し
た
。

私
が
住
職
に
な
る
前
か
ら
で
す
。
特
に
、
周
誉
師
の
死
後
、

つ
ま
り
住
職
就
任
後
は
新
任
の
住
職
と
し
て
何
度
も
励
ま

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
の
住
職
の
あ
り
方
を
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。
最
晩
年
の
ご
入
院
中
に
も
、
何
回
か
お

う
か
が
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
非
常
に
残

念
な
こ
と
に
、
鳥
居
敬
誉
猊
下
が
福
性
寺
の
住
職
を
お
務

め
の
時
代
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
何
も
お
聞
き
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

現
在
の
本
堂
は
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
日
に
落
慶
法

要
を
し
ま
し
た（
写
真
）。
こ
の
鉄
筋
の
本
堂
は
お
金
の
な

い
時
代
の
建
物
で
、
雨
漏
り
が
あ
り
、
こ
の
先
ど
れ
ほ
ど

持
つ
の
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
堂
は
王
子
駅
南
口

近
く
の
日
辰
建
設
株
式
会
社
が
作
り
ま
し
た
。
本
当
に
お

金
の
な
い
時
代
に
お
檀
家
の
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
り
作
ら

れ
ま
し
た
。ご
寄
付
の
分
割
払
い
の
お
檀
家
の
た
め
に
、王

子
信
用
金
庫
が
寺
に
代
わ
っ
て
集
金
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

本
堂
の
内
陣
に
あ
る
仏
具
は
お
檀
家
の
ご
寄
付
に
よ
る

も
の
が
多
い
で
す
。
寺
の
規
模
か
ら
み
る
と
大
型
の
仏
具

が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
（
写
真
）。

　

ま
た
、
福
性
寺
に
来
て
か
ら
百
年
程
度
の
古
い
も
の
が

多
い
で
す
。
灯
篭
、
常
夜
灯
は
明
治
や
大
正
時
代
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
古
い
も
の
を
大
事
に
使
う
と
言
う

先
代
周
誉
住
職
が
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
、
私
も
継
承
し

て
来
ま
し
た
。
数
年
に
一
度
、
大
型
の
仏
具
を
修
理
に
出

し
て
い
ま
す
。
仏
具
の
修
理
は
経
費
が
か
か
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
檀
家
か
ら
の
お
預
か
り
も
の

で
す
か
ら
、
住
職
自
身
で
毎
朝
、
清
掃
を
怠
ら
な
い
様
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
福
性
寺
の
内
陣
（
福
性
寺
で
は

ご
本
尊
様
の
前
の
床
が
板
の
部
分
）
の
仏
具
は
非
常
に
清

潔
だ
と
思
い
ま
す
。

本
堂
の
扁
額
な
ど

　

本
堂
の
扁
額（
写
真
）
は
権
田
雷
斧
猊
下
（
真
言
宗
豊
山

派
二
代
目
管
長
、
千
八
百
四
十
七
年
、
弘
化
三
年
か
ら
千

九
百
三
十
四
年
、
昭
和
九
年
）
の
筆
で
す
。
本
山
の
能
化

や
大
正
大
学
学
長
を
務
め
ま
し
た
。
大
正
十
三
年
（
千
九

百
二
十
四
年
）
真
言
宗
を
中
国
大
陸
で
再
興
し
よ
う
と
し

て
、
潮
州
な
ど
に
お
い
て
、
真
言
宗
の
奥
義
で
あ
る
伝
法

灌
頂
（
で
ん
ぽ
う
か
ん
じ
ょ
う
）
を
中
国
人
に
授
け
ま
し

た
。
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
人
々
の
子
孫
は
、現
在
、香
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港
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
な
ど
で
香
港
居
士
林
、
明

月
居
士
林
を
開
い
て
真
言
宗
を
熱
心
に
信
仰
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
だ
れ
が
い
つ
こ
の
扁
額
の
揮
毫
を
権
田
猊
下

に
依
頼
し
福
性
寺
に
将
来
し
た
か
不
明
で
す
。
こ
の
山
号

額
は
権
田
猊
下
の
ご
立
派
な
業
績
に
よ
り
、
福
性
寺
の
寺

宝
の
一
つ
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　

本
堂
玄
関
の
お
賽
銭
箱
は
大
正
十
二
年
（
千
九
百
二
十

三
年
）
三
月
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
の
半
年

前
に
寄
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
震
災
に
よ
り
福
性
寺
の
本

堂
は
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
お
賽
銭
箱
は
今
に
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
お
賽
銭
箱
に
は
、
堀
の
内
本
郷
次
郎
、
神
田
朝
倉

萬
次
郎
、
西
ヶ
原
宮
崎
榮
次
郎
の
お
名
前
が
あ
り
、
最
後

に
堀
江
傳
三
郎（
堀
船
一
丁
目
）謹
録
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
客
殿
と
庫
裏

　

現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
客
殿
（
書
院
、
写
真
）

の
前
の
木
造
の
書
院
は
、
関
東
大
震
災
で
ゆ
が
ん
で
倒
れ

か
け
て
し
ま
っ
た
も
の
を
引
き
直
し
て
柱
を
垂
直
に
し
た

も
の
で
し
た
。
現
在
の
書
院
（
客
殿
）
は
お
檀
家
の
ご
寄

付
と
寺
の
所
有
の
宅
地
を
売
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

四
十
九
年
（
千
九
百
七
十
四
年
）
六
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

施
工
は
福
井
工
務
店
で
し
た
。

　

私
の
子
供
の
こ
ろ
の
庫
裏
（
く
り
、
住
職
の
住
ま
い
）

は
木
造
平
屋
建
て
で
し
た
。
六
畳
間
が
二
室
、
こ
れ
に
台

所
、
風
呂
、
お
手
洗
い
の
あ
る
だ
け
の
簡
素
な
も
の
で
し

た
。
お
風
呂
は
五
右
衛
門
風
呂
で
し
た
。
鋳
鉄
製
の
風
呂

桶
に
直
火
で
暖
め
た
湯
に
入
浴
す
る
形
式
で
す
。
風
呂
桶

の
底
部
は
お
鍋
の
底
と
同
じ
で
高
温
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

直
接
触
れ
る
と
火
傷
す
る
た
め
、
木
製
の
底
板
の
踏
み
板

を
湯
桶
に
沈
め
て
湯
浴
み
す
る
も
の
で
す
。そ
の
後
は
、五

右
衛
門
風
呂
は
そ
の
ま
ま
で
、木
製
の
ガ
ス
式
の
湯
桶（
木

桶
風
呂
、
い
わ
ゆ
る
鉄
砲
風
呂
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

風
呂
の
屋
根
は
ト
タ
ン
葺
で
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
屋
根

に
上
っ
て
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
私
が
塗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
頃
ま
で
は
、
お
手
洗
い
は
庫
裏
の
外
に

あ
り
、
別
の
建
物
で
し
た
。
外
の
お
手
洗
い
の
あ
と
に
は
、

物
置
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
頃
に
現
在
の
庫

裏
が
で
き
ま
し
た
。
お
檀
家
の
石
井
工
務
店
の
石
井
英
四

郎
様
が
作
り
ま
し
た
。

山
門
は
大
僧
正
昇
任
の
お
祝
い
品

　

昭
和
五
十
四
年
十
月
六
日
、
福
性
寺
の
山
門
（
写
真
）

が
完
成
し
「
受
け
渡
し
式
」
の
日
に
父
は
亡
く
な
り
ま
し

た（
七
十
三
歳
）。
山
門
は
井
上
工
業
株
式
会
社
が
普
請
し
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ま
し
た
。
こ
の
山
門
の
設
計
施
工
の
担
当
者
の
依
頼
に
よ

り
私
が
担
当
者
に
戒
名
を
授
け
ま
し
た
。

　

こ
の
山
門
は
父
の
大
僧
正
昇
任
を
記
念
し
て
、
総
代
様

方
と
お
檀
家
の
皆
様
か
ら
の
記
念
品
と
し
て
、
お
檀
家
の

ご
寄
付
に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
。
山
号
の
扁
額
の
梵
語
を

母
は
山
門
を
く
ぐ
る
た
び
に
発
音
し
て
い
ま
し
た
。
父
か

ら
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。「
シ
リ
ー
ダ
ラ
ー
ニ

ム
カ
」、「
聖
な
る
真
言
宗
の
寺
」
の
意
味
！
と
私
に
意
味

を
教
え
る
よ
う
に
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
「
周
誉

大
僧
正
記
念　

聖
な
る
真
言
宗
の
寺
」
で
は
な
い
か
と
心

か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
父
の
四
十
歳
代
半
ば
の
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
堂
、
書
院
（
客
殿
）、
山
門
を
父
と
母
の
元
気
な
う
ち
に

作
る
た
め
に
、
父
は
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
私
が
苦
労
し

な
い
様
に
と
の
思
い
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
干
の
お
金
が
余
り
ま
し
た
の
で
、
手
桶
を
置

く
た
め
の
小
屋
を
客
殿
ま
え
に
作
り
ま
し
た
。

梶
原
政
景
と
梶
原
塚

　

千
五
百
年
代
も
し
く
は
千
六
百
年
代
に
建
立
さ
れ
た
梶

原
塚
（
写
真
）
が
本
堂
右
前
に
あ
り
ま
す
。
明
治
三
十
七

年
に
福
性
寺
に
移
設
さ
れ
ま
し
た（
堀
船
郷
土
史
）。
戦
国

時
代
末
期
の
豪
族
の
供
養
塔
で
す
。
足
利
時
代
末
に
、
太

田
道
灌
の
子
孫
で
太
田
資
正
（
三
楽
斎
道
誉
）
の
次
男
で

あ
る
梶
原
源
太
政
景
が
今
の
ポ
ン
プ
場
（
堀
船
三
丁
目
の

下
水
道
局
王
子
ポ
ン
プ
場
）
あ
た
り
に
屋
敷
を
構
え
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
梶
原
氏
ゆ
か
り
の
供
養
塔

で
す
。鎌
倉
時
代
の
梶
原
氏
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。享

保
時
代
（
千
七
百
十
六
か
ら
千
七
百
三
十
六
年
）
の
頃
ま

で
は
石
碑
や
石
段
が
あ
り
、
し
か
し
洪
水
で
川
に
崩
れ
込

み
、
今
は
一
株
の
松
だ
け
が
あ
る
と
、「
江
戸
名
所
図
会
」

（
天
保
時
代
、写
真
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
江
戸

名
所
図
会
」
は
神
田
の
町
名
主
、
斎
藤
家
の
三
代
に
わ
た

る
編
纂
事
業
で
し
た
。
長
谷
川
雪
旦
の
挿
絵
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
寛
政（
千
七
百
八
十
九
か
ら
千
八
百
一
年
、十

一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
時
代
）
に
始
ま
り
、天
保
五
年
（
千

八
百
三
十
四
年
）
と
天
保
七
年
（
千
八
百
三
十
六
年
）
の

二
回
に
分
け
ら
れ
た
発
刊
に
よ
り
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
名
所
図
会
は
七
巻
二
十
冊
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
の
中
で

梶
原
塚
は
、
一
本
の
松
の
木
が
残
る
だ
け
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
宝
篋
印
塔
に
書
か
れ
て
い
る
天
保

二
年
（
千
八
百
二
十
五
年
）
の
再
興
は
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
江
戸
名
所
図
会
の
作
者
の
梶
原
塚
訪
問
は
、

再
興
が
完
了
し
た
天
保
二
年
よ
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
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り
ま
す
。

　

安
政
二
年
（
千
八
百
五
十
五
年
）
の
古
地
図
（
写
真
）

を
見
る
と
、
現
在
の
王
子
自
動
車
学
校
脇
の
通
り
、
自
動

車
学
校
か
ら
豊
島
方
向
を
見
て
鎌
倉
往
還
が
左
に
曲
が
る

交
差
点
の
右
側
の
小
道
の
先
の
左
側
、隅
田
川
（
旧
荒
川
）

と
の
間
に
梶
原
塚
が
あ
り
ま
す
。
田
に
囲
ま
れ
た
数
十
坪

ほ
ど
の
面
積
が
梶
原
塚
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
曲
線
状

の
川
に
面
し
て
や
や
高
台
と
な
り
現
在
の
宝
篋
印
塔
な
ど

が
あ
り
、
風
景
の
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

福
性
寺
内
に
移
設
さ
れ
た
梶
原
塚
は
、四
基
の
石
仏
、光

明
真
言
塔
と
宝
篋
印
塔
か
ら
な
り
ま
す
。
光
明
真
言
塔
は

通
常
見
る
も
の
よ
り
格
段
に
大
き
く
、
な
か
な
か
立
派
で

す
。
こ
の
光
明
真
言
塔
の
梵
字
の
配
置
を
参
考
に
周
誉
師

は
現
在
の
本
堂
の
天
井
に
光
明
真
言
の
梵
字
を
配
置
し
ま

し
た
。
ま
た
仏
教
梵
語
学
の
専
門
家
と
し
て
の
知
識
を
活

か
し
て
、古
代
イ
ン
ド
の
正
統
な
梵
字
を
書
き
ま
し
た（
写

真
）。

　

石
造
宝
篋
印
塔
は
中
国
に
お
い
て
作
ら
れ
始
め
、
日
本

で
は
鎌
倉
時
代
初
期
頃
か
ら
制
作
さ
れ
、
中
期
以
後
に
造

立
が
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
福
性
寺
内
の
宝
篋
印
塔

の
建
立
時
期
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
ま
し

た
が
天
保
二
年
（
千
八
百
三
十
一
年
）
に
再
興
さ
れ
た
と

塔
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
再
興
時
の
開
眼
導
師
は
深
川
不

動
院
の
木
食
賢
明
師
、
発
願
主
は
尼
屋
利
兵
衛
（
鉄
砲
洲

の
酒
問
屋
で
あ
っ
た
ら
し
い
）、世
話
人
は
徳
嶋
屋
半
助
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
食
賢
明
師
の
お
弟
子
明
範
師

が
こ
の
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
時
代
（
文
政
の
頃
）
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
確
か
に
石
造
宝
篋
印
塔
に
は
深
川
不
動
院
木

食
賢
明
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
深
川
不
動
院
に

つ
い
て
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
成
田
山
の
東
京
別
院
の

深
川
不
動
堂
と
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
深
川
不
動

堂
は
明
治
維
新
の
後
、
神
仏
分
離
令
後
に
新
し
く
で
き
た

お
寺
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
方
は
お
教
え
下
さ
い
。

　

都
電
荒
川
線
の
梶
原
電
停
は
こ
の
梶
原
塚
に
ち
な
ん
で

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
家
の
聖
観
音
像

　

本
堂
前
の
左
脇
の
聖
観
音
像
は
、
延
宝
八
年
（
千
六
百

八
十
年
）
に
建
立
さ
れ
、
領
主
水
野
家
の
聖
観
音
像
で
水

野
信
定
の
墓
で
す（
写
真
）。
こ
の
方
は
水
野
家
の
長
男
で

あ
り
、
剣
の
名
手
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
闘
で
敗
れ
殺
害
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

闘
は
徳
川
幕
府
の
ご
法
度
に
触
れ
る
の
で
、
菩
提
寺
の
駒
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込
吉
祥
寺
に
埋
葬
せ
ず
に
、
知
行
地
の
福
性
寺
に
埋
葬
し

た
と
聞
き
ま
し
た
。
何
が
し
か
の
時
代
小
説
に
出
て
く
る

と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
東
亜
戦
争
殉
難
慰
霊
碑
開
眼
供
養
と
堀
船
地
区
遺
族
会

　

昭
和
三
十
二
年
、
千
九
百
五
十
七
年
三
月
に
は
大
東
亜

戦
争
殉
難
慰
霊
碑
開
眼
供
養
（
福
性
寺
本
堂
前
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
周
誉
師
が
表
白
文
を
読
ん
で
い
る
写
真
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
、
碑
文
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
予

定
で
し
た
が
、
日
本
で
の
先
の
戦
争
の
正
式
名
称
で
あ
る

大
東
亜
戦
争
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。写
真
に
は
添
田
様
、堀

口
様
、問
矢
様
な
ど
懐
か
し
い
皆
様
が
写
っ
て
い
ま
す（
写

真
）。

　

慰
霊
碑
に
は
堀
船
地
区
で
戦
死
し
た
皆
様
の
お
名
前
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
名
前
は
百
七
柱
に
お
よ
び
、
親
子

や
兄
弟
の
戦
没
者
も
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
堀
船
地
区

遺
族
会
か
ら
は
、
本
堂
内
に
堀
船
地
区
戦
病
没
の
皆
様
の

お
位
牌
を
お
預
か
り
し
て
、
毎
日
供
養
し
て
い
ま
す
（
写

真
）。
こ
の
た
め
、福
性
寺
は
堀
船
地
区
で
亡
く
な
っ
た
戦

没
者
の
菩
提
寺
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
春
秋
の
お
彼
岸
に
は
こ
の
お
位
牌
も
お
檀
家
の

仏
様
の
お
位
牌
な
ど
と
一
緒
に
読
経
会
に
参
加
の
皆
様
に

お
焼
香
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
年
ご
と
に
お

檀
家
の
皆
様
に
も
お
知
ら
せ
し
て
法
要
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
八
年
、千
九
百
九
十
六
年
の
秋
の
お
彼
岸
に
は
、ご

遺
族
の
出
席
を
得
て
、
終
戦
五
十
周
年
の
記
念
法
要
を
行

い
ま
し
た
。
最
近
で
は
ご
遺
族
の
減
少
や
、
こ
の
供
養
塔

に
関
す
る
記
憶
も
薄
れ
た
の
か
お
参
り
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

七
十
一
周
年
記
念
と
し
て
は
、
秋
の
お
彼
岸
読
経
会
・

追
悼
法
要
の
前
に
、
一
時
間
の
昭
和
歌
謡
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
そ
の
後
、
そ
の
後
に
法
要
を
行
い
ま
し
た
（
平
成

二
十
八
年
九
月
二
十
四
日
）。
浅
草
の
大
道
芸
人
出
身
の

「
東
京
大
衆
歌
謡
楽
団
」
の
皆
様
に
戦
前
・
戦
後
の
歌
謡
曲

を
歌
っ
て
頂
き
ま
し
た
（
写
真
）。

生
垣
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

昭
和
三
十
三
年
ご
ろ
ま
で
は
寺
は
珊
瑚
樹
の
生
垣
で
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
当
時
流
行
し
出
し
て
い
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
塀
に
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
昭
和
三
十
四

年
の
お
正
月
に
は
完
成
し
て
い
ま
す（
写
真
）。
珊
瑚
樹
の

生
垣
に
は
大
き
な
穴
が
空
い
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、子

供
で
あ
れ
ば
簡
単
に
門
以
外
か
ら
で
も
墓
地
に
出
入
り
で

き
ま
し
た
。



－ 11 －

施
餓
鬼
会

　

施
餓
鬼
会
は
福
性
寺
最
大
の
行
事
で
す
。
仏
様
や
ご
先

祖
様
に
お
供
物
を
真
心
か
ら
奉
げ
る
法
要
で
す
。通
常
、百

人
以
上
の
お
檀
家
と
二
十
人
の
僧
侶
の
出
席
が
あ
り
ま
す
。

十
時
か
ら
医
師
（
健
康
講
演
）
か
僧
侶
（
法
話
）
の
お
話

し
の
後
に
、
大
法
要
（
写
真
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

式
次
第
は
本
書
冒
頭
の
福
性
寺
年
間
行
事
と
行
事
の
次

第
（
青
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
住
職
は
ご
本
尊
様

の
前
の
大
壇
で
十
八
道
法
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
仏
様
を

お
迎
え
す
る
十
八
の
作
法
、
手
指
に
よ
る
印
（
印
契
、
印

相
）
と
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、大

壇
を
降
り
施
餓
鬼
壇
で
水
施
餓
鬼
供
養
（
あ
ら
ゆ
る
仏
様

に
供
物
を
施
す
）
を
行
い
ま
す
。
式
衆
の
僧
侶
は
四
智
梵

語
と
般
若
理
趣
経
を
読
み
ま
す
。
参
加
者
全
員
は
お
焼
香

を
し
て
、
般
若
心
経
を
読
み
、
西
洋
音
楽
の
「
お
誓
い
」

を
歌
い
ま
す
。
亡
き
ご
両
親
や
ご
先
祖
様
を
誠
実
に
ご
供

養
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
お
檀
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
出
席
下
さ
い
。

　

父
の
死
後
の
施
餓
鬼
会
は
、
父
の
時
代
か
ら
引
き
続
き

清
水
淳
誉
大
僧
正
（
写
真
）
に
法
話
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

銘
記
し
た
い
こ
と
で
す
が
、
福
性
寺
で
は
四
十
年
以
上
に

わ
た
り
清
水
師
に
法
話
を
お
願
い
し
て
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
当
に
有
難
か
っ
た
で
す
。

　

父
の
死
の
翌
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
か
ら
著
名
な
医
師

の
健
康
に
関
す
る
お
話
し
を
追
加
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

二
年
に
施
餓
鬼
会
を
七
月
二
十
三
日
か
ら
四
月
二
十
三
日

に
変
更
し
ま
し
た
。
施
餓
鬼
供
養
は
必
ず
し
も
お
盆
の
季

節
に
行
う
必
要
が
な
い
た
め
と
、
お
檀
家
の
皆
様
が
ご
高

齢
に
な
り
熱
中
症
を
心
配
し
た
た
め
で
す
。

読
経
会
、
花
祭
り

　

元
旦
読
経
会
は
檀
徒
総
代
の
故
石
井
與
五
郎
様
の
発
案

で
昭
和
六
十
年
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
。
元
旦
に
は
に
ぎ
や

か
な
短
時
間
の
参
拝
、
初
詣
と
い
う
形
で
は
な
く
て
、
古

来
か
ら
の
年
籠
り
の
意
味
を
含
め
て
、
厳
粛
な
読
経
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
安
泰
や
新
年
の
吉
祥
の
ご
祈

願
や
ご
家
庭
の
慶
事
な
ど
を
ご
本
尊
様
や
ご
先
祖
様
に
ご

報
告
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
両
彼
岸
会
に
は
昭
和
六

十
四
年
か
ら
彼
岸
会
読
経
会
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
元
年

か
ら
新
盆
供
養
法
要
（
七
月
第
一
日
曜
日
、
写
真
）
を
始

め
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
か
ら
花
祭
り
（
写
真
）
を
四
月
八
日
か
ら

四
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ど
う
か
、

四
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
、
お
子
様
、
お
孫
様
の
健
勝
と
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人
生
で
の
発
展
と
成
功
の
祈
願
に
ご
来
寺
下
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
歴
史
講
演
会
や
健
康
長
寿

講
演
（
写
真
）
会
を
数
回
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
読
経

会
、
講
演
会
や
花
ま
つ
り
は
お
檀
家
以
外
で
も
、
ど
な
た

で
も
歓
迎
し
ま
す
。
実
際
、
講
演
会
に
は
町
会
の
皆
様
が

多
数
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
お
供
物
や
お
茶
菓
子
の
配
布

も
あ
り
ま
す
。
同
僚
、
お
友
達
や
ご
親
戚
を
お
誘
い
頂
き

ま
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

先
代
住
職
の
年
回
法
要
と
涅
槃
仏

　

母
は
父
の
年
回
法
要
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

父
の
十
三
回
忌
の
時
に
は
福
性
寺
か
ら
大
正
大
学
に
通
っ

た
僧
侶
方
の
皆
様
と
総
代
様
な
ど
の
ご
寄
付
に
よ
り
涅
槃

仏
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
郡
山
市
の
小
田
弘
毅
大

僧
正
か
ら
記
念
事
業
を
す
る
よ
う
に
と
莫
大
な
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
小
田
様
が
発
起
人
と
な
り
皆
様
か
ら
お
金

を
頂
き
ま
し
た
。か
ね
て
か
ら
仏
陀
の
教
え
に
よ
れ
ば
、臨

終
に
臨
ん
で
も
心
静
か
で
あ
る
こ
と
を
表
す
涅
槃
仏
が
境

内
に
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
賛
成

を
え
て
涅
槃
仏
を
建
立
し
ま
し
た
。
愛
知
県
の
岡
崎
市
に

彫
刻
家
に
あ
い
に
行
き
ま
し
た
。
涅
槃
物
の
顔
だ
け
が
完

成
し
た
段
階
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
お
顔
で
、
現
在
皆
様

が
見
て
い
る
通
り
の
涅
槃
仏
で
す
。

寺
の
整
備

　

福
性
寺
は
本
堂
へ
の
中
央
参
道
近
く
ま
で
お
墓
が
せ
ま

り
、背
の
高
い
杉
の
木
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、な

か
な
か
植
木
な
ど
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
手
狭
な
寺

で
し
た
。
仏
教
行
事
に
必
要
な
庭
で
の
儀
式
も
で
き
な
い

あ
り
様
で
す
。
し
か
し
、
父
の
時
代
か
ら
、
現
在
ま
で
に

二
十
軒
近
く
の
お
檀
家
が
墓
地
を
改
修
す
る
時
に
、
通
路

を
広
げ
、
庭
を
作
る
た
め
に
墓
地
を
狭
く
し
て
頂
き
ま
し

た
。
墓
地
を
数
分
の
一
ま
で
小
さ
く
し
て
頂
い
た
お
檀
家

も
あ
り
ま
す
。
母
が
こ
の
よ
う
な
件
で
も
お
檀
家
と
の
折

衝
に
活
躍
し
ま
し
た
。
現
在
は
山
門
を
入
る
と
、
参
道
の

周
り
に
小
さ
い
な
が
ら
も
庭
が
で
き
て
、
私
の
子
供
時
代

と
は
別
世
界
の
よ
う
な
佇
ま
い
で
す
。
新
旧
の
比
較
に
は
、

本
書
の
あ
と
が
き
の
附
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
五
十
年
間
に
墓
所
の
改
修
時
な
ど
に
、
通
路
や
庭

に
墓
所
の
一
部
を
提
供
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お
名
前
を
以

下
に
列
記
致
し
ま
す
。
井
口
和
子
様
、故
小
宮
清
作
様
、故

堀
江
節
子
様
、
堀
江
正
敏
様
、
堀
江
良
子
様
、
石
井
信
夫

様
、
堀
江
一
男
様
、
永
井
昭
武
様
、
故
新
野
輝
雄
様
、
故

飯
田
裕
世
様
、
小
泉
好
正
様
、
故
石
井
則
子
様
、
関
根
幸
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子
様
、
故
玉
岡
隆
雄
様
、
石
井
益
枝
様
、
小
松
原
正
秀
様
、

松
本
幸
夫
様
、
矢
島
敦
郎
様
、
石
井
幸
一
郎
様
、
堀
江
弘

好
様
の
皆
様
の
墓
所
の
改
修
時
に
、
墓
所
の
通
路
側
な
ど

の
一
部
を
通
路
や
庭
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
に
た
く
さ

ん
の
方
々
で
す
。
さ
ら
に
、
改
修
前
で
す
が
通
路
側
を
通

路
に
す
る
お
約
束
が
お
檀
家
の
二
軒
と
で
き
て
い
ま
す
。

　

心
か
ら
参
道
な
ど
を
広
く
す
る
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
日
陰
と
な
る
屋
根
つ
き
の
休
息
所
と
、
木
々

に
囲
ま
れ
た
陽
の
あ
た
る
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
あ
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
を

狭
く
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
賛
成
頂
け
ま
せ
ん
。
し
か

し
、墓
地
を
切
り
分
け
て
再
分
譲
す
る
時
は
さ
て
置
き
、お

檀
家
の
皆
様
の
憩
い
や
追
憶
の
場
や
庭
園
を
造
る
た
め
の

時
に
は
、
ど
う
か
宜
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、福
性
寺
に
は
外
に
お
手
洗
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
強
い
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。

休
息
、
待
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス

　

前
項
の
寺
の
整
備
（
本
書
三
版
）
で
も
書
き
ま
し
た
が
、

福
性
寺
に
は
屋
根
つ
き
や
屋
根
な
し
の
休
息
ス
ペ
ー
ス
や

外
に
お
手
洗
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
参

道
付
近
な
ど
に
空
き
地
が
な
い
こ
と
が
福
性
寺
の
特
徴
で

す
。
そ
れ
で
も
、人
と
待
ち
合
わ
せ
の
た
め
や
、タ
ク
シ
ー

を
待
つ
た
め
に
も
山
門
付
近
に
椅
子
を
置
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ご
本
尊
様
に
向
か
っ
て
参
道

左
の
お
墓
を
移
動
し
て
頂
き
、
庭
を
壊
し
て
狭
い
な
が
ら

も
休
息
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
十
二

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
庭
を
壊
し
樹
木
を
捨
て

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
本
当
に
悲
し
か
っ
た
で
す
。

　

工
事
費
は
お
檀
家
の
故
安
原
義
明
様
、
宝
勤
明
道
居
士

霊
位
と
故
伊
藤
リ
ヨ
様
、
永
慈
妙
清
信
女
霊
位
の
ご
寄
付

を
主
に
当
て
ま
し
た
。
休
息
ス
ペ
ー
ス
は
、
ど
の
よ
う
な

形
が
よ
い
か
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
な
綺

麗
な
緑
色
系
統
の
石
を
敷
き
詰
め
た
床
を
作
り
ま
し
た
。

小
杉
石
材
店
が
施
工
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
綺
麗
で
、
あ

る
意
味
、
福
性
寺
ら
し
く
な
い
か
な
と
見
る
た
び
に
思
っ

て
い
ま
す
。

　

安
原
義
明
様
も
伊
藤
リ
ヨ
様
も
、
お
若
い
頃
か
ら
ご
高

齢
に
な
る
ま
で
、
本
当
に
よ
く
働
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
に
完
成
し
た
本
堂
西
側
の
五

坪
の
広
さ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
写
真
）
は
、
川
間
堀
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江
家
か
ら
ス
ペ
ー
ス
を
ご
寄
付
頂
き
、
工
事
費
は
主
に
福

田
き
よ
子
様
の
ご
寄
付
を
当
て
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
一
カ
所
、
屋
根

付
き
の
東
屋
風
の
休
息
ス
ペ
ー
ス
を
一
カ
所
作
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
墓
地
の
移
動
な
ど
交
渉

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

門
前
の
駐
車
場

　

駐
車
場
は
、
参
道
は
さ
ん
で
白
山
神
社
の
西
側
、
参
道

の
左
側
に
あ
り
ま
す
。
安
政
二
年
（
千
八
百
五
十
五
年
）

に
も
、
現
在
の
形
で
明
確
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
は
何
に
使
わ
れ
て
い
た
土
地
か
不
明
で
す
。
隣
接
地
は

小
泉
家
の
水
田
で
し
た
。
駐
車
場
と
公
道
の
間
の
現
在
の

御
影
石
製
の
花
壇
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
千
五
年
）
に

完
成
し
、
工
事
費
は
前
述
の
伊
藤
リ
ヨ
様
の
ご
寄
付
を
当

て
ま
し
た
。

仏
教
徒
海
外
奨
学
基
金

　

奨
学
基
金
を
募
り
始
め
た
正
確
な
日
時
は
、
寿
徳
寺
住

職
の
新
井
慧
誉
理
事
長
の
急
逝
で
資
料
が
な
く
な
り
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
三
年
に
第
一
回
目
の

配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
私
が
理
事
長
兼
全
て
の

事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
二
十
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
八
寺
院
と
有
志
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
総
額
千
五
百
万
円
近
く
の
奨
学
金
を
千

数
百
人
以
上
の
奨
学
生
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト

（
在
イ
ン
ド
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
の
奨
学
生
か
ら
礼

状
や
絵
画
が
送
ら
れ
て
き
ま
す（
写
真
）。
特
に
中
国
政
府

に
よ
り
殺
人
を
含
め
た
人
権
侵
害
の
激
し
い
チ
ベ
ッ
ト
人

奨
学
生
に
配
布
額
を
増
や
す
予
定
で
す
。
こ
の
奨
学
金
は

そ
も
そ
も
西
福
寺
住
職
の
小
松
原
俊
誉
師
と
私
が
考
え
イ

ン
ド
な
ど
に
お
金
を
届
け
る
ル
ー
ト
を
持
つ
新
井
慧
誉
師

に
理
事
長
就
任
を
依
頼
し
ま
し
た
。
毎
年
、
奨
学
金
の
授

与
式
へ
の
出
席
の
依
頼
が
来
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し

て
は
、
母
を
含
め
て
私
の
家
族
か
ら
は
即
座
に
賛
成
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母
と
埼
玉
県
三
郷
市
の
延
命
院

　

母
は
大
正
七
年
四
月
二
十
八
日
に
産
ま
れ
ま
し
た
。
寺

の
長
女
で
し
た
。
両
親
は
石
井
秀
雅
師
（
三
郷
市
延
命
院

住
職
、
写
真
）
と
つ
ね
で
す
。
し
か
し
、
母
の
弟
、
私
の

叔
父
（
二
弟
）
の
産
ま
れ
た
時
に
、
母
の
母
親
（
私
の
祖

母
）
つ
ね
（
お
戒
名
は
蓮
法
院
観
是
妙
荘
信
女
）
は
産
褥

熱
に
よ
り
三
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
（
大
正
十
一
年
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九
月
十
三
日
）。
つ
ま
り
、母
は
母
親
の
い
な
い
家
庭
で
育

ち
ま
し
た
。
母
に
は
母
親
の
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
祖
母
つ
ね
の
告
別
式
の
最
後
の
お
別
れ
の
時
に
、

母
が
祖
母
の
柩
に
入
り
た
い
と
泣
い
て
、
告
別
式
の
会
場

で
あ
っ
た
延
命
院
の
本
堂
（
現
在
の
本
堂
と
同
じ
建
物
で

す
）
が
大
騒
ぎ
に
な
り
、
会
葬
者
全
員
が
泣
い
て
し
ま
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
母
の
両
親
の
お
墓
は
延
命
院
の
虚

空
蔵
堂
の
裏
に
あ
り
、
土
葬
で
し
た
。
母
は
延
命
院
へ
の

墓
参
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
数
回
は

墓
参
に
出
か
け
ま
し
た
。
晩
年
に
は
私
の
長
男
の
圭
誉
が

墓
参
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
延
命
院
の
い

そ
が
し
い
時
期
で
も
母
は
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
お
正
月

な
ど
い
そ
が
し
い
時
に
も
、
本
当
に
石
井
秀
誉
住
職
は
い

つ
も
歓
迎
し
て
く
れ
て
有
難
か
っ
た
で
す
。

　

延
命
院
に
は
虚
空
蔵
堂
が
あ
り
虚
空
蔵
菩
薩
が
祀
ら
れ

て
い
る
名
刹
で
す
。
虚
空
蔵
様
は
鰻
と
ご
縁
の
あ
る
仏
様

で
す
。
こ
の
た
め
、
延
命
院
の
隣
家
の
皆
様
と
同
様
に
母

は
鰻
を
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

母
の
兄
弟

　

母
の
兄
弟
は
母
を
含
め
て
三
人
で
す
。
母
の
す
ぐ
下
の

弟
、
石
井
弘
章
師
は
埼
玉
県
三
郷
市
の
延
命
院
の
住
職
に

就
任
し
ま
し
た
が
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
弘
章
師
は
盂

蘭
盆
会
の
お
棚
経
の
季
節
に
は
、
亡
く
な
る
ま
で
福
性
寺

の
手
伝
い
に
来
て
い
ま
し
た
。
弘
章
師
の
長
男
、
私
の
従

弟
の
秀
誉
師
が
私
の
寺
か
ら
高
校
と
大
学
に
通
い
ま
し
た
。

秀
誉
師
が
現
在
の
延
命
院
の
住
職
で
す
。
母
の
二
弟
の
浅

水
稔
様
（
写
真
）
は
、
お
元
気
で
毎
回
父
と
母
の
法
事
に

お
い
で
頂
い
て
い
ま
す
。

母
と
吉
岡
家

　

祖
母
は
吉
岡
家
の
出
身
で
す
。
祖
母
の
兄（
母
の
伯
父
）

の
吉
岡
経
蔵
さ
ん
は
、
私
の
子
供
時
代
ま
で
千
葉
県
の
京

成
幕
張
駅
の
近
く
の
お
住
ま
い
で
し
た（
写
真
）。
お
正
月

の
た
び
に
私
か
私
の
姉
千
穂
子
が
お
節
料
理
な
ど
を
届
け

ま
し
た
。
こ
の
母
の
叔
父
（
私
に
と
っ
て
は
大
叔
父
）
か

ら
、
私
は
お
小
遣
い
を
何
回
も
も
ら
い
ま
し
た
。
祖
母
の

死
の
間
際
に
、
祖
母
か
ら
「
雅
子
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
」

と
頼
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
母
の
結
婚
の

時
に
は
羽
織
な
ど
嫁
入
り
道
具
を
整
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
叔
父
は
日
露
戦
争
の
旅
順
攻
囲
戦
の
二
百
三
高
地
に

お
け
る
傷
痍
軍
人
で
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
か
ら
の
銃
弾
の
貫

通
銃
創
に
よ
り
片
方
の
膝
関
節
が
曲
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

吉
岡
家
の
菩
提
寺
は
松
戸
市
松
戸
の
大
正
寺
で
す
。
こ
の
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叔
父
の
死
後
、
ご
遺
族
は
吉
岡
家
の
墓
地
を
千
葉
市
近
郊

の
平
和
霊
園
に
改
葬
（
移
転
）
し
た
そ
う
で
す
。
あ
る
時
、

母
と
大
正
寺
に
お
参
り
に
行
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
移
転

後
で
し
た
。
母
の
晩
年
に
大
正
寺
の
ご
住
職
様
か
ら
お
手

紙
で
詳
細
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
吉

岡
家
の
ご
本
家
様
は
大
正
寺
様
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

祖
母
の
実
家
は
水
戸
街
道
沿
い
の
料
亭
で
し
た
。
水
戸

徳
川
家
が
参
勤
交
代
の
お
り
に
休
息
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
祖
父
の
実
家
は
途
絶
え
て
い
ま
す
。
石
井
家
の
先

祖
代
々
の
お
墓
は
、
延
命
院
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
（
茂
田

井
）
に
あ
り
、
現
在
、
秀
誉
師
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

母
の
地
元
の
小
学
校

　

母
は
地
元
の
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
母
が
時
々
懐

か
し
そ
う
に
話
し
た
の
で
す
が
、
同
級
生
の
男
子
と
喧
嘩

と
な
り
最
後
は
馬
乗
り
に
な
っ
て
勝
っ
て
し
ま
い
、
意
外

に
男
子
は
弱
い
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
そ
の

男
子
は
延
命
院
の
総
代
様
に
な
り
ま
し
た
。
後
年
、
母
が

「
よ
く
小
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
」と
そ
の
総
代
様
に
話
し

た
と
こ
ろ
、「
ど
う
だ
か
？
！
」
と
言
わ
れ
た
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
総
代
様
は
こ
の
事
件
を
ご
記
憶
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
小
学
校
で
は
全
学
年
を
通
じ
て
、「
学
術
操
行
一
等

賞
」
と
「
精
勤
一
等
賞
」
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
村
の
人
か
ら
、
家
族
の
よ
い
と
こ
ろ

を
母
は
全
て
持
っ
て
い
る
と
私
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

越
谷
高
等
女
学
校

　

越
谷
高
等
女
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
本
当
は
東
京
の

女
学
校
に
行
き
た
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。
毎
日
、
延
命
院

か
ら
自
転
車
で
通
い
ま
し
た
。
道
の
悪
い
時
代
で
、
よ
く

タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て
困
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
た
く
さ

ん
の
友
人
が
い
た
よ
う
で
す
。
八
十
歳
ご
ろ
ま
で
は
女
学

校
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
高
等
女
学
校
に
子

供
を
送
り
出
す
家
庭
は
裕
福
な
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
ご
家
庭
と
比
較
し
て
、
母
は
な
ん

と
お
寺
は
貧
し
い
の
か
と
思
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
と
家
内
の
曜
子
が
鎌
倉
の
ア
ジ
サ
イ
寺
と
し
て
名
高

い
明
月
院
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
の
住

職
夫
人
も
母
の
友
人
で
し
た
。

結
婚

　

女
学
校
を
卒
業（
昭
和
十
年
三
月
）
後
、比
較
的
す
ぐ
に



－ 17 －

父
と
結
婚
し
ま
し
た（
昭
和
十
二
年
四
月
）。
仲
人
は
鳥
居

敬
誉
猊
下
と
染
谷
勇
快
師
で
す
。
染
谷
師
は
越
谷
市
の
寺

の
住
職
で
祖
父
秀
雅
師
の
友
人
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

福
性
寺
住
職
、
上
東
野
照
良
師

　

私
の
父
（
周
誉
師
）
は
津
田
沼
（
習
志
野
市
）
の
比
較
的

大
き
な
農
家
の
生
ま
れ
で
し
た
（
明
治
三
十
九
年
三
月
九

日
）。
次
男
で
し
た
。
父
の
叔
父
（
実
父
の
弟
、で
ん
ぷ
ん

工
場
を
経
営
）
の
家
庭
の
養
子
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
叔
父
に
実
子
（
田
久
保
友
吉
様
）
が
産
ま
れ

た
こ
と
か
ら
実
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
（
大
正

九
年
三
月
二
十
五
日
）、血
の
つ
な
が
ら
な
い
叔
父
（
上
東

野
照
良
師
、
姓
は
「
か
と
う
の
」
と
読
み
ま
す
。
父
の
叔

父
夫
人
の
兄
弟
、
大
正
十
年
七
月
八
日
死
亡
、
写
真
）
が

福
性
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ま
た
、
上
東
野
師
は

病
気（
結
核
）と
子
供
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
父
は
後
継
者

に
な
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
父
は
自
分
を
評
し

て
、「
も
ら
い
っ
子
癖
」
が
つ
い
て
い
た
と
笑
っ
て
私
に
話

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
叔
父
の
養
子
に
な
り
、

上
東
野
師
の
後
継
者
と
な
り
、
次
に
真
性
寺
の
清
水
教
誉

猊
下
の
弟
子
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
一
年
三
カ
月
ほ
ど
父

は
上
東
野
師
と
福
性
寺
で
生
活
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
東
野
師
は
結
核
に
伴
う
喀
血
で
夜
間
に
死
亡
し
ま
し

た
。
夫
人
は
喀
血
の
始
末
を
し
た
後
、
ま
た
上
東
野
師
が

息
を
引
き
取
っ
た
後
に
睡
眠
中
の
父
を
起
こ
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
昔
の
夫
人
は
強
い
人
が
い
た
よ
う
で
す
。

　

上
東
野
師
の
死
後
、
夫
人
は
新
潟
県
の
柏
崎
に
帰
り
、
寺

の
住
職
の
後
妻
に
な
り
ま
し
た
。上
東
野
師
は
病
身
で
あ
っ

た
た
め
か
、
料
理
よ
り
も
、
自
分
で
は
で
き
な
い
庭
の
お
掃

除
を
宜
し
く
と
夫
人
に
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す（
後
述
の
長

谷
川
様
か
ら
聞
き
ま
し
た
）。
ま
た
、
野
菜
は
小
松
菜
を
食

べ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
小
松
菜
は
当
時

も
っ
と
も
安
価
な
野
菜
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

上
東
野
師
の
生
家
は
千
葉
街
道
と
成
田
街
道
の
丁
度
分

岐
点
に
あ
り
ま
し
た（
船
橋
市
前
原
西
）。
上
東
野
師
は
成

田
山
詣
で
を
す
る
人
を
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
た

め
か
、
上
東
野
師
は
成
田
山
系
統
の
僧
侶
名
で
す
。
上
東

野
師
は
福
性
寺
か
ら
見
て
墨
田
川
の
向
う
の
足
立
区
江
北

（
沼
田
）の
恵
命
寺
と
巣
鴨
の
真
性
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
藤

本
饒
誉
師（
大
正
六
年
四
月
一
日
死
亡
）の
弟
子
で
す
。
こ

の
た
め
、福
性
寺
に
は
藤
本
師
の
常
用
経
典
（
お
経
本
、写

真
）
が
遺
品
と
し
て
、
上
東
野
師
か
ら
父
そ
し
て
私
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
上
東
野
師
の
赴
任
前
は
福
性
寺
は
無
住

（
住
職
の
い
な
い
）の
寺
で
し
た
。
歴
代
住
職
の
お
墓
を
見
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て
も
、
明
治
時
代
に
こ
の
寺
で
亡
く
な
っ
た
住
職
は
い
ま

せ
ん
。

　

記
述
が
重
複
し
ま
す
が
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
か
ら
上

東
野
照
良
師
の
僧
籍
簿
が
入
手
で
き
ま
し
た
（
平
成
二
十

七
年
三
月
十
一
日
）
の
で
、
記
述
を
追
加
し
ま
す
。
上
東

野
師
は
千
八
百
九
十
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
五
月
五
日

に
生
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
二
宮
町
（
現
在
、
船
橋
市
東
部

で
前
原
を
含
む
）
が
本
籍
地
で
、
佐
倉
市
の
豊
山
派
実
蔵

院
内
に
あ
っ
た
私
立
明
倫
中
学
校
に
二
年
間
在
籍
し
ま
し

た
。
明
治
四
十
年
に
八
街
市
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
成
田

山
不
動
院
（
成
田
山
新
勝
寺
八
街
分
院
）
に
入
寺
し
て
い

ま
す
。
得
度
（
明
治
四
十
三
年
）、
加
行
（
明
治
四
十
三

年
）、
灌
頂
（
大
正
三
年
）
な
ど
、
成
田
山
新
勝
寺
を
は
じ

め
全
て
智
山
派
の
寺
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
五
年
二

月
に
智
山
派
か
ら
豊
山
派
に
転
入
し
、
恵
命
寺
と
真
性
寺

の
住
職
で
あ
っ
た
藤
本
饒
誉
師
を
師
僧
と
し
て
い
ま
す
。

福
性
寺
の
住
職
は
大
正
六
年
四
月
十
日
に
拝
命
し
ま
し
た
。

藤
本
師
の
死
亡
の
九
日
後
の
拝
命
で
、
豊
山
派
へ
の
転
派

か
ら
一
年
余
り
後
に
住
職
の
い
な
か
っ
た
福
性
寺
の
住
職

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
四
年
余
り
を
福
性
寺
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
死
亡
後
に
僧
階
は
律
師
か
ら
権
少

僧
都
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
東
野
師
の
お
名
前
は
、
お
檀
家
か
ら
は
、
子
供
の
頃

に
故
堀
江
定
都
様
か
ら
一
度
、
ま
た
成
人
し
て
か
ら
は
故

長
谷
川
志
げ（
げ
は
変
体
仮
名
）様
か
ら
二
度
だ
け
、
直
接
、

私
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
父
か
ら
は
何

度
も
聞
き
ま
し
た
。
長
谷
川
様
は
父
の
こ
と
を
「
文
ち
ゃ

ん
」
と
父
の
子
供
時
代
の
名
前
（
文
吉
）
で
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
長
谷
川
様
は
福
性
寺
の
留
守
番
役
で
し
た
。
ま
た
、

上
東
野
師
の
死
後
、
福
性
寺
の
留
守
番
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
境
内
掃
除
も
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
福
性
寺

の
銀
杏
の
木
を
手
で
ゆ
す
っ
て
葉
を
落
と
し
て
掃
除
を
し

て
い
た
と
私
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
大
木
が
手
で

ゆ
す
る
こ
と
の
で
き
る
細
い
木
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

往
時
の
堀
船

　

堀
船
は
江
戸
時
代
に
は
、
堀
ノ
内
村
と
船
方
村
か
ら

な
っ
て
い
ま
し
た
。
堀
船
郷
土
史
に
よ
る
と
、
幕
末
寛
延

年
間
（
千
七
百
四
十
八
年
か
ら
五
十
年
ま
で
）
で
は
、
堀

ノ
内
村
（
郷
戸
と
梶
原
）
全
体
で
戸
数
四
十
六
戸
、
船
方

村
は
二
十
四
戸
で
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
明
治
初
年
の
梶

原
は
二
十
二
戸
の
農
村
で
し
た
。
明
治
四
年
に
王
子
製
紙

会
社
、
八
年
に
抄
紙
局
（
後
の
印
刷
局
抄
紙
部
）
が
設
置

さ
れ
、工
員
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、明
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治
十
年
頃
は
郷
戸
（
堀
船
一
丁
目
）
二
十
五
戸
、
梶
原
二

十
五
戸
、
船
方
は
十
二
戸
で
あ
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
年

頃
に
は
工
場
で
働
く
人
の
た
め
に
、
郷
戸
に
貸
長
屋
が
作

ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
明
治
三
十
九
年
に
は
、
東
洋
紡
績
の
前
身
で
あ

る
下
野
紡
績
が
工
場
を
建
設
し
て
（
現
在
の
読
売
新
聞
東

京
工
場
）、梶
原
や
船
方
に
も
繁
栄
が
波
及
し
貸
長
屋
が
建

設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正
二
年
の
王
子
電
気
軌
道（
株
）

に
よ
る
三
ノ
輪
―
飛
鳥
山
下
間
の
王
電
の
三
ノ
輪
線
（
現

在
の
都
電
荒
川
線
）
の
開
通
が
、
こ
の
土
地
の
変
化
を
一

層
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
徐
々

に
商
店
が
開
業
し
、
次
第
に
商
店
街
を
形
作
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た（
梶
原
銀
座
商
店
街
）。
大
正
十
二
年
に
は
東
洋

紡
績
に
は
男
女
工
は
、
あ
わ
せ
て
二
千
三
百
人
に
ま
で
達

し
、
梶
原
の
戸
数
も
約
四
百
戸
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
頃

に
は
、
お
お
む
ね
従
来
か
ら
の
住
人
も
農
業
を
廃
し
て
い

た
ら
し
い
で
す
。
上
東
野
師
は
こ
の
人
口
急
増
の
時
代
に

福
性
寺
に
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
に
よ
り
堀
船
の
大
半
の
家
屋
は
倒
壊
し
、

現
在
の
梶
原
銀
座
商
店
街
の
商
店
は
軒
並
み
倒
壊
し
ま
し

た
。
震
災
後
、
鳥
居
敬
誉
師
が
福
性
寺
の
住
職
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、
東
京
の
中
心
部
か
ら
移
住
す
る
人
が
多

く
、
明
治
通
り
が
昭
和
五
年
に
完
成
し
、
昭
和
十
五
年
か

ら
周
誉
師
が
福
性
寺
の
住
職
を
務
め
ま
し
た
。
昭
和
十
七

年
頃
の
戸
数
は
、
郷
戸
八
百
二
十
戸
、
梶
原
千
七
百
戸
余

り
、
船
方
二
百
二
十
戸
余
り
で
あ
り
ま
し
た
。

巣
鴨
真
性
寺

　

父
が
住
職
資
格
を
と
る
前
に
、
上
東
野
師
が
亡
く
な
り

ま
し
た
（
大
正
十
年
）。
こ
の
た
め
に
、巣
鴨
の
真
性
寺
の

清
水
教
誉
猊
下
（
上
東
野
師
の
兄
弟
子
）
の
弟
子
と
な
り
、

以
後
二
十
年
間
近
く
福
性
寺
に
復
帰
は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
間
、
父
は
何
ヵ
所
か
の
寺
の
住
職
に
な
る
よ

う
に
ご
法
類
か
ら
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
性
寺

の
住
職
に
な
る
こ
と
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
大
正
大
学
か

ら
遠
い
寺
の
住
職
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
大
正
大
学
の

聖
語
学
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語

な
ど
を
研
究
）
研
究
室
に
通
え
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
つ

ま
り
、
恩
師
の
荻
原
雲
来
教
授
（
梵
語
学
の
世
界
的
権
威

者
）
や
久
野
芳
隆
教
授
（
台
北
帝
国
大
学
教
授
、
飛
行
機

事
故
で
死
亡
）の
教
え
を
受
け
る
た
め
で
し
た
。
ま
た
、上

東
野
師
の
お
墓
を
守
る
た
め
で
し
た
。

　

荻
原
先
生
と
周
誉
師
の
関
係
を
示
す
文
章
は
、
戦
没
者

を
祀
る
霧
ヶ
峰
の
世
界
霊
廟
中
観
山
同
願
院
昭
和
寺
に
も
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あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
は
千
九
百
七
十
年
（
昭
和
四
十
五
年

年
）
に
行
わ
れ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
の
ラ
オ
ス
館
を
移
築

し
た
も
の
で
す
。
戦
没
者
の
慰
霊
と
世
界
平
和
を
祈
願
す

る
無
宗
派
の
寺
院
で
す
。
初
代
の
住
職
は
荻
原
先
生
の
弟

子
で
あ
る
山
崎
良
順
師
で
し
た
。
山
崎
師
は
チ
ベ
ッ
ト
語

の
仏
典
の
研
究
者
で
し
た
。

　

私
が
千
九
百
九
十
一
年
（
平
成
三
年
）
七
月
に
こ
の
寺

で
行
わ
れ
て
い
た
国
際
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
最
後
の
会
の

講
師
を
務
め
た
お
り
に
撮
影
し
た
写
真
が
あ
り
ま
す
（
写

真
）。
こ
の
山
崎
良
順
師
筆
梵
文
般
若
心
経
に
は
、周
誉
師

が
校
訂
し
、
荻
原
先
生
が
指
導
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

父
母
は
結
婚
後
は
巣
鴨
の
長
屋
住
ま
い
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
母
は
東
京
の
寺
の
住
職
予
定
者
（
父
は
昭
和
七
年

に
福
性
寺
住
職
後
任
候
補
者
、
八
年
に
は
住
職
に
就
任
し

て
い
ま
し
た
が
着
任
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
と
結
婚
し

た
の
で
、
出
世
し
た
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
た
ら
し
い
で
す
。

昭
和
十
五
年
三
月
の
正
式
な
福
性
寺
へ
の
着
任
前
は
、
父

が
巣
鴨
の
真
性
寺
の
院
代
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
新
婚
旅

行
は
お
金
が
な
く
、
す
ぐ
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

荻
原
雲
来
教
授

　

周
誉
師
の
恩
師
で
あ
る
荻
原
雲
来
教
授
に
つ
い
て
記
録

し
ま
す
。
明
治
維
新
後
の
近
代
仏
教
学
の
黎
明
期
に
は
多

数
の
僧
侶
が
海
を
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
で
こ
れ
ら

の
国
の
言
語
を
学
習
し
な
が
ら
梵
語
や
パ
ー
リ
語
を
習
得

し
、
仏
教
学
の
基
礎
を
確
立
し
ま
す
。
そ
の
代
表
が
荻
原

教
授
で
す
。

　

荻
原
教
授
（
千
八
百
六
十
九
年
、
明
治
二
年
二
月
十
日

-

千
九
百
三
十
七
年
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
日
）
は
、

和
歌
山
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
浄
土
宗
貞
宗
寺（
鎌
倉
市
）

第
十
六
世
住
職
。千
八
百
九
十
六
年
に
浄
土
宗
学
本
校（
真

言
宗
豊
山
・
智
山
派
、
天
台
宗
と
合
同
し
て
大
正
大
学
）

を
卒
業
し
、
千
八
百
九
十
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
カ
イ

ザ
ー
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
大
学
に
留
学
し
、
梵
語
研
究
の

泰
斗
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
イ
マ
ン
教
授
に
師
事
し
ま
す
（
七

年
間
）。
梵
語
、パ
ー
リ
語
の
学
修
お
よ
び
仏
教
原
典
の
研

究
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
七
年
間
の
留
学
に
関
し
て
は
、貞

宗
寺
の
檀
信
徒
の
絶
大
な
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
イ
マ

ン
教
授
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
東
洋
学
者
で
あ
り
ま
し

た
。
荻
原
教
授
は
千
九
百
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
に
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貝
葉
本
「
瑜
伽
師
地
論

菩
薩
地
品
」
を
校
訂
・
研
究
し
、
学
位
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
大
学
）
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
公
刊
時
、
ロ
イ
マ
ン
が

書
評
を
と
り
、
荻
原
教
授
の
名
声
は
一
躍
日
本
内
外
に
と
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ど
ろ
き
ま
し
た
。
帰
国
後
は
宗
教
大
学
教
授
・
東
京
大
学

講
師
・
大
正
大
学
聖
語
学
研
究
室
主
任
・
教
授
を
歴
任
し

ま
す
。
帰
国
後
、
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
、
実
習
梵
語
學
、

改
訂
梵
文
法
華
経
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
（
第
三
刷
）
な
ど
を
著

し
、
そ
れ
ら
は
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

梵
語
研
究
、
梵
語
仏
典
に
基
づ
い
た
仏
教
研
究
の
大
成
者

で
す
。
多
く
の
研
究
者
や
学
問
上
の
弟
子
を
育
て
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
周
誉
師
も
そ
の
一
人
で
す
。
現
在
で
も
、
荻
原

教
授
は
梵
語
学
の
泰
斗
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

久
野
芳
隆
教
授

　

前
述
の
久
野
芳
隆
教
授
に
関
し
て
、
知
る
人
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま

す
。
周
誉
師
の
恩
師
の
一
人
で
あ
り
、
同
門
の
先
輩
で
も

あ
る
久
野
教
授
は
千
八
百
九
十
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）

十
月
十
五
日
生
れ
で
、千
九
百
四
十
四
年
（
昭
和
十
九
年
）

一
月
五
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
搭
乗
の
飛
行
機
が
台
湾

高
雄
市
北
西
の
山
中
に
墜
落
し
た
た
め
で
す
。
公
務
殉
職

で
し
た
。
真
言
宗
豊
山
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
真
言
宗
龍
光

院
（
墨
田
区
立
川
）
の
二
十
世
住
職
で
し
た
。
若
く
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
周
誉
師
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
度
量
が
広
く
才
能
あ
ふ
れ
る
僧
侶
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
外
国
語
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
が
堪
能
で
し
た
。
ま

た
、
昭
和
十
五
年
に
周
誉
師
が
福
性
寺
に
復
帰
す
る
に
あ

た
っ
て
、
後
押
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

久
野
教
授
は
豊
山
大
学
と
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し

（
大
正
十
五
年
三
月
）、
同
大
学
院
に
昭
和
三
年
三
月
ま
で

在
籍
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
年
か
ら
日
仏
会
館
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
仏
教
語
解
説
辞
典
「
法
宝
義
林
」
の

編
纂
委
員
と
な
り
、
昭
和
六
年
外
務
省
文
化
事
業
部
補
助

に
よ
る
荻
原
雲
来
教
授
（
梵
語
学
の
大
成
者
）
編
纂
「
漢

訳
対
照
梵
和
大
辞
典
」
の
編
纂
刊
行
会
の
常
務
委
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
十
年
四
月
か
ら
十
三
年
三
月
ま
で
、
豊
山
派
教
育

財
団
よ
り
在
外
研
究
員
と
し
て
、イ
ン
ド
、フ
ラ
ン
ス
、イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
ま
し
た
。
留
学
か
ら
帰
国
途
中
、
華
北

を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
、
す
ぐ
に
大
正
大
学
の
講
師
（
昭
和
十
三
年
四

月
か
ら
、パ
ー
リ
語
担
当
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、大

正
大
学
教
授
（
昭
和
十
六
年
三
月
か
ら
）
と
台
北
帝
国
大

学
南
方
文
化
研
究
所
の
嘱
託
（
昭
和
十
八
年
二
月
か
ら
）、

同
教
授
（
昭
和
十
八
年
六
月
か
ら
）
も
兼
ね
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
正
大
学
で
は
パ
ー
リ
語
と
仏
教
学
の
講
座
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を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
大
学
教
授
就
任
後
、
大
日

本
仏
教
会
代
表
使
節
と
し
て
、仏
印
、タ
イ
国
に
赴
き
、昭

和
十
六
年
七
月
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。

　

十
八
年
七
月
か
ら
海
軍
省
嘱
託
と
な
り
、
海
軍
省
南
方

政
務
部
マ
ッ
カ
サ
ル
研
究
所
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
旧
セ
レ
ベ

ス
島
、
現
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
）
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ッ

カ
サ
ル
研
究
所
は
南
方
占
領
地
域
内
の
海
軍
軍
政
地
区
の

統
治
・
開
発
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
調
査
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
研
究

所
は
昭
和
二
十
年
五
月
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
「
弘
法
大
師
の
宗
教
と
生
涯
」、「
南
方
民
族
と
宗
教
文

化
」
や
「
悉
曇
の
解
説
」
な
ど
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
は
、
久
野
教
授
の
履
歴
書
と
大
澤
広
嗣
様
著
の
論

文
「
戦
前
期
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
宗
教
工

作
―
宇
津
木
二
秀
と
久
野
芳
隆
の
現
地
調
査
」（
学
習
院
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
発
行
、
東
洋
文
化
研
究15:81-114 

２
０
１
３
年
3
月
）
の
記
述
に
よ
り
ま
す
。

　

周
誉
和
尚
が
校
訂
し
解
読
し
た
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
ウ

テ
ン
（
于
闐
）
語
の
経
典
集
は
、
久
野
教
授
が
大
英
博
物

館
に
あ
っ
た
も
の
を
写
真
撮
影
し
て
日
本
に
招
来
し
た
も

の
で
す
。
福
性
寺
に
は
久
野
教
授
が
撮
影
し
た
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
て
い
ま
す
。
学
問
上
の

師
匠
で
あ
る
久
野
教
授
か
ら
ウ
テ
ン
語
の
経
典
を
譲
り
受

け
た
た
め
、
周
誉
師
は
こ
の
経
典
を
解
読
し
校
訂
す
る
こ

と
で
ご
恩
返
し
を
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ウ

テ
ン
語
の
辞
書
を
作
っ
て
い
ま
す
。
千
九
百
五
十
年
（
昭

和
二
十
五
年
）
頃
か
ら
、
千
九
百
七
十
五
年
（
昭
和
五
十

年
）
ま
で
、
周
誉
師
は
こ
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
よ
り
周
誉
師
は
文
学
博
士
号
を
得
ま
し
た
。

久
野
教
授
が
台
湾
高
雄
市
北
西
の
万
寿
山
中
で
飛
行
機
事

故
に
よ
り
亡
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
ご
自
身
で
こ
の
ウ
テ
ン

語
の
経
典
集
を
研
究
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
台
北
か
ら
任
地
に
向
か
う
途
上
の
出
来
事
で
し
た
。

　

一
方
、
南
部
仏
印
の
調
査
旅
行
の
お
土
産
で
あ
る
仏
頭

が
福
性
寺
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す（
写
真
）。
私
は
こ
の
優
雅

な
お
姿
の
仏
様
が
大
い
に
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

奥
様
と
お
子
様
三
人
は
東
京
大
空
襲
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
久
野
教
授
の
住
職
寺
（
龍
光
院
）
は
、
東
京
大
空
襲

で
最
も
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
場
所
に
あ
り
、
東
京
都
慰
霊

堂
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
で
す
。
龍
光
院
内
に
歴
代

住
職
と
久
野
家
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
写
真
を

久
野
教
授
の
四
女
吉
川
佳
子
様
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月

に
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
掲
載
許
可
を
頂
き

ま
し
た
（
写
真
）。
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周
誉
師
は
学
問
と
し
て
の
仏
教
学
は
、
原
典
の
研
究
を

す
る
こ
と
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
梵
語
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト

語
を
研
究
す
る
荻
原
雲
来
教
授
や
久
野
芳
隆
教
授
を
恩
師

と
し
て
、
心
か
ら
尊
敬
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
二
人
は
長

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
経
験
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン

ス
語
も
流
暢
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
も
留
学

す
る
こ
と
と
語
学
の
習
得
の
重
要
性
を
よ
く
話
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
久
野
教
授
は
髪
を
蓄
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
私
に
も
剃
髪
せ
ず
に
髪
を
蓄
え

常
に
髪
を
清
潔
に
す
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

久
野
教
授
の
人
生
を
見
習
う
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

清
水
教
誉
猊
下

　

清
水
教
誉
猊
下
の
生
活
は
本
当
に
質
素
で
あ
っ
た
ら
し

い
で
す
。
食
事
も
一
汁
一
菜
が
基
本
で
、
必
ず
父
た
ち
と

一
緒
に
同
じ
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
飲
酒
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
田
舎
出
身
の
父
が
真
性
寺
の
食
事

の
あ
ま
り
の
質
素
さ
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。こ
の
た
め
、時

お
り
実
父
や
叔
父
に
浅
草
に
連
れ
出
し
て
も
ら
い
、
丼
物

を
ご
馳
走
に
な
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

父
は
真
性
寺
時
代
に
高
熱
を
出
し
て
か
ら
勉
強
が
好
き

に
な
っ
た
よ
う
で
す
（
鳥
居
敬
誉
猊
下
か
ら
お
聞
き
し
ま

し
た
）。大
学
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
深
く
学
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
書
物
（
洋

書
）
は
非
常
に
高
価
で
し
た
。
し
か
し
、
父
が
購
入
希
望

の
本
を
清
水
猊
下
に
お
願
い
す
る
と
、
価
格
の
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
即
座
に
代
金
を
頂
け
た
そ
う
で
す
。
こ
の
た

め
、
父
は
旧
制
の
大
学
院
時
代
に
も
本
代
を
考
え
る
こ
と

が
な
く
勉
強
に
打
ち
込
め
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
常
に

節
約
を
心
が
け
、
必
要
な
時
に
は
十
分
に
お
金
を
使
う
こ

と
が
清
水
猊
下
の
哲
学
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
が
子
供
の
こ
ろ
に
周
誉
和
尚
に
連
れ
ら
れ
て
、
三
念

寺
様
に
お
邪
魔
し
て
、
清
水
教
誉
猊
下
と
三
念
寺
の
内
陣

の
お
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
撮
影
後
写

真
を
お
贈
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

父
の
学
問
と
留
学
の
夢

　

実
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
梵
語
学
）
の
研
究
は
日
本
ば

か
り
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ェ
ー
デ
ン
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
現
代
で
も
イ
ン

ド
で
は
公
用
語
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

父
が
福
性
寺
に
着
任
し
た
頃
は
、
大
学
や
宗
派
に
よ
る
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奨
学
生
と
し
て
、
父
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
順
番
が
回
っ

て
来
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
の
大
戦
と
戦
後
の
ど
さ

く
さ
の
た
め
に
、
父
は
外
国
で
エ
ト
ラ
ン
ゼ
生
活
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
は
、
父
は
非
常
に

残
念
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

父
は
息
子
の
私
に
留
学
の
夢
を
託
し
て
い
ま
し
た
。
父

は
私
に
留
学
を
必
ず
す
る
よ
う
に
と
言
い
残
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
父
の
死
後
、
す
ぐ
に
私
が
住
職
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
私
は
留
学
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
平
成
に
な
り

ま
し
た
頃
、
留
学
の
お
話
が
東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー

病
理
部
長
の
江
崎
行
芳
先
生
か
ら
私
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
時
は
父
の
遺
志
を
知
っ
て
い
る
母
は
、
強
く
私
に
留
学

を
勧
め
、
私
の
留
学
の
間
は
自
分
が
寺
を
守
る
か
ら
と
言

い
ま
し
た
。
実
際
こ
の
間
、
母
、
家
内
と
矢
田
正
幸
師
が

寺
を
守
り
ま
し
た
（
一
九
九
四
年
）。

父
の
福
性
寺
着
任
と
そ
の
後
の
兵
役

　

昭
和
十
五
年
に
父
が
福
性
寺
に
着
任
す
る
と
、
お
客
間

の
玄
関
の
戸
に
は
ガ
ラ
ス
が
な
く
風
が
吹
き
込
み
、
ま
た
、

家
の
庇
（
ひ
さ
し
）
は
、
板
張
り
の
ひ
ど
く
整
備
の
さ
れ

て
い
な
い
寺
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
本
堂
も
関
東
大
震
災
で

全
壊
し
た
後
の
仮
本
堂
（
お
檀
家
の
大
郷
組
、
大
郷
彌
太

郎
様
が
単
独
で
作
り
寄
付
し
ま
し
た
）
で
し
た
。
お
檀
家

の
数
も
現
在
の
約
三
分
の
一
で
、
百
十
軒
で
し
た
。
結
婚

後
も
父
は
満
州
と
北
シ
へ
「
警
備
召
集
」（
補
充
兵
や
予
備

役
軍
人
を
徴
用
し
て
重
要
な
場
所
の
警
備
に
当
た
ら
せ
て

い
た
）
で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
軍
歴
は
メ

モ
帳
に
自
筆
の
鉛
筆
書
き
で
残
っ
て
い
ま
す
。
合
計
で
三

年
十
一
月
で
す
。
こ
の
時
代
（
日
中
戦
争
か
ら
昭
和
二
十

一
年
）
の
母
の
自
慢
は
、
た
っ
た
一
人
で
娘
二
人
を
育
て

な
が
ら
、
寺
を
守
っ
た
こ
と
で
す
。
戦
死
者
の
増
加
で
寺

は
い
そ
が
し
く
、
し
か
し
父
は
不
在
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

お
檀
家
の
ご
葬
儀
や
法
事
の
た
め
に
、
お
経
を
読
ん
で
頂

け
る
僧
侶
を
探
す
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
ま

た
、
お
布
施
に
よ
る
収
入
が
母
の
手
許
や
福
性
寺
に
は
残

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
経
済
的
に
も
つ
ら
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

母
と
父
の
恩
師
の
久
野
芳
隆
師
夫
人
と
で
父
へ
の
慰
問

袋
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。軍
隊
用
の
下
着（
越

中
褌
、
い
わ
ゆ
る
サ
ム
ラ
イ
パ
ン
ツ
）
を
作
っ
て
送
っ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
結
婚
し
た
ば
か
り
で
様
子
が
わ

か
ら
ず
幅
を
半
分
に
作
っ
て
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。
久
野
夫
人
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
多

分
父
は
困
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

米
軍
の
空
襲
時
に
は
、
ご
本
尊
様
（
写
真
）
を
防
空
壕
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の
最
も
深
い
と
こ
ろ
に
大
切
に
安
置
し
て
、
母
や
姉
二
人

は
防
空
壕
の
入
り
口
側
に
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に

江
戸
時
代
の
初
め
に
建
立
さ
れ
た
ご
大
日
如
来
様
（
福
性

寺
ご
本
尊
様
）
を
守
っ
た
こ
と
も
母
の
自
慢
で
し
た
。
福

性
寺
の
防
空
壕
は
母
が
女
手
一
人
で
作
っ
た
粗
末
な
も
の

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
ま
た
、
米
軍
の
焼
夷
弾
が
多
数
境

内
に
落
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
も
落

ち
ま
し
た
が
不
発
弾
で
し
た
。

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
二
十
年
に
か
け
て
の
福
性
寺
の
過

去
帳
は
、
寺
で
最
も
重
要
な
書
類
と
言
う
こ
と
で
、
父
の

留
守
の
た
め
に
ご
本
寺
の
真
性
寺
様
が
お
持
ち
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
四
月
十
三
日
の
空
襲
に
よ
る
真
性
寺
様
の
火

災
の
た
め
に
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
福
性
寺
の
過

去
帳
は
、
父
と
母
が
墓
地
を
め
ぐ
り
、
お
戒
名
と
俗
名
を

集
め
た
不
完
全
な
過
去
帳
で
す
。
し
か
し
、
最
古
の
過
去

帳
は
明
暦
年
間
の
仏
様
を
記
録
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　

父
の
出
版
し
た
著
書
は
母
の
実
家
で
あ
る
三
郷
市
の
延

命
院
に
リ
ア
カ
ー
で
母
が
運
び
疎
開
さ
せ
ま
し
た
。
一
冊

一
冊
を
油
紙
で
丁
寧
に
包
み
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら

の
著
書
を
守
っ
た
こ
と
も
母
の
自
慢
で
し
た
。

　

東
京
大
空
襲
の
責
任
者
で
あ
り
日
本
の
焦
土
化
を
め
ざ

し
た
米
軍
の
カ
ー
チ
ス
ル
メ
イ
将
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で

も
北
爆
や
枯
葉
剤
の
使
用
を
推
進
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
民
間
人
を
計
画
的
に
殺
戮
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
貴
重
な
文
化
財
（
米
国
の

建
国
前
か
ら
あ
っ
た
寺
社
・
仏
閣
・
城
郭
な
ど
）
を
灰
燼

に
帰
し
た
点
か
ら
、
私
た
ち
日
本
人
は
忘
れ
て
は
い
け
な

い
名
前
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

終
戦

　

戦
前
か
ら
戦
後
の
混
乱
期
ま
で
、
ご
法
類
、
特
に
寿
徳

寺
（
北
区
滝
野
川
）
の
宮
木
宥
弌
師
が
よ
く
寺
に
来
て
母

を
励
ま
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
か
、
福
性
寺
に
は
宮

木
師
が
作
っ
た
漆
塗
り
の
三
方（
お
供
え
物
を
載
せ
る
台
）

が
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
弘
法
大
師
の
ご
遠
忌
の
た
め
、福

性
寺
様
大
正
二
年
、
八
百
八
十
個
の
う
ち
の
壱
番
、
昭
和

九
年
弘
法
大
師
千
百
年
御
遠
忌
供
養
修
業
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
寺
の
宝
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寿
徳
寺
様

の
お
檀
家
か
ら
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
昔
の
寿
徳
寺

の
本
堂
の
周
り
な
ど
、
漆
の
木
を
多
数
植
え
て
時
に
は
お

檀
家
が
か
ぶ
れ
て
し
ま
い
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
宮
木
師
は
明
治
維
新
前
後
か
ら
の
膨
大
な
教
科
書

を
集
め
「
宮
木
文
庫
」
と
し
て
東
京
高
等
師
範
学
校
な
ど

に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
教
科
書
の
収
集
は
日
本
国
内
の
も
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の
ば
か
り
で
な
く
て
、
日
本
統
治
の
朝
鮮
半
島
、
中
国
や

大
戦
中
の
占
領
地
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
明
治
維
新
以

来
の
教
科
書
は
総
数
で
は
二
万
冊
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
め
偉
大
な
社
会
貢
献
を
し
た
僧
侶
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
木
師
の
素
晴
ら
し
い
業
績
に
よ
り
前

述
の
三
方
は
福
性
寺
の
寺
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
父
は
満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
と
の

う
わ
さ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
原
隊
か
ら
満
州
に
出
張
し

た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
噂
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

終
戦
後
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
父
は
復
員
し
ま
し
た
。
青

島
か
ら
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
で
佐
世
保
港
に
あ
が
り
、
鉄

道
（
当
時
は
省
線
）
で
王
子
駅
に
帰
っ
て
き
た
と
の
こ
と

で
す
。
列
車
の
中
で
は
、「
兵
隊
さ
ん
ご
苦
労
様
」
と
何
度

も
言
わ
れ
て
、
負
け
戦
で
す
か
ら
恥
ず
か
し
か
っ
た
ら
し

い
で
す
。
空
襲
に
よ
り
民
家
が
消
失
し
、
王
子
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
福
性
寺
の
旧
本
堂
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
父
は
う
れ
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
敗
戦
後
、
帰
国

し
帰
宅
す
る
ま
で
寺
や
家
族
の
消
息
を
一
切
知
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
復
員
当
日
、
寺
に
着
い
て
一
服
し
た
の
ち
、

早
々
に
境
内
を
見
回
ろ
う
と
す
る
と
、
紀
子
姉
が
「
お
じ

さ
ん
帰
る
の
」
と
父
に
尋
ね
た
そ
う
で
す
。

　

父
は
敗
戦
後
の
日
本
社
会
に
な
じ
め
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
総
司
令
部
）
や
米
軍
に
よ
る
敗
戦
前
の
大
日
本
帝
国

の
欠
点
ば
か
り
を
強
調
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
検
閲
さ
れ

た
新
聞
報
道
に
対
し
て
、
誇
張
や
嘘
が
多
い
と
よ
く
話
し

て
い
ま
し
た
。
た
び
た
び
、
過
去
の
日
本
国
と
日
本
人
に

つ
い
て
、
長
所
も
欠
点
も
私
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
占
領

下
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
や
、
押
し
曲
げ
ら
れ
た
新
聞
報
道
な

ど
、
我
々
日
本
人
が
知
る
べ
き
こ
と
は
未
だ
に
多
い
と
思

い
ま
す
。

戦
後
の
混
乱
期
の
事
業
、「
堀
船
郷
土
史
」

　

私
が
聞
い
た
父
や
母
の
子
供
の
時
代
の
話
を
思
い
出
す

と
、文
庫
本
に
あ
る
渡
辺
京
二
氏
の
「
逝
き
し
世
の
面
影
」

や
文
藝
春
秋
誌
に
連
載
と
な
っ
て
い
た
磯
田
道
史
氏
の

「
新
代
表
的
日
本
人
」の
中
に
出
て
く
る
日
本
人
と
同
じ
誠

実
な
人
々
が
、
当
時
の
日
本
に
は
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

牧
田
平
次
郎
様
の
次
女
、
安
川
睦
子
様
に
よ
る
と
、
父

の
帰
国
後
は
、
寺
で
緑
陰
子
供
会
、
幻
燈
会
、
青
年
会
、
書

道
教
室
が
開
か
れ
母
は
大
変
い
そ
が
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

母
の
百
人
一
首
の
カ
ル
タ
会
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
二
十
三
年
頃
か
ら
、
青
年
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
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梶
原
や
堀
船
の
歴
史
な
ど
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
堀
船
の
町
に
住
む
多
く
の
有
力
者
の
方
の
依
頼
に
よ

り
郷
土
史
を
作
る
た
め
で
し
た
。
特
に
牧
田
平
次
郎
様
や

望
月
武
様
を
中
心
と
し
て
「
堀
船
郷
土
史
発
行
協
賛
会
」

が
作
ら
れ
、
父
が
執
筆
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
父
の
手
に

よ
り
「
堀
船
郷
土
史
」（
昭
和
二
十
七
年
六
月
）
が
発
刊
と

な
り
ま
し
た
（
写
真
）。
こ
の
本
は
今
に
至
る
も
、日
刊
紙

な
ど
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
堀
船
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
基

礎
的
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
区
の
お
年

寄
り
か
ら
の
聞
き
書
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
、
平
成
二
十
四
年
九
月
に
復
刻
版
を
出
し
無
料
で

お
檀
家
、町
会
に
配
布
し
ま
し
た
（
写
真
）。
ま
だ
残
部
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
皆
様
に
差
し
上
げ
ま
す
。

父
の
著
作
と
私
の
子
供
時
代
の
父
母

　

私
の
子
供
の
頃
の
母
の
記
憶
は
、
同
級
生
の
お
母
さ
ん

よ
り
背
の
高
い
お
母
さ
ん
で
、
父
の
意
見
を
な
ん
で
も
受

け
入
れ
る
人
で
し
た
。
戦
前
、
戦
中
よ
り
、
父
は
梵
語
学

の
研
究
に
い
そ
し
み
、
そ
の
研
究
成
果
を
著
書
の
形
で
世

に
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
の
出
版
の
た
め
に
、

お
金
が
必
要
で
し
た
。
父
の
出
版
費
に
関
し
て
は
、
母
は

い
つ
も
率
先
し
て
十
分
な
お
金
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
最

初
の
出
版
物
（
批
判
悉
曇
学
二
巻
）
の
和
綴
じ
の
背
表
紙

の
一
部
は
戦
時
中
で
物
不
足
の
た
め
、
母
の
金
紗
の
羽
織

を
使
っ
て
作
り
ま
し
た
。
最
初
の
出
版
（
昭
和
十
九
年
一

月
）
は
、
物
資
不
足
は
深
刻
で
出
版
は
中
止
と
な
り
そ
う

で
し
た
が
、
お
檀
家
の
株
式
会
社
写
真
植
字
研
究
所
（
現
、

写
研
）
の
石
井
茂
吉
社
長
の
斡
旋
に
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
出
版
費
の
不
足
を
補
う
た
め
に
母
は
堀
船
と
は
別
の

町
の
質
屋
に
も
何
度
か
出
か
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の
後
も
、

父
は
著
作
を
重
ね
、
生
涯
で
八
冊
の
本
を
書
い
て
い
ま
す
。

出
版
に
は
真
言
宗
豊
山
派
の
援
助
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

私
の
医
学
、
病
理
学
分
野
の
著
書
の
出
版
に
お
い
て
も
、

同
様
に
率
先
し
て
母
は
お
金
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
父
の
著
書
は
売
れ
続
け
て
い
ま
す
。
代
金
は

母
や
私
の
お
小
遣
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

父
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
（
昭
和
二
十
七
年
頃
）、
福
性
寺

か
ら
も
う
少
し
裕
福
な
寺
に
移
る
よ
う
に
ご
本
寺
の
鳥
居

敬
誉
猊
下
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
も
母

も
福
性
寺
を
守
る
こ
と
が
上
東
野
照
良
師
と
の
約
束
で
あ

る
と
考
え
福
性
寺
に
残
っ
た
そ
う
で
す
。

　

戦
後
は
毎
年
福
性
寺
旅
行
会
に
よ
る
年
二
回
の
団
体
参

拝
な
ど
が
行
わ
れ
、
い
わ
ば
寺
が
旅
行
社
の
代
わ
り
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
多
い
時
に
は
約
百
人
の
団
体
旅
行
が
行
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わ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。

勤
務
評
定
事
件
と
堀
船
小
学
校
、
堀
船
中
学
校

　

私
が
北
区
立
堀
船
小
学
校
時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
勤
務

評
定
事
件
（
昭
和
三
十
四
年
頃
）
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人

校
長
事
件
や
勤
務
評
定
反
対
闘
争
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
、
母
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
件
が
子
供
の
教
育
に
影
響
の
な
い
よ
う
に
と
努
力

し
ま
し
た
。
母
を
含
め
て
保
守
的
な
土
地
柄
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

町
会
の
有
志
は
、
部
下
の
教
員
の
勤
務
評
定
の
不
提
出
で

あ
っ
た
校
長
で
は
な
く
て
、
後
任
の
滝
山
俊
夫
校
長
を
支

持
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
母
の
主
張
や
立
場
が
日
刊
紙

で
も
報
道
さ
れ
、
私
の
知
っ
て
い
る
事
実
と
大
き
く
異
な

る
こ
と
が
新
聞
記
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
私
は

子
供
の
頃
か
ら
あ
ま
り
新
聞
や
活
字
を
信
用
し
な
く
な
り

ま
し
た
。
母
も
日
本
の
新
聞
は
現
在
に
至
る
ま
で
党
派
性
、

政
治
性
が
強
す
ぎ
て
中
立
性
に
欠
け
る
、
真
実
を
伝
え
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
、
前
任
の
校
長
は
「
昭
和
時
代
後
期
の
労
働
運
動

家
」
と
総
括
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
母
の
友
人
（
当
時

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
書
記
を
務
め
て
い
ま
し
た
）
か
ら
、
こ
の
事

件
を
総
括
す
る
小
冊
子
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　

私
が
堀
船
中
学
校
に
入
学
す
る
と
、
母
は
す
ぐ
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
母
は
す
ぐ
に
山
下
豊
校
長
先

生
、伊
藤
充
教
頭
先
生
と
昵
懇
の
間
柄
と
な
り
ま
し
た
。私

の
父
母
と
小
学
校
の
滝
山
校
長
、
山
下
校
長
や
た
く
さ
ん

の
先
生
方
と
の
宴
席
の
写
真
が
私
の
手
許
に
は
何
枚
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
福
性
寺
の
客
間
で
も
宴
席
が
開
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

母
は
こ
の
時
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
の
皆
様
と
は
、
終
生

の
お
友
達
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
「
堀
船
中

学
校
卒
業
生
父
母
の
会
」
や
「
三
十
有
志
会
（
み
と
お
し

か
い
）」、「
白
バ
ラ
会
」（
写
真
）
の
名
前
で
懇
親
会
が
あ

り
交
際
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
）。
し
か
し
、
現
在
、
ほ
ぼ

全
て
の
会
員
の
皆
様
を
あ
ち
ら
の
世
界
に
見
送
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
四
十
九
年
に
始
ま
っ
た
堀
船

三
丁
目
の
婦
人
会
で
あ
る
「
五
十
寿
麦
の
会
」
の
会
長
も

長
く
務
め
（
三
十
五
年
間
）、
会
員
は
多
い
時
に
は
、
百
名

近
く
の
皆
様
と
、
慈
善
バ
ザ
ー
、
お
昼
ご
は
ん
会
、
日
帰

り
や
一
泊
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、
必
ず

目
や
お
身
体
の
不
自
由
な
方
々
へ
の
募
金
が
行
わ
れ
て
い

て
、素
晴
ら
し
い
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
（
写
真
）。
残

念
な
こ
と
に
平
成
二
十
年
六
月
二
十
八
日
に
会
員
が
高
齢

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
解
散
し
ま
し
た
。
解
散
の
会
は
、
鬼
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子
母
神
の
割
烹
大
倉
で
行
い
ま
し
た
。

　

母
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
会
に
参
加
頂
い
た
皆
様
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

父
の
文
学
博
士
と
大
僧
正
、
父
の
学
問

　

父
が
文
学
博
士
号
を
頂
い
た
時
（
昭
和
四
十
七
年
三
月

十
五
日
）
に
は
、
母
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
地
域
の
皆
様

が
お
祝
い
の
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
（
昭
和
四
十
七
年

四
月
八
日
）。
北
区
会
議
員
の
和
田
武
志
先
生
、藤
田
辰
之

助
先
生
や
多
く
の
地
域
の
皆
様
、
小
学
校
、
中
学
校
の
先

生
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
（
王
子
み
や
ち
寿
司
）。

　

実
は
父
は
文
学
博
士
や
大
僧
正（
昭
和
五
十
三
年
五
月
）

に
な
る
希
望
の
な
い
人
で
し
た
。
書
斎
で
、梵
語
、チ
ベ
ッ

ト
語
、
漢
文
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か

れ
た
仏
典
を
読
ん
で
い
れ
ば
楽
し
い
人
で
し
た
。
し
か
し
、

研
究
に
関
し
て
は
渾
身
の
努
力
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、

朝
十
時
頃
か
ら
昼
食
時
間
を
除
い
て
夕
食
ま
で
書
斎
で
こ

も
り
き
り
で
し
た
。
私
は
父
に
訊
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
一
生
懸
命
本
を
読
ん
だ
り
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
。
そ
の
返
事
は
「
そ
れ
は
面
白
い
よ
。
現
代
で
は
誰

も
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
仏
典
や
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
だ
か
ら
」、「
何
し
ろ
お
大
師
様
や
慈
雲
尊
者
の
お
考

え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
し
ね
」
で
し
た
。
こ
れ
は
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
る
ウ
テ
ン
（
于
闐
、

ホ
ー
タ
ン
）
国
の
言
葉
の
仏
典
を
解
読
し
て
い
た
た
め
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
古
い
仏
典
を
読
む
た
め
に
東
洋
文
庫

や
湯
島
の
霊
雲
寺
様
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
霊
雲
寺
を

建
立
し
た
浄
厳
和
尚
を
非
常
に
尊
敬
し
、
私
に
浄
厳
和
尚

の
名
利
に
と
ら
わ
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
生
き
方
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
霊
雲
寺
様
で
は
歓
迎
さ
れ
昼
食
を
ご
馳
走
に

な
っ
て
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
分
野
の
研
究

者
で
あ
る
ご
法
類
の
新
井
慧
誉
師
は
父
の
書
斎
を
定
期
的

に
訪
れ
、
母
の
手
作
り
料
理
と
お
酒
で
楽
し
そ
う
に
父
と

議
論
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
は
父
の
勉
強
時
間
に
お
檀
家
の
皆
様
に
対
応
し
家
事

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
住
職
を
継
ぐ
ま
で
、
寺
の

住
職
の
役
割
が
、
お
葬
式
な
ど
で
お
経
を
読
ん
で
い
る
こ

と
よ
り
、
自
由
に
学
問
や
読
書
な
ど
を
す
る
少
し
変
な
人

で
あ
る
と
本
当
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
と
は

異
な
り
、
母
と
私
は
も
う
少
し
積
極
的
で
功
利
的
で
、
勉

強
や
研
究
を
形
に
し
た
ら
と
か
、
ご
推
薦
頂
け
る
方
が
お

い
で
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
大
僧
正
を
頂
い
た
ら
と
父
に

す
す
め
ま
し
た
。
今
か
ら
思
い
ま
す
と
、
父
に
と
っ
て
は

余
計
で
お
せ
っ
か
い
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
と
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母
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
学
位
を

頂
く
こ
と
な
ど
時
間
の
浪
費
で
あ
る
と
、
母
は
父
か
ら
だ

い
ぶ
苦
情
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
母
は
自
分
の
夫
で
あ

る
私
の
父
を
、
い
わ
ば
文
学
博
士
に
し
て
、
大
僧
正
に
し

て
、
宗
派
の
最
高
位
の
学
問
の
位
で
あ
る
勧
学
（
昭
和
五

十
年
四
月
）
に
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
学
博
士
号
を

頂
く
と
き
に
は
、
専
門
家
の
い
な
い
ウ
テ
ン
語
の
解
読
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
位
の
審
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
学

者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
の
死

　

父
の
死
は
突
然
で
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
五
日
の

午
後
九
時
半
に
私
は
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
か

ら
帰
宅
し
ま
し
た
。
父
は
す
で
に
布
団
の
中
で
し
た
。
私

が
帰
宅
を
告
げ
る
と
、
私
を
慰
労
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
夜
中
に
母
に
呼
ば
れ
て
父
を
診
察
す
る
と
、
す
で
に
心

肺
停
止
で
し
た
。
人
工
呼
吸
な
ど
を
し
ま
し
た
が
蘇
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
北
医
院
の
北
吉
郎
先
生
に
死
亡
診
断
書

を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
元
来
、
父
は
高
血
圧
で
い
つ

も
不
眠
と
耳
鳴
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
血
圧
は
服

薬
し
て
最
高
血
圧
が
百
四
十
、
最
低
血
圧
は
九
十
で
し
た
。

し
か
し
、
何
度
も
こ
の
範
囲
を
超
え
て
心
不
全
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
葬
の
導
師
は
父
の
親
友
の
築
山
定
誉
猊
下
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
母
の
希
望
で
し
た
。
こ
の
件
を
築
山

猊
下
に
お
願
い
に
あ
が
る
時
に
は
、
青
梅
市
ま
で
現
在
の

鳥
居
慎
誉
猊
下
が
自
ら
車
を
運
転
し
て
私
を
連
れ
て
行
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

文
学
博
士
田
久
保
周
誉
大
僧
正
業
績
集

　

父
の
死
後
、一
周
忌
に
田
久
保
周
誉
大
僧
正
業
績
集（
写

真
）
を
作
り
内
外
の
仏
教
学
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
故
江

里
口
治
彦
様
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
講
師
、
交
通
事
故
で

亡
く
な
り
ま
し
た
）、
島
野
和
明
師
、
星
俊
光
師
に
過
去
の

父
の
文
献
（
論
文
）
を
収
集
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の

本
の
中
に
父
の
梵
語
学
者
と
し
て
の
業
績
を
集
大
成
し
ま

し
た
。
普
段
、
入
手
が
困
難
な
論
文
も
全
て
載
せ
ま
し
た
。

非
売
品
で
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
後
、
高
野
山
大
学
、
種

智
院
大
学
、
大
正
大
学
の
教
授
や
大
学
院
生
か
ら
非
常
に

た
く
さ
ん
の
本
の
入
手
の
希
望
が
来
ま
し
た
。
無
料
で
配

布
し
た
の
で
す
が
、現
在
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
古
書
コ
ー

ナ
ー
で
四
千
円
か
ら
二
万
円
近
く
の
値
が
付
け
ら
れ
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
で
必
要
と
さ

れ
て
い
る
本
を
作
っ
た
こ
と
に
安
心
し
て
い
ま
す
。
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序
文
は
父
の
親
友
の
林
良
海
台
下
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
性
寺
本
堂
の
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
オ
ー
デ
ィ

オ
の
最
初
の
設
備
は
江
利
口
治
彦
様
や
星
俊
光
師
が
作
り

ま
し
た
。

献
茶
係

　

父
の
死
後
は
、
母
は
お
檀
家
関
係
や
寺
所
有
の
土
地
な

ど
の
雑
務
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、税

務
も
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。
相
当
な
仕
事
量
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
毎
朝
早
く
父
の
墓
前
で
高
橋

〆
子
様
と
「
朝
暮
勤
行
法
則
」
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
三

十
年
近
く
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
雨
天
の
日
で
も
同
様
で

し
た
。
晩
年
に
な
る
と
本
堂
で
、
私
と
お
経
を
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
堂
に
あ
が
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
、
私
の
本
堂
で
の
毎
朝
の
読
経
が
終
わ
る
の

を
待
っ
て
、
庫
裏
（
住
職
の
住
ま
い
）
の
仏
間
の
お
仏
壇

の
前
で
、「
朝
暮
勤
行
法
則
」
に
従
っ
て
、
私
と
一
緒
に
読

経
を
し
ま
し
た
。
般
若
心
経
二
回
、
光
明
真
言
七
回
を
読

む
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い
ま
し
た
。
非
常
に
よ
く
お
経
を

暗
唱
し
て
い
ま
し
た
。
読
経
後
、
母
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
母
の
亡
き
父
母

や
私
の
父
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

父
の
死
後
、
母
は
宗
派
か
ら
「
光
雅
尼
」
と
言
う
僧
侶

名
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
寺
の
中
で
私
の
僧
侶
と

し
て
の
仕
事
も
分
担
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
ほ
と
ん
ど

の
お
塔
婆
を
書
い
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。
ま
た
、母
は
右

腕
を
骨
折
す
る
ま
で
、
父
に
代
わ
っ
て
ご
本
尊
様
、
両
大

師
様
、
お
檀
家
の
ご
先
祖
様
二
か
所
、
お
仏
壇
の
合
計
六

か
所
へ
の
献
茶
係
を
三
十
年
以
上
つ
と
め
ま
し
た
。

盆
栽

　

父
の
死
後
、
何
回
も
中
学
校
を
引
退
さ
れ
た
山
下
校
長

先
生
が
父
の
盆
栽
の
手
入
れ
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
植
木（
サ
ツ
キ
）も
今
は
多
く
は
地
面
に
直
植
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。現
在
は
松
の
盆
栽
が
三
鉢
残
っ
て
い
ま
す
。私

は
盆
栽
の
趣
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
母
が
盆
栽
を

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

母
の
旅
行

　

父
の
死
後
、
私
は
母
に
国
内
や
海
外
の
旅
行
に
行
く
よ

う
に
何
度
も
勧
め
ま
し
た
。
悲
し
い
気
持
ち
を
和
ら
げ
る

た
め
で
す
。
そ
れ
で
も
、
仲
の
よ
い
お
年
寄
り
夫
婦
な
ど

を
見
る
た
び
に
、
羨
ま
し
さ
と
悲
し
さ
で
涙
が
出
る
と
何
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度
も
聞
き
ま
し
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
母
は
お
檀
家
の
福

田
寅
雄
様
、
き
よ
子
様
ご
夫
妻
と
四
国
遍
路
な
ど
国
内
の

多
く
の
霊
場
巡
り
を
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

父
は
飛
行
機
に
乗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
の
死
後
（
昭

和
五
十
四
年
十
月
六
日
）、
私
の
強
い
勧
め
も
あ
っ
て
、
母

は
初
め
て
外
国
旅
行
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、
台
湾
な
ど
の
名
所
に
は
か
な
り
出

か
け
た
と
思
い
ま
す
。
福
田
き
よ
子
さ
ん
、
問
矢
し
げ
子

さ
ん
な
ど
お
檀
家
や
町
会
の
皆
様
と
も
出
か
け
ま
し
た

（
写
真
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
で
知
り
合
っ
た
お
友
達
も
多

く
、
そ
の
お
友
達
が
高
齢
者
向
け
の
施
設
に
入
っ
た
と
聞

き
、
上
野
や
岩
槻
に
一
緒
に
訪
ね
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
と
も
中
国
に
二
回
、
韓
国
に
一
回
行
き
ま
し
た
（
写

真
）。中
国
と
韓
国
で
は
お
檀
家
の
皆
様
と
一
緒
に
お
寺
巡

り
を
し
ま
し
た
。
中
国
団
体
参
拝
旅
行
（
平
成
十
二
年
五

月
十
二
日
）
で
は
、
隣
寺
の
故
小
松
原
俊
誉
師
、
故
新
井

豊
誉
師
も
同
行
し
ま
し
た
。
玄
奘
三
蔵
法
師
の
お
骨
の
あ

る
西
安
市
郊
外
の
興
教
寺
で
中
国
人
の
法
要
に
混
ざ
り
、

興
教
寺
の
巨
大
な
涅
槃
仏
の
前
で
私
た
ち
は
般
若
心
経
を

読
み
ま
し
た
。
こ
の
涅
槃
仏
は
団
参
の
一
年
前
に
私
が
こ

の
寺
を
訪
れ
た
時
に
、
住
職
の
常
明
師
に
福
性
寺
の
お
檀

家
か
ら
の
寄
付
を
届
け
（
約
四
十
万
円
）、建
立
費
用
の
一

部
を
寄
付
し
て
い
ま
し
た
。
常
明
師
か
ら
歓
迎
さ
れ
お
菓

子
と
お
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
お
菓
子
は
硬
く
て
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

韓
国
（
慶
州
）
に
も
団
参
（
平
成
十
四
年
五
月
十
日
）

し
ま
し
た
。
す
で
に
歩
く
こ
と
が
や
や
ご
不
自
由
で
あ
っ

た
石
井
与
五
郎
総
代
様
も
同
行
し
、
や
や
お
身
体
が
ご
不

自
由
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
時
福
性
寺
に
お
り
ま
し
た
宮

本
宥
慶
師
ご
夫
妻
も
石
井
與
五
郎
総
代
様
の
サ
ポ
ー
ト
の

た
め
に
同
行
し
、
楽
し
い
参
拝
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
当
時
す
で
に
母
は
歩
い
て
皆
さ
ん
に
つ
い
て
歩
く
こ
と

が
や
や
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
母
と
私
と
二
人
だ
け
の
中
国
旅
行
で
は
、
山
東

省
な
ど
を
歩
き
ま
し
た（
平
成
二
年
十
月
）。
私
の
友
人
の

王
全
紅
先
生
（
山
西
省
腫
瘤
医
院
病
理
科
）
も
一
緒
で
し

た
。
青
島
、
済
南
、
開
封
、
鄭
州
を
回
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
母
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
で
、
父
が
か
っ
て

大
東
亜
戦
争
中
に
い
た
場
所
で
す
。
師
団
司
令
部
（
現
在

は
大
学
）
な
ど
出
か
け
ま
し
た
。
済
南
市
や
開
封
城
は
湖

や
池
が
多
く
、父
か
ら
野
生
の
鴨
を
兵
隊
が
捕
ま
え
て
、食

べ
た
と
の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
済
南
市
で
は
千
仏
山
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の
頂
上
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
昇
り
古
刹
興
国
寺
で
丁
度
釈

尊
誕
生
会（
花
祭
り
）に
出
あ
い
ま
し
た
。
多
く
の
中
国
人

と
同
様
に
、
母
は
お
経
を
よ
み
な
が
ら
行
道
し
て
い
ま
し

た（
写
真
）。
行
道
は
中
国
で
も
右
回
り
で
し
た
。
黄
河
を

見
る
た
め
の
展
望
台（
鄭
州
の
近
く
の
遊
覧
区
、小
さ
な
山

で
す
）
に
登
り
ま
し
た
が
、
母
の
お
尻
を
押
さ
な
く
て
は

登
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
古
の
長
城
で
あ
る
殷
（
商
）
の

時
代
の
長
城
も
見
ま
し
た
。
青
島
は
屋
根
瓦
が
ド
イ
ツ
風

の
茶
色
の
屋
根
が
多
く
こ
こ
で
は
、
湛
山
寺
（
千
九
百
三

十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
寺
）
に
お
参
り
し
ま
し
た
。

　

寺
の
参
道
で
は
障
害
の
あ
る
子
供
を
抱
え
る
母
親
が
何

人
も
施
し
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
王
先
生
は
施
し
を
与
え

る
こ
と
を
と
て
も
嫌
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
が
私
に

小
銭
を
施
す
よ
う
に
言
い
つ
け
、
王
先
生
と
議
論
と
な
り

と
て
も
困
り
ま
し
た
。
鄭
州
で
は
少
林
寺
や
、
弘
法
大
師

様
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
大
相
国
寺
（
千
手
千
眼
観
音
様

が
あ
り
ま
す
）
に
参
拝
し
ま
し
た
。
臨
淄
市
で
は
殉
馬
坑

な
ど
を
観
光
し
、
私
は
昼
食
時
不
用
意
に
飲
ん
だ
こ
の
地

方
の
生
ビ
ー
ル
に
あ
た
り
苦
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

私
と
私
の
友
人

　

私
は
子
供
時
代
か
ら
僧
侶
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

併
せ
て
医
師
の
資
格
を
得
た
い
と
小
学
生
の
頃
か
ら
考
え

て
い
ま
し
た
。
両
親
も
賛
成
で
し
た
。
し
か
し
、
都
立
北

園
高
校
時
代
は
私
の
成
績
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
母
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
担
任
に
呼

び
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
担
任
も
母
も
、
有
難
い

こ
と
に
私
が
医
学
部
に
入
れ
な
い
の
で
は
と
心
配
し
た
の

で
す
。
大
学
時
代
も
同
様
で
心
配
を
か
け
ま
し
た
。
高
校

生
時
代
や
大
学
生
時
代
に
は
、
私
を
含
め
て
六
人
の
親
友

グ
ル
ー
プ
が
来
寺
し
て
、
母
は
何
度
も
手
作
り
料
理
な
ど

で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
有
難
か
っ
た
で
す
。
父
は

も
ち
ろ
ん
寺
の
後
継
者
に
な
る
た
め
東
京
に
出
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
「
医
師
を
兼
ね
る
と
面
白
い
か
な
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
私
に
話
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

両
親
に
勧
め
ら
れ
て
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
へ

　

私
が
大
学
に
入
っ
た
時
（
昭
和
四
十
三
年
）
に
新
左
翼

の
人
達
が
指
導
す
る
長
い
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
ま
し

た
。
授
業
が
な
い
の
で
す
。
こ
の
時
、
父
母
に
勧
め
ら
れ

て
共
産
主
義
の
本
場
？
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
千
九
百

九
十
一
年
十
二
月
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
ロ
シ
ア
な

ど
）
を
主
に
鉄
道
（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
）
で
二
度
旅
行
し
ま

し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、バ



－ 34 －

イ
カ
ル
湖
、
ブ
ラ
ー
ツ
ク
、
モ
ス
ク
ワ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
な
ど
）、
ウ
イ
ー
ン
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
都
市
や
国
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
の

設
備
が
貧
弱
で
古
く
、
当
時
の
日
本
よ
り
も
、
ひ
ど
く
貧

し
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、同
じ
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
の
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
、
こ
の
貧
し
さ
、
ロ
シ
ア
型

貧
困
を
批
判
的
に
視
な
い
こ
と
に
、驚
き
ま
し
た
。一
ル
ー

ブ
ル
が
四
百
円
の
時
代
で
す
。バ
ス
や
ホ
テ
ル
が
古
く
、古

い
こ
と
は
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
掃
除
が
行
き
と
ど
か
な

い
ま
ま
で
、
不
潔
な
こ
と
は
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。
水
道

水
は
濁
っ
て
茶
色
で
し
た
。
お
尻
を
拭
く
紙
は
薄
い
画
用

紙
の
硬
さ
で
し
た
。
共
産
主
義
の
悪
弊
が
ど
こ
に
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
従
業
員
は
い
つ
も
座
っ
た
ま
ま
で
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
は
皆
無
で
し
た
。

　

バ
イ
カ
ル
湖
の
ほ
と
り
で
は
、
我
々
観
光
客
に
近
づ
く

物
乞
い
の
老
婆
を
暴
力
で
排
除
す
る
警
察
官
（
当
時
は
民

警
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
す
ら
い
ま
し
た
。
貧
富
の
差
も

甚
だ
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
両
親
は
こ

の
話
を
聞
き
、旅
行
の
効
用
？
、一
目
瞭
然
を
改
め
て
知
っ

た
よ
う
で
す
。
あ
の
時
代
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
人
権
無
視

の
国
家
を
母
国
と
し
て
夢
見
て
い
た
日
本
人
が
い
た
こ
と

が
、
今
で
も
不
思
議
で
す
。
こ
の
経
験
か
ら
学
生
時
代
に

は
、
私
は
と
て
も
新
左
翼
や
共
産
主
義
の
思
想
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
の
時
代
は
、
情
報
は
企
業
（
新
聞
や
テ
レ
ビ
）
が
独

占
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
お
陰
で
、
独
占
が
崩
れ
て
よ
い
時
代
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
の
真
贋
を
判
断
し
、

ニ
ュ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
独
占
を
よ
い
こ
と
に
恣
意
的
な
報
道
や
嘘
の
報
道

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

外
科
学
、
病
理
学
、
老
化
学

　

私
は
大
学
卒
業
後
（
昭
和
五
十
年
）、代
田
明
郎
教
授
の

主
宰
さ
れ
る
腹
部
外
科
の
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
基
礎
医
学
で
あ
る
病
理
学
に
興
味
が
移
り

転
向
し
ま
し
た
。
こ
の
転
向
に
関
し
て
は
、
母
は
反
対
で

し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
か
ら
東

京
都
老
人
総
合
研
究
所
へ
の
異
動
に
も
反
対
で
し
た
。
し

か
し
、
母
が
老
齢
と
な
り
研
究
所
の
姉
妹
施
設
で
あ
る
東

京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
）
に
外
来
通
院
し
た
り
入
院
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
老
人
へ
の
配
慮
が
行
き
と
ど
き
親
切
で
よ
い
施
設
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に
私
が
異
動
し
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
当
初
外
科

学
を
学
び
、
次
に
病
理
学
を
専
攻
し
今
は
老
化
学
を
専
門

と
し
て
い
ま
す
。

読
書
、
時
代
劇
、
懐
メ
ロ

　

母
は
読
書
好
き
で
、
父
の
死
後
睡
眠
前
に
読
書
と
ラ
ジ

オ
で
懐
メ
ロ
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
お
檀
家
の
皆
様
に
も

本
を
お
貸
し
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
死
後
部
屋
か
ら
た

く
さ
ん
の
小
説
な
ど
が
出
て
き
ま
し
た
。
汚
れ
の
な
い
本

は
平
成
二
十
四
年
の
盂
蘭
盆
会
や
彼
岸
会
に
お
檀
家
に
お

持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

母
は
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
の
フ
ァ
ン
で
し
た
。

特
に
大
川
橋
蔵
、
杉
良
太
郎
、
松
平
健
の
大
フ
ァ
ン
で
し

た
。
目
が
悪
く
な
り
読
書
が
つ
ら
く
な
り
、
高
齢
と
な
り

歩
く
こ
と
が
つ
ら
く
な
る
と
、居
間
で「
時
代
劇
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
を
視
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
勧
め
て
も

散
歩
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
か
ら
鬼
平
犯
科
帳

な
ど
を
楽
し
み
に
視
て
い
ま
し
た
。
耳
が
少
し
遠
く
な
り
、

音
声
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
大
き
く
し
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。
お

檀
家
の
皆
様
が
お
い
で
に
な
っ
た
時
に
、
お
聴
き
に
な
っ

た
大
き
な
テ
レ
ビ
の
音
は
こ
の
た
め
で
す
。
私
も
時
代
劇

を
一
緒
に
視
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
鬼
平
犯
科
帳
は
大

好
き
で
す
。
歌
謡
曲
は
戦
前
の
歌
が
好
き
で
し
た
。
ま
た
、

晩
年
は
テ
レ
ビ
で
相
撲
と
マ
ラ
ソ
ン
は
必
ず
観
戦
し
て
い

ま
し
た
。
相
撲
は
魁
皇
関
の
大
フ
ァ
ン
で
し
た
。

デ
イ
ケ
ア

　

亡
く
な
る
前
に
デ
イ
ケ
ア
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
出
か
け
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
母
は
家
族

の
負
担
の
軽
減
を
考
え
て
、
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
あ
ち

ら
で
は
、
物
知
り
で
あ
っ
た
た
め
か
、
な
か
な
か
人
気
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
デ
イ
ケ
ア
で
知
り
合
っ
た
新
た
な
お

友
達
か
ら
年
賀
状
が
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
寺
の
駐
車

場
ま
で
デ
イ
ケ
ア
の
お
迎
え
の
車
が
来
て
、
母
は
車
椅
子

で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
デ
イ
ケ
ア
の
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

母
と
子
供
、
晩
年
の
旅
行

　

父
が
亡
く
な
り
私
の
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
、
子

供
の
躾
も
兼
ね
て
、
毎
月
一
、
二
回
家
族
そ
ろ
っ
て
外
食

し
ま
し
た
。
子
供
が
小
さ
い
時
に
は
、
母
の
苦
手
な
焼
き

肉
屋
さ
ん
に
も
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
晩
年
も
時
々

外
食
に
連
れ
出
し
ま
し
た
。な
ん
で
も
好
き
嫌
い
な
く
、よ

く
食
べ
る
母
で
し
た
。
も
と
も
と
お
寿
司
が
好
物
で
晩
年
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に
は
私
の
研
究
所
の
近
く
の
大
栄
寿
司
さ
ん
に
行
く
こ
と

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
晩
年
の
右
腕
骨
折
後

は
お
寿
司
を
食
べ
に
行
く
と
、
時
に
は
お
箸
が
使
え
ず
左

手
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

晩
年
は
一
人
で
旅
行
が
で
き
な
く
な
り
、
姉
夫
婦
達
や
、

こ
だ
ま
観
光
社
の
松
崎
様
（
私
の
同
級
生
で
す
）
に
旅
行

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
千
穂
子
姉
と
浅

草
演
芸
場
に
も
、
よ
く
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
晩
年
に
は
、毎
年
一
、二
回
奥
日
光
に
私
と
家
内

が
連
れ
て
歩
き
ま
し
た（
写
真
）。
旅
行
中
は
同
道
し
た
姉

が
母
の
面
倒
を
み
て
い
ま
し
た
。
毎
回
の
旅
行
で
決
ま
っ

て
行
く
所
は
、
湯
滝
、
竜
頭
の
滝
、
湯
ノ
湖
、
中
禅
寺
湖

な
ど
で
、
湯
ノ
湖
の
湖
畔
な
ど
で
ベ
ン
チ
に
座
り
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
雪
の
菅
沼
に
も
時
に
行
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
二
年
に
は
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
必
要
で
し

た
。
家
内
と
母
を
お
風
呂
に
入
れ
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の

お
風
呂
は
な
か
な
か
狭
く
て
大
変
で
し
た
。そ
れ
で
も
、母

は
朝
起
き
て
ホ
テ
ル
に
い
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
高
速
道
路
の
お
手
洗
い
は
家
内
が
母
の
手
を
引
い

て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、亡
く
な
っ
た
年（
平
成

二
十
三
年
）
は
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
被
害
、
修
理

　

二
千
十
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
三
月
十
一
日
、
金
曜

日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
堂
、
客
殿
の
建
物
自
体
は

全
く
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
堂
で
は
、
ご
本
尊

様
の
左
側
の
お
位
牌
堂
の
位
牌
が
倒
れ
ま
し
た
。
お
檀
家

か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
お
位
牌
で
す
。
客
間
は
全
く
無

事
で
し
た
。
庫
裡
で
は
モ
ル
タ
ル
の
外
壁
に
ひ
び
が
入
り

ま
し
た
。
ま
た
、
食
器
棚
か
ら
お
皿
が
床
に
落
ち
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

山
門
右
脇
の
寺
号
を
書
い
た
細
長
い
石
が
倒
れ
ま
し
た

（
写
真
）。
こ
の
た
め
、
山
門
右
の
塀
の
青
色
の
瓦
が
二
枚

割
れ
、
寺
内
に
保
存
し
て
あ
る
瓦
と
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
堂
玄
関
の
右
脇
に
あ
っ
た
花
崗
岩
製
の
十
三
重
の
塔

（
写
真
）
が
台
石
か
ら
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、倒
壊
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
塔
は
本
堂
玄
関
の
屋
根
の
高
さ
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
お
檀
家
の
安
全
を
考
え
て
、
廃
棄

し
ま
し
た
。
福
性
寺
遍
路
会
の
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
る
十

三
重
の
塔
で
し
た
。
安
全
を
考
え
再
建
し
な
か
っ
た
こ
と

を
、
ど
う
か
お
許
し
下
さ
い
。

　

お
墓
で
は
、
各
墓
地
の
中
央
に
あ
る
よ
う
な
大
き
な
お

墓
は
全
て
無
事
で
し
た
。
昔
建
立
さ
れ
た
台
座
か
ら
動
い

て
し
ま
う
小
さ
な
お
墓
十
基
、
墓
碑
（
誌
）
は
二
基
、
墓
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地
内
の
灯
篭
五
基
が
倒
れ
ま
し
た
。
五
基
の
灯
篭
の
う
ち
、

三
基
は
住
職
の
意
向
を
採
り
い
れ
て
廃
棄
し
て
頂
き
ま
し

た
。
二
基
は
お
檀
家
が
再
建
し
ま
し
た
。

　

墓
地
に
被
害
の
あ
っ
た
お
檀
家
に
は
、
二
日
以
内
に
お

手
紙
を
差
し
上
げ
、
寺
で
一
括
し
て
修
理
す
る
旨
を
お
話

し
し
、
請
求
書
を
お
送
り
す
る
手
は
ず
を
整
え
ま
し
た
。

　

大
地
震
の
時
に
は
、
最
初
に
福
性
寺
の
被
害
を
修
理
す

る
よ
う
に
茨
城
県
の
石
材
店
と
す
で
に
書
面
で
契
約
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
地
震
か
ら
七
日
以
内
に
全
て
の
修

理
を
終
わ
ら
せ
、
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
茨
城
県

で
も
、
も
ち
ろ
ん
多
く
の
お
墓
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
契

約
に
従
っ
て
、
石
材
店
（
三
和
キ
ャ
ス
ト
ン
）
は
優
先
し

て
福
性
寺
の
被
害
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
総
額
は
三

十
万
円
程
度
で
、
お
檀
家
一
軒
当
た
り
、
最
高
額
で
三
万

円
を
超
え
な
い
金
額
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
の
時
は
、
母
は
帝
京
大
学
病
院
に
入
院
中

で
し
た
。

父
の
三
十
三
回
忌

　

父
の
三
十
三
回
忌
法
要
と
そ
の
後
の
清
宴
を
兼
ね
た
お

檀
家
と
の
懇
親
会
（
椿
山
荘
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十

二
日
）
を
本
当
に
母
は
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
十
月
九
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
代
住
職
の
三
十
三
回
忌
法
要
は
寺
の

公
式
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
要
と
懇
親
会
は
迷
わ
ず

そ
の
ま
ま
行
い
ま
し
た
。
母
か
ら
清
宴
は
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
で
行
い
必
ず
お
料
理
を
吟
味
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ご
寺

院
方
と
お
檀
家
の
皆
様
が
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
芹
洋
子
さ
ん
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ウ
形
式
の
清
宴
も
計
画
の
ま
ま
行
い
ま
し
た

（
写
真
）。

　

母
に
三
十
三
回
忌
法
要
と
清
宴
を
見
て
も
ら
お
う
と
一

生
懸
命
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
の
死
亡
に
よ
り
私
と

し
て
は
今
回
の
法
要
は
大
い
に
残
念
で
し
た
。

母
の
病
気
と
死
因

　

母
は
生
来
健
康
な
人
で
し
た
。
九
十
二
歳
ま
で
病
気
で

長
く
寝
込
ん
だ
こ
と
は
、
娘
時
代
の
虫
垂
炎
と
併
発
し
た

腹
膜
炎
と
、
子
宮
筋
腫
の
切
除
（
昭
和
四
十
二
年
頃
）
の

時
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
の
春

に
右
腕
を
骨
折
し
て
入
院
し
、
夏
に
は
軽
い
黄
疸
が
で
ま

し
た
。

　

母
の
病
気
は
以
下
で
す
。

　

１
．
右
上
腕
骨
折
、
平
成
二
十
二
年
一
月
に
骨
折
し
ま
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し
た
。
偽
関
節
化
し
て
治
癒
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
最

晩
年
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
転
倒
し
て
骨
盤
骨
折
を
お
こ
し
救
急
車
で
入

院
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
救
急
病
院
で
は
、胆
道
癌
、高

血
圧
、
糖
尿
病
の
合
併
で
面
倒
が
み
き
れ
な
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
二
泊
し
た
の
ち
帝
京
病
院
で
治
療
に
専
念
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
東
京
都
老
人
医
療

セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
、
何
と
か
手
を
引
く
こ
と
で
歩
け
る

よ
う
に
な
り
、
自
宅
に
戻
り
ま
し
た
。

　

２
．
胆
道
癌
、
平
成
二
十
二
年
八
月
に
黄
疸
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。
発
見
時
２
㎝
の
大
き
さ
で
し
た
。
帝
京
大
学

病
院
で
ス
テ
ン
ト
療
法
（
癌
で
狭
く
な
っ
て
い
る
総
胆
管

に
管
を
挿
入
）
を
六
回
行
い
ま
し
た
。
癌
の
た
め
に
総
胆

管
が
閉
塞
す
る
と
、
高
熱
と
シ
ョ
ッ
ク
を
お
こ
し
、
救
急

車
で
も
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胆
道
に
ス
テ
ン
ト

（
チ
ュ
ー
ブ
）
を
入
れ
、胆
汁
が
流
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す

ぐ
に
元
気
に
な
り
、何
度
も
退
院
し
た
い
と
繰
り
返
し
、七

か
ら
十
日
程
度
で
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

繰
り
返
し
で
し
た
。
本
当
に
救
急
隊
員
の
皆
様
に
は
お
世

話
に
な
り
親
切
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
帝
京
大
学

病
院
外
科
の
佐
野
教
授
、
豊
田
先
生
な
ど
多
く
の
先
生
の

お
陰
で
長
生
き
で
き
ま
し
た
。

　

３
．
高
血
圧
、
父
の
死
後
七
十
歳
代
か
ら
で
す
。
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科
（
山
の
内
副
院
長
、
桑

島
副
院
長
）の
外
来
治
療
に
よ
り
、薬
で
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
．
糖
尿
病
、胆
道
癌
と
同
じ
頃
見
つ
か
り
ま
し
た
。
骨

折
な
ど
で
運
動
量
が
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
発
症
し
ま
し
た
。

食
事
量
を
減
ら
し
ま
し
た
。
経
口
糖
尿
病
薬
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、入
院
中
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
用
い
ま
し
た
。な

か
な
か
血
糖
は
下
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
限
ら
れ
た
命
な

の
で
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
意
見
を
採
用
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

５
．
大
動
脈
瘤
、
非
常
に
大
き
な
胸
部
大
動
脈
瘤
が
あ

り
麻
酔
科
医
が
麻
酔
を
す
る
こ
と
を
断
る
原
因
と
な
り
ま

し
た
。
胆
道
癌
と
右
上
腕
骨
折
の
手
術
治
療
が
で
き
な
い

原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
．
緑
内
障
、
朝
と
晩
に
別
々
の
点
眼
薬
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。緑
内
障
の
た
め
に
読
書
が
で
き
な
く
な
り
、老

後
の
楽
し
み
を
失
い
ま
し
た
。

　

７
．
物
忘
れ
は
年
齢
相
応
で
、長
谷
川
式
の
検
査
で
は
認

知
症
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。曾
孫
の
光
と
麗
子
の
二
人
を

よ
く
認
識
し
て
、
よ
く
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
十
月
九
日
（
日
曜
日
）
に
胆
道
癌
の
多

発
性
肝
転
移
と
死
因
と
な
っ
た
脳
梗
塞
に
よ
り
帝
京
大
学

病
院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
と
家
内
の
曜
子
と
長
男
圭

誉
の
三
人
が
最
後
を
み
と
り
、
寺
に
連
れ
て
帰
り
ま
し
た
。

母
の
葬
儀

　

晩
年
に
は
、
母
か
ら
は
諸
事
（
病
気
の
治
療
、
死
後
の

こ
と
）
全
て
私
に
任
せ
る
と
何
度
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
全
て
私
の
考
え
た
通
り
の
葬
儀
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
者
、
町
会
向
け
の
母
の
通
夜
と
葬
儀
（
十
月
十
三

日
）
で
は
、
福
性
寺
か
ら
大
正
大
学
に
通
学
し
た
り
、
私

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
頂
い
た
、
ま
た
母
と
ゆ
か
り
の
あ
る

石
井
秀
誉
師
、
星
俊
光
師
、
矢
田
正
幸
師
、
榎
本
博
司
師
、

宮
本
宥
慶
師
、林
賢
乗
師
に
読
経
を
お
願
い
し
ま
し
た
。私

を
通
じ
て
母
が
知
り
合
っ
た
多
く
の
外
国
人
学
者
の
う
ち
、

ド
イ
ツ
バ
イ
ロ
イ
ト
のM

ichael V
ieth

博
士
が
来
日
中

で
焼
香
し
ま
し
た
。
母
の
火
葬
の
当
日
、
医
学
分
野
の
研

究
会
でV

ieth

博
士
の
司
会
を
予
定
通
り
し
ま
し
た
。ご
高

齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
の
母
の
友
人
に
多
数
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
檀
家
の
皆
様
向
け
の
葬
儀
（
四
十
九
日
忌
を
兼
ね
て
、

十
一
月
二
十
六
日
）
で
は
、
ご
本
山
長
谷
寺
の
住
職
で
も

あ
っ
た
ご
本
寺
様
の
鳥
居
慎
誉
猊
下
に
お
導
師
様
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
餓
鬼
会
に
お
い
で
頂
い
て
い
る

ご
住
職
様
方
に
式
衆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
総
代
様
の
堀

江
恒
太
郎
、
石
井
與
一
、
大
郷
道
敏
、
堀
江
裕
子
様
を
は

じ
め
お
檀
家
の
皆
様
や
町
会
の
方
々
に
は
本
当
に
何
度
も

お
通
夜
、葬
儀
に
ご
列
席
頂
き
有
難
か
っ
た
で
す
（
写
真
）。

　

本
堂
は
道
場
で
あ
り
お
葬
儀
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
二
度
の
葬
儀
で
は
畏
れ
多
い
こ
と
で
す
が
ご
本
堂

を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
本
尊
様
に
で
き
る
だ
け

失
礼
に
な
ら
な
い
様
に
、
ま
た
ご
本
尊
様
の
視
線
を
遮
ら

な
い
様
に
、
祭
壇
を
極
力
低
く
作
り
ま
し
た
。
遺
影
や
お

骨
も
正
面
に
安
置
す
る
こ
と
を
避
け
ま
し
た
。
お
内
陣
の

仏
具
も
移
動
を
最
小
限
に
し
ま
し
た
。
花
祭
壇
を
作
っ
た

お
花
屋
さ
ん
か
ら
祭
壇
を
極
力
低
く
と
い
う
希
望
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
通
夜
と
二
回
の
葬
儀
で
は
六
百
名
を
超
す
皆

様
か
ら
お
焼
香
と
お
香
典
を
頂
き
ま
し
た
。
町
会
と
お
檀

家
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け

お
香
典
返
し
を
し
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　

受
け
付
け
な
ど
は
、
た
く
さ
ん
の
堀
船
三
丁
目
町
会
の

皆
様
と
私
の
研
究
所
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
葬
儀
社
は
稲
葉
葬
儀
社
に
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お
願
い
し
ま
し
た
。

母
の
お
戒
名

　

母
の
お
戒
名
は
鳥
居
慎
誉
管
長
猊
下
の
特
別
の
お
許
し

を
得
て
私
が
考
え
ま
し
た
。
祖
母
つ
ね
の
戒
名
か
ら
一
字

「
蓮
」を
も
ら
い
想
蓮
院
と
し
ま
し
た
。
記
憶
に
な
い
母
親

の
姿
を
想
う
の
意
味
で
す
。
梵
音
は
声
明
（
の
曲
名
）
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
、
読
経
の
声
に
身
近
に

接
し
て
い
た
の
意
味
で
す
。
梵
韻
と
考
え
ま
し
た
が
、
同

様
な
意
味
で
容
易
な
字
を
選
び
ま
し
た
。
光
雅
は
す
で
に

宗
派
か
ら
頂
い
て
い
ま
し
た
。「
想
蓮
院
梵
音
光
雅
大
姉
」

で
す
。

母
の
墓
所
と
納
骨
式

　

母
の
お
墓
は
住
職
墓
所
の
隣
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
）。

少
し
変
わ
っ
た
形
で
す
が
、
小
杉
石
材
店
の
提
案
通
り
の

形
の
お
墓
に
作
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
小
さ
く
作
り

た
か
っ
た
の
で
す
が
、石
材
店
の
勧
め
に
従
い
ま
し
た
。お

墓
が
大
き
過
ぎ
て
、
母
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
正
面
の
字
は
家
内
の
曜
子
が
書
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
日
十
二
時
に
納
骨
式
を
し
ま

し
た
。
母
の
兄
弟
（
浅
水
稔
様
）、
私
の
兄
弟
従
弟
、
子
供
、

孫
な
ど
二
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
庫
裏
（
住

職
の
住
ま
い
）
で
簡
素
な
清
宴
を
行
い
ま
し
た
。
今
は
母

の
長
男
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

お
檀
家
の
お
位
牌

　

お
位
牌
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
二

千
年
前
に
中
国
で
で
き
た
よ
う
で
す
。
霊
の
依
代
と
い
う

古
来
の
習
俗
と
仏
教
的
な
教
え
が
習
合
し
て
で
き
た
よ
う

で
す
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
卒
塔
婆
が
使
用
さ
れ
て
き
ま

す
が
、
お
位
牌
と
お
塔
婆
、
卒
塔
婆
は
密
接
な
関
係
が
あ

る
よ
う
で
す
。
お
位
牌
は
日
本
で
は
、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
普
通
の
習
慣
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
四
十
九
日
忌
ま
で
は
白
木
の
お
位
牌
を
用
い

ま
す
。
こ
れ
を
内
位
牌
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
、
漆
塗
り
や
唐
木
の
お
位
牌
を
用
い
ま
す
。
こ
れ
を
本

位
牌
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。
真
言
宗
の
お
檀
家
の
お
位
牌

に
は
お
戒
名
の
上
に
古
代
イ
ン
ド
の
文
字
（
梵
語
、
悉
曇

文
字
）
で
「

」
ア
字
を
書
き
ま
す
。
大
日
如
来
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
お
子
様
の
お
戒
名
の
上
に
は
古
代
イ
ン
ド

の
文
字
で
「

」
カ
字
を
書
き
ま
す
。
こ
れ
は
お
地
蔵
様

を
表
し
ま
す
。

　

福
性
寺
で
は
一
周
忌
ま
で
お
檀
家
の
仏
様
の
お
戒
名
の
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書
か
れ
た
白
木
の
お
位
牌
を
保
存
し
、
ご
本
尊
様
の
左
側

の
位
牌
堂
（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
あ
る
部
屋
）
に
安
置
し

ま
す
。
毎
朝
、
献
茶
の
後
に
住
職
の
読
む
お
経
を
聴
い
て

頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
職
が
故
人
を
思
い
出
す
手
掛

か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
周
忌
を
過
ぎ
る
と
お
焚
き
上

げ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
読
経
後
に
燃
や
し
ま
す
。

宗
教
法
人
福
性
寺
の
総
代
世
話
人
会
と
法
人
会
計
報
告

　

宗
教
法
人
福
性
寺
の
会
計
年
度
は
、
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
で
す
。
こ
の
た
め
、
決
算
書
を
総
代
世
話
人
様
に
ご

承
認
頂
く
た
め
の
福
性
寺
の
総
代
世
話
人
会
は
二
月
に
開

か
れ
ま
す
（
写
真
）。
ご
出
席
は
通
常
、総
代
様
四
人
と
寺

か
ら
は
代
表
役
員
（
住
職
）、
責
任
役
員
（
副
住
職
な
ど
）

な
ど
で
、
合
計
七
人
か
ら
十
人
で
す
。
こ
の
会
で
は
、
前

年
度
の
法
人
の
決
算
書
案
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
次

年
度
の
予
算
は
毎
回
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
、
詳
し
い
ご

説
明
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
で
代
表
役
員（
住
職
）

に
よ
る
法
人
へ
の
お
檀
家
か
ら
の
お
布
施
な
ど
の
収
入
と

支
出
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
葬
儀
の
お
布
施
の

一
覧
表
も
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
檀
家
名

や
お
施
主
様
は
匿
名
で
す
。
説
明
の
後
、
ご
質
問
を
頂
き

ご
承
認
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

会
社
な
ど
の
営
利
法
人
と
異
な
り
、
宗
教
法
人
自
体
は

お
布
施
な
ど
の
宗
教
的
収
入
は
無
税
で
す
。代
表
役
員（
住

職
）
や
職
員
の
給
与
は
、
宗
教
法
人
の
収
入
の
中
か
ら
頂

き
ま
す
。
職
員
の
給
与
は
、
も
ち
ろ
ん
国
税
で
あ
る
所
得

税
を
支
払
っ
た
後
に
、
給
与
と
し
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
法
的
根
拠
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
公
布
さ
れ
た
宗
教
法

人
法
に
よ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
件
の
た
め
に
、
平
成

八
年
に
こ
の
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
宗
教
法
人
に
対

し
て
、
収
支
計
算
書
、
役
員
名
簿
、
財
産
目
録
や
境
内
建

物
に
関
す
る
書
類
な
ど
の
書
類
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
福
性
寺
も
毎
年
こ
れ
ら
の
書
類
を
都
庁
に
提
出
し

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
に
は
、
代
表
役
員
な
ど
に
対

し
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。





田
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影





遺影1980年（昭和55年）
田久保雅子

福性寺檀徒故北島勝安様（玉岡家ご先祖様）画
Masako Takubo in 1980. This picture was drawn by a member of Fukushōji temple, 
Mr. Katsuyasu Kitajima, an ancestor of the Tamaoka and Kitajima families.

遺影2008年（平成20年）頃
田久保雅子

Masako Takubo in 2008. She prepared this photo for her own funeral ceremony.





田
久
保
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年
表
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住
所　

〒
114
―

０
０
０
４　

東
京
都
北
区
堀
船
３
丁
目
10
―
16

大
正
７
年
４
月
28
日	
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
彦
成
村
彦
倉

	
真
言
宗
豊
山
派
延
命
院
住
職
石
井
秀
雅
、
つ
ね
夫
妻
の
長
子
長
女
と
し
て
出
生

大
正
11
年
９
月
13
日	
母
つ
ね
死
亡
（
33
歳
）

大
正
14
年
４
月
１
日	

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
彦
成
小
学
校
入
学

昭
和
６
年
３
月
26
日	

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
彦
成
小
学
校
尋
常
科
卒
業

	

学
術
操
行
優
良
賞
な
ど
受
賞

昭
和
６
年
４
月
１
日	

埼
玉
県
立
越
谷
高
等
女
学
校
入
学

昭
和
10
年
３
月
26
日	

埼
玉
県
立
越
谷
高
等
女
学
校
卒
業

昭
和
10
年
12
月
10
日	

小
学
校
専
科
正
教
員
免
状
取
得

昭
和
12
年
８
月
14
日	

田
久
保
周
誉
（
福
性
寺
住
職
）
と
結
婚
、
婚
姻
に
よ
り
改
姓
（
仲
人
鳥
居
敬
誉
師
、
染
谷
勇
快
師
）

昭
和
15
年
３
月	

周
誉
師
福
性
寺
着
任

昭
和
16
年
６
月	

周
誉
師
旧
満
州
出
発

昭
和
16
年
９
月
20
日	

長
女
紀
子
出
生

昭
和
18
年
７
月
１
日	

次
女
千
穂
子
出
生

昭
和
19
年
４
月
―
21
年
４
月　

周
誉
師
中
国
大
陸　

空
襲
の
時
に
、
ご
本
尊
様
を
だ
い
て
防
空
壕
に
退
避
を
繰
り
返
す

昭
和
20
年
１
月
20
日	

父
秀
雅
師
遷
化
（
58
歳
）

田
久
保
雅
子
　
年
表
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昭
和
21
年
４
月	

周
誉
師
帰
国
（
佐
世
保
上
陸
）

昭
和
24
年
４
月
14
日	

長
男
経
雄
（
海
誉
）
出
生

昭
和
30
年
２
月
19
日	

幼
稚
園
助
教
諭
資
格

昭
和
34
年
４
月
―
35
年
３
月
と
そ
の
前
後
の
ど
ち
ら
か
の
１
年
間
（
２
年
間
）　

堀
船
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
２
年
間
）

昭
和
37
年
４
月
―
38
年
３
月　

堀
船
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
（
海
誉
中
学
１
年
生
）

昭
和
38
年
４
月
―
40
年
３
月　

堀
船
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
２
年
間
）

昭
和
39
年
11
月
３
日	
福
性
寺
本
堂
落
慶

昭
和
48
年
６
月
25
日	
福
性
寺
客
殿
完
成

昭
和
50
年
３
月
17
日
―
平
成
20
年
６
月
28
日　

35
年
間　

堀
船
３
町
目
地
区
婦
人
会
「
五
十
寿
麦
の
会
」
会
長

昭
和
54
年
10
月
６
日	

福
性
寺
山
門
完
成

昭
和
54
年
10
月
６
日	

周
誉
師
遷
化
（
73
歳
）

平
成
８
年
５
月	

中
国
参
拝
旅
行　

青
島
、
鄭
州
、
開
封
な
ど

平
成
12
年
５
月	

お
檀
家
の
皆
様
と
中
国
参
拝
旅
行　

12
日
慈
恩
寺
、
13
日
興
教
寺
、
香
積
寺
、
草
堂
寺
、
14
日
青

龍
寺
、
15
日
大
興
善
寺
な
ど

平
成
14
年
月
10
日	

お
檀
家
の
皆
様
と
韓
国
参
拝
旅
行　

ソ
ウ
ル
、
慶
州
な
ど

	

曹
渓
寺
、
海
印
寺
、
石
窟
庵
、
仏
国
寺
、
通
度
寺
な
ど

平
成
23
年
10
月
９
日	

帝
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
お
い
て
死
亡
（
93
歳
）

平
成
23
年
10
月
13
日	

告
別
式
（
家
族
、
地
域
、
医
療
者
向
け
葬
儀
）

	

戒
名　

想
蓮
院
梵
音
光
雅
大
姉
霊
位

平
成
23
年
11
月
26
日	

お
檀
家
向
け
葬
儀
（
導
師　

鳥
居
慎
誉
師
）



田
久
保
雅
子
の
文
章
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伊
藤
校
長
問
題
に
関
す
る
釈
明
書

　

九
月
十
三
日
堀
小
伊
藤
校
長
の
勤
評
提
出
拒
否
の
声
明

が
あ
っ
て
か
ら
堀
小
の
父
母
の
間
に
は
深
刻
な
動
揺
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
一
部
の
父
母
は
、
九
月
廿
二

日
伊
藤
校
長
激
励
の
会
に
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
て
列
席
し
、

更
に
九
月
廿
九
日
に
は
文
部
大
臣
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
と
称
し

て
校
長
の
処
罰
反
対
を
陳
情
し
た
と
言
う
新
聞
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
た
め
、
あ
た
か
も
大
衆
に
は
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体

が
勤
評
反
対
の
よ
う
な
感
を
あ
た
え
、
当
地
の
大
方
の
父

母
を
深
い
疑
惑
に
お
と
し
入
れ
、
そ
の
結
果
事
情
説
明
を

求
め
て
く
る
方
、
或
い
は
私
共
の
傾
向
を
指
摘
さ
れ
る
よ

う
な
向
き
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
右
新
聞
記
事
中
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
或
い
は
そ
の
代
表
と
い
う
の
は
誤
記
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
又
は
同
代
表
と
し
て
こ
う
し
た
会
合
に

出
席
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
部

の
父
母
の
個
人
的
な
行
動
が
誤
り
伝
え
ら
れ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
元
来
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
い
ろ
い
ろ
な
思
想
を
持
っ
た
大

衆
が
、愛
児
の
教
育
と
い
う
精
神
的
な
共
通
の
広
場
に
、各

自
の
主
張
を
す
て
て
協
力
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
会
の
名
に
お
い
て
政
治
的
偏
向
を
表
明
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
問
題
は
、
伊
藤
校
長
と
政
府
お
よ
び
都
行
政
機

関
の
争
い
で
あ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
深
く
介
入
す
る
こ
と
は
つ

つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

勤
評
に
賛
成
す
る
人
が
あ
れ
ば
一
部
に
反
対
す
る
人
が

あ
っ
て
も
こ
れ
は
各
自
の
自
由
な
政
治
的
見
解
で
あ
り
ま

す
が
、
教
育
の
場
に
お
い
て
各
自
の
ち
が
っ
た
人
生
観
に

立
っ
て
、
思
い
思
い
の
行
動
を
す
る
こ
と
は
厳
に
つ
つ
し

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
の
父
母
側

役
員
と
い
た
し
ま
し
て
は
常
に
中
立
的
立
場
に
立
っ
て
教

育
の
神
聖
を
守
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

か
く
て
（
１
）
一
部
の
父
兄
の
自
由
行
動
が
あ
り
（
２
）

新
聞
の
誤
記
が
あ
り
、（
３
）
将
来
の
校
内
に
お
け
る
争
議

行
為
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
九
月
三
十
日
堀
小
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
を
開
き
、
中
立
的
立
場
を
改
め
て
再
確
認

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
中
の
Ｔ
側
は
す
で

に
職
員
会
議
で
校
長
支
持
を
決
議
し
た
の
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中

立
決
議
に
は
参
加
出
来
な
い
と
、
中
立
的
立
場
に
賛
成
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
の
父
母
側
役
員
有
志
は
特
に

	⿙
勤
務
評
定
問
題
（
昭
和
三
十
四
年
頃
）
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教
育
の
中
立
性
を
再
確
認
し
て
自
重
を
申
合
わ
せ
ま
し
た

の
で
皆
さ
ん
の
誤
解
を
と
く
た
め
に
釈
明
い
た
す
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
共
父
母
側
役
員
の
大
部
分
が
別
個
に
声
明
を
出
す
に

至
り
ま
し
た
こ
と
は
、
先
生
側
の
中
立
拒
否
が
あ
り
ま
し

た
と
は
い
え
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　

私
共
は
手
を
た
ず
さ
え
て
励
ま
し
合
い
、
純
真
な
童
心

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
勉
学
に
支
障
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
全
力
を
あ
げ
て
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
将
来
教
育
の
中
立
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
御
支
援
下
さ

い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月　
　

日

堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
父
母
側
役
員
有
志

会　

長　

田
久
保
雅
子

副
会
長　

望
月
武

　
　
　
　

前
田
光
子

書　

記　

高
木
正
之

広
報
委
員
長　

海
老
原
博
美

副
委
員
長　

井
口
舜
陽

会
員
委
員
長　

滝
村
富
慈
子

副
委
員
長　

平
井
や
す
子

保
健
委
員
長　

杉
山
静
子

副
委
員
長　

海
谷
佳
子

給
食
副
委
員
長　

白
井
き
み

校
外
補
導
委
員
長　

大
島
豊
子

副
委
員
長　

堀
江
節
子
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	⿙
堀
中
会
員
名
簿
あ
い
さ
つ
（
昭
和
四
十
四
年
）

昭
和
四
十
四
年
六
月

会
員
名
簿

堀
船
中
学
校
卒
業
生
父
母
の
会

あ
い
さ
つ

�

会
長　

田
久
保
雅
子

　

堀
船
中
学
校
も
、
地
域
の
皆
様
方
の
期
待
に
こ
た
え
て
、

鉄
筋
四
階
建
の
堂
々
た
る
校
舎
が
出
来
上
り
ま
し
た
。
内

容
か
ら
申
し
ま
し
て
も
、
区
内
で
は
十
指
の
中
に
は
い
る

立
派
な
中
学
校
に
ま
で
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
父
母
の

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、母
校
の
発
展
は
大
変
気
強
く
、精

神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
心
か
ら
誇
り
に
思
う
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、父
母
の
会
の
役
員
一
同
が
相
寄
り
ま
し
て
、長

い
間
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
会
員
名
簿
作
製
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
協
議
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
御

協
力
に
よ
り
目
出
度
く
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の

上
な
い
よ
ろ
こ
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
役
員
自
身
が
、
名
簿

の
不
備
の
た
め
に
不
自
由
だ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
先

生
方
や
会
員
の
皆
様
方
に
も
い
つ
も
不
便
を
お
か
け
し
て

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
只
今

御
手
許
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
名
簿
を
た
よ
り
に
い
た

し
ま
し
て
、
会
員
相
互
の
連
絡
を
親
密
に
し
て
、
一
層
親

睦
を
計
っ
て
参
り
度
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
相
互
の

つ
な
が
り
を
踏
ま
え
て
、
地
域
社
会
の
中
で
少
し
で
も
知

性
を
た
く
わ
え
て
、
社
会
の
よ
き
一
員
と
し
て
貢
献
し
て

ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
堀
中
父
母
の
会
の
皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
名
簿
発
刊
に
当
り
ま
し
て
多
数
有
志
の

方
々
か
ら
御
厚
意
あ
る
広
告
の
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
は
、
私
共
一
同
心
か
ら
感
謝
の
念
で
一
杯
で
ご
ざ
い

ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て

御
あ
い
さ
つ
に
代
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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	⿙
麦
の
会
ご
あ
い
さ
つ
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
）

麦
の
会

創
立
十
周
年
記
念
誌

昭
和
五
十
九
年
四
月

堀
船
三
丁
目
五
十
寿　

麦
の
会

ご
あ
い
さ
つ

�

会
長　

田
久
保
雅
子

　

麦
の
会
は
五
十
年
代
の
女
性
の
集
り
の
場
を
持
ち
ま

し
ょ
う
と
い
う
有
志
の
方
々
の
熱
意
に
よ
り
ま
し
て
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
今
日
こ
こ
に
創
立
十
周
年
祝
賀
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
名
簿
を
ふ
く
め
ま
し
た
「
麦
の
会
記
念
誌
」
を
発
刊
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
会
員
一
同
に
と
り
ま
し
て

此
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
女
性
ば
か
り
の
会
で

一
歩
二
歩
と
小
さ
な
前
進
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
数

も
約
百
名
に
な
り
、
年
間
四
回
実
施
す
る
行
事
に
も
常
に

内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
親
睦
の
中
に
少
し
で
も
会

員
の
教
養
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
社
会
福
祉

に
も
一
人
一
人
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
と
心
が
け
て
来
た

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
共
で
は
大
し
た
事
も
出
来
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
周
囲
の
事
に
目
を
開

い
て
ゆ
く
事
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
に
か

地
域
で
の
信
頼
を
い
た
だ
き
大
過
な
く
歩
ん
で
来
ら
れ
ま

し
た
の
も
、
周
囲
の
方
々
の
温
か
い
御
支
援
を
戴
い
た
お

蔭
と
会
員
相
互
の
「
信
じ
合
う
心
」
が
大
き
な
源
で
あ
っ

た
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
共
の
年
代
で
は
若
い
頃
か
ら
良
人
や
子
供
の
た
め
に

家
の
中
で
過
す
事
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

奥
様
方
が
こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
お
も
っ
た
こ
と
を
文

字
で
表
わ
し
て
多
く
の
方
に
意
見
を
聞
い
て
戴
く
と
い
う

こ
と
は
立
派
な
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
大
き
な
努
力
を
さ

れ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
此
の
貴
重
な
人
生
の
体
験

を
基
に
し
て
、
名
簿
を
十
分
に
活
用
さ
れ
、
会
員
相
互
の

連
絡
を
密
に
し
て
親
睦
を
計
り
、
知
性
を
た
く
わ
え
て
地

域
社
会
の
良
き
一
員
と
し
て
貢
献
し
て
行
っ
て
戴
き
度
い

と
思
い
ま
す
。

　

古
い
歴
史
の
あ
る
梶
原
の
町
も
近
代
科
学
に
よ
っ
て
生

れ
変
っ
た
よ
う
に
繁
栄
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
人
情
に
厚
い
堀
船
に
麦
の
会
が
続
い
て
行
く
事
を

願
っ
て
今
後
共
宜
し
く
お
力
添
え
の
程
を
お
願
い
申
し
上
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げ
ま
す
。
終
り
に
麦
の
会
記
念
誌
の
発
刊
に
あ
た
り
ま
し

て
多
数
の
方
々
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御
厚
情
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
皆
様
方
の
御
多
幸
を
お
祈

り
致
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
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	⿙
中
国
寺
院
参
拝
旅
行
記
（
平
成
二
年
十
一
月
）

�

田
久
保
雅
子

　

弘
法
大
師
さ
ま
の
足
跡
が
中
国
河
南
省　

開
封
の
相
国

寺
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
住
職
か
ら
聞
い
た
。
こ
の
地
は

主
人
が
世
界
第
二
次
戦
争
中
の
昭
和
十
七
年
頃
よ
り
三
年

余
り
軍
人
と
し
て
駐
屯
し
て
い
て
私
に
と
っ
て
も
な
つ
か

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

昨
年
、
西
安
の
興
教
寺
参
拝
を
経
験
し
て
い
る
私
の
心

は　

相
国
寺
の
参
拝
と
主
人
が
軍
隊
生
活
を
過
し
た
開
封

を
訪
ね
た
い
と
い
う
希
望
が
湧
い
た
。
住
職
が
、
で
は
時

間
を
つ
く
っ
て
親
孝
行
を
す
る
か
と
い
う
一
言
で　

急
に

一
週
間
の
予
定
で
旅
行
を
計
画
し
て
呉
れ
た
。
二
人
な
の

で
仕
度
は
早
い
。
平
成
二
年
十
月
二
十
二
日
午
後
中
国
東

方
航
空
で
成
田
よ
り
三
時
間
余
り
で
上
海
市
虹
橋
空
港
へ

到
着
し
た
。
上
海
は
気
候
は
あ
た
た
か
く
、
そ
よ
風
を
身

に
う
け
て
心
地
よ
い
。空
港
の
広
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。通

訳
さ
ん
の
迎
え
を
う
け
て
タ
ク
シ
ー
で
ホ
テ
ル
へ
入
る
。

　

さ
あ
今
日
か
ら
朝
晩
油
の
多
い
中
国
料
理
を
食
べ
る
こ

と
に
な
る
が
愚
痴
は
い
う
ま
い
。

　

翌
早
朝
、
予
約
し
た
タ
ク
シ
ー
で
通
訳
さ
ん
が
む
か
え

に
き
た

　

市
内
の
玉
佛
寺
へ
と
ゆ
く
。
一
年
振
り
に
薄
グ
リ
ー
ン

色
の
玉
佛
様
に
お
目
に
か
か
り
、
し
ば
し
見
入
っ
て
深
々

と
参
拝
す
る
。

　

こ
の
お
寺
は
文
化
大
革
命
の
時
も
紅
衛
兵
の
立
ち
入
り

は
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
通
訳
さ
ん
は
解
放
前
の
智

識
人
な
の
で
中
々
説
明
は
よ
ろ
し
い
。
少
々
献
金
を
す
る
。

　

中
国
料
理
の
昼
食
を
す
ま
せ
、
午
後
一
時
二
十
分
発
の

予
定
を
二
時
間
も
お
く
れ
て
国
内
ロ
ー
カ
ル
線
の
プ
ロ
ペ

ラ
機
で
出
発
す
る
。
合
肥
で
給
油
の
た
め
三
十
分
休
け
い

の
上
、
河
南
省
の
鄭
州
市
に
夕
方
六
時
ご
ろ
つ
く
。

　

こ
の
飛
行
機
は
足
元
か
ら
隙
間
風
が
入
っ
て
く
る
の
に

驚
い
て
い
る
と
、
棚
の
は
め
板
が
「
ガ
タ
ン
」
と
落
ち
て

き
た
。
家
族
の
た
め
に
保
険
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と

話
し
合
う
。

　

こ
の
鄭
州
空
港
で
友
人
の
中
国
人
医
師
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
七
時
間
待
っ
た
と
い
う
。
こ
の
先
生
と
同
行
し
て

息
子
も
大
変
う
れ
し
さ
う
だ
。
二
人
が
旧
交
を
あ
た
た
め

て
い
る
の
に
邪
魔
は
す
ま
い
。
ホ
テ
ル
迄
タ
ク
シ
ー
を
ひ

ろ
う
が
中
々
乗
せ
て
呉
れ
な
い
。
チ
ッ
プ
を
増
や
し
て
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や
っ
と
の
る
。
真
暗
い
道
を
無
燈
火
の
自
転
車
の
間
を
右

に
左
に
よ
け
て
走
し
る
。
ま
る
で
神
業
だ
。
こ
れ
で
は
も

う
少
し
チ
ッ
プ
を
は
ず
め
ば
よ
か
っ
た
の
に
。

　

鄭
州
国
際
飯
店
の
朝
食
は
稗
の
お
か
ゆ
だ
。
日
本
か
ら

持
参
し
た
梅
ぼ
し
で
た
べ
た
。
熱
い
中
な
の
で
美
味
し

か
っ
た
。

　

八
時
半
ホ
テ
ル
を
出
発
、
人
数
が
増
え
た
の
で
ワ
ゴ
ン

車
に
す
る
。

今
日
は
片
道
二
時
間
の
予
定
で
鄭
州
市
郊
外
に
あ
る
道
教

寺
院
（
中
岳
廟
）
と
小
林
寺
へ
行
く
。
小
林
寺
は
日
本
で

も
名
前
の
知
ら
れ
て
い
る
小
林
寺
拳
法
の
お
寺
だ
。
国
宝

級
の
大
き
な
寺
院
だ
け
れ
ど
住
職
が
居
な
く
て
公
園
風
に

な
っ
て
い
る
の
で
大
変
荒
廃
し
て
い
る
。

　

ご
本
尊
の
ダ
ル
マ
大
師
を
参
拝
し
境
内
を
見
て
ま
わ
る
。

拳
法
の
極
意
を
あ
ら
わ
し
た
人
形
が
何
百
体
と
も
知
れ
ず

飾
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
お
ど
ろ
く
。

　

門
前
に
あ
る
露
店
で
通
訳
さ
ん
に
焼
芋
を
ふ
る
ま
っ
て

貰
う
。

　

そ
し
て
ま
た
遠
々
と
二
時
間
を
か
け
て
ホ
テ
ル
に
帰
え

る
。
夕
食
の
席
で
同
年
輩
の
日
本
人
十
名
位
と
会
う
。
旧

軍
人
で
自
動
車
隊
と
し
て
開
封
に
駐
屯
し
て
い
た
の
で
、

な
つ
か
し
く
尋
ね
て
来
た
と
い
う
。
私
を
従
軍
看
護
婦

だ
っ
た
か
聞
か
れ
た
。

　

翌
二
十
五
日
は
今
回
の
旅
行
の
目
的
地
の
河
南
省
開
封

へ
と
出
発
す
る
。
車
で
一
時
間
の
行
程
だ
。
道
路
は
き
れ

い
に
製
備
さ
れ
て
い
る
が
、
車
か
ら
身
体
に
つ
た
わ
る
振

動
は
身
に
こ
た
え
る
。
き
っ
と
何
か
の
技
術
が
劣
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

車
か
ら
眺
め
る
農
村
風
景
は
見
事
だ
。
大
根
、
さ
つ
ま

い
も
、
麦
等
は
青
々
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
綿
は
今

が
収
穫
期
の
よ
う
だ
。

　

日
本
の
農
村
と
は
反
対
に
、
中
国
で
は
農
家
へ
嫁
の
希

望
者
が
多
い
さ
う
だ
。
土
地
は
国
家
の
も
の
だ
が
作
物
は

供
上
し
た
あ
と
は
自
由
市
場
で
売
れ
る
か
ら
、
農
村
に
お

金
が
余
分
に
入
い
る
と
い
う
。
し
か
し
あ
の
広
大
な
農
地

を
ロ
バ
と
人
で
耕
や
す
の
は
辛
い
だ
ろ
う
。

　

説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
開
封
市
内
だ
。
農
村
の
中

の
都
市
と
い
う
感
じ
だ
が
、
歴
史
は
古
い
と
い
う
。

　

市
内
見
物
の
最
初
は
河
南
大
学
の
中
に
あ
る
旧
日
本
軍

師
団
指
令
部
の
建
物
だ
。
今
は
河
南
大
学
歴
史
学
部
と

な
っ
て
い
る
。
赤
さ
び
た
窓
わ
く
や
破
れ
た
日
よ
け
が
目

に
つ
く
。
き
っ
と
こ
の
建
物
に
多
く
の
日
本
軍
人
が
出
入

り
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
偲
ぶ
。
記
念
写
真
を
と
り
黙
々

と
し
て
車
ま
で
歩
く
。
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こ
の
あ
と
弘
法
大
師
さ
ま
が
立
寄
っ
た
と
い
わ
れ
る
相

国
寺
へ
車
を
は
し
ら
せ
る
。
千
眼
千
手
観
音
様
を
参
拝
し

て
、
は
て
千
眼
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
見
れ
ば
千
本
の
手

の
ひ
ら
全
部
に
眼
が
あ
っ
た
。
驚
い
た
。
や
は
り
住
職
は

お
ら
れ
ず
荒
廃
が
目
立
つ
。
夜
、
若
い
気
に
な
っ
て
夜
市

に
出
か
け
る
。
人
の
多
い
の
に
あ
き
れ
乍
ら
、
人
を
か
き

分
け
て
歩
く
の
も
ま
た
楽
し
い
も
の
だ
。
こ
の
夜
市
で
は

青
年
男
女
ば
か
り
で
な
く
各
年
齢
層
の
人
々
が
お
い
し
そ

う
に
立
食
い
を
し
て
い
た
。
こ
れ
が
中
国
流
の
〆
ご
は
ん

だ
。
私
も
少
々
真
似
を
し
て
た
べ
た
が
意
外
に
お
い
し
い
。

市
場
で
は
ベ
ッ
ト
が
３
５
０
元
（
一
万
円
）、
額
が
20
元

（
六
百
円
）と
い
う
価
だ
。
値
切
れ
ば
も
っ
と
安
く
な
る
ら

し
い
。
し
か
し
大
陸
の
夜
は
寒
い
。

　

開
封
の
ホ
テ
ル
は
東
京
大
飯
店
だ
。
こ
こ
に
埼
玉
県
戸

田
市
の
訪
中
団
十
数
名
が
泊
っ
て
い
た
。
戸
田
市
と
開
封

市
と
は
友
好
都
市
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
何
か
な
つ
か

し
く
声
を
か
け
合
う
。

　

二
十
六
日
、
今
日
も
午
前
中
市
内
観
光
を
す
る
。
市
の

南
門
の
城
壁
の
前
で
車
を
お
り
る
。
五
十
年
前
と
余
り
か

わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の
城
外
に
旧
日
本

軍
が
駐
屯
し
て
い
た
と
い
う
。
城
壁
に
は
銃
弾
の
あ
と
が

多
く
残
っ
て
い
る
。
周
囲
を
眺
め
れ
ば
煉
瓦
の
民
家
が
木

立
ち
の
間
に
見
え
る
が
、
あ
の
よ
う
な
家
の
土
間
で
、
長

い
年
月
軍
務
に
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
旧
日
本
軍
人
や
主

人
の
苦
労
を
想
像
す
る
と
胸
が
詰
ま
る
。
一
木
一
草
に
も

想
像
が
わ
い
て
市
内
見
物
に
も
飽
き
が
こ
な
い
。
開
封
に

名
残
り
は
つ
き
な
い
が
、
鄭
州
に
戻
る
。

　

昼
食
を
す
ま
せ
て
、
さ
あ
い
よ
い
よ
大
黄
河
を
見
に
ゆ

く
。
黄
河
は
揚
子
江
に
つ
ぐ
中
国
第
二
の
大
河
だ
。
あ
ば

れ
黄
河
と
か
母
な
る
大
黄
河
と
か
い
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

き
っ
と
そ
の
水
は
農
村
に
は
恵
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

鄭
州
よ
り
四
十
五
分
位
で
黄
河
の
展
望
台
の
下
に
つ
い
た
。

や
っ
と
休
み
な
が
ら
展
望
台
上
へ
登
る
。

　

黄
河
の
荘
大
な
眺
め
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
鉄
橋
の

上
を
Ｓ
Ｌ
が
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
ゆ
き
、
も
や
の
中
へ
消
え

て
ゆ
く
様
子
等
、
絵
の
よ
う
だ
。
双
眼
鏡
を
の
ぞ
い
た
り

写
真
を
う
つ
し
た
り
、
し
ば
ら
く
あ
そ
ば
せ
て
貰
う
。
下

り
も
休
み
休
み
で
体
力
的
自
信
を
失
う
。

　

夕
方
の
時
間
を
利
用
し
て
河
南
省
博
物
館
を
見
学
す
る

が
古
代
の
中
国
の
歴
史
は
名
前
を
覚
え
る
だ
け
で
も
む
ず

か
し
い
。
ホ
テ
ル
へ
帰
り
早
く
休
む
。

　

翌
二
十
七
日
早
朝
八
時
半
、
ホ
テ
ル
出
発
。
時
間
通
り

に
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
鄭
州
空
港
を
出
発
す
る
。
こ
こ
で
中
国

人
の
先
生
と
お
別
れ
す
る
。
淋
し
い
け
れ
ど
再
会
を
期
待
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し
よ
う
。

　

上
海
の
ホ
テ
ル
華
亭
賓
館
で
は
ボ
ー
イ
が
覚
え
て
い
て

く
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
が
良
く
て
気
持
が
よ
い
。
少
し
部
屋

で
一
や
す
み
の
上
、
上
海
の
龍
華
寺
へ
ゆ
く
。
や
っ
と
こ

の
お
寺
で
中
国
の
法
要
を
見
る
事
が
出
来
た
。
黒
い
僧
衣

に
赤
い
お
袈
裟
の
大
ぜ
い
の
僧
侶
の
お
経
を
き
く
。
修
行

を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
ご
老
僧
や
青
年
僧
も
お
ら
れ

る
。
私
も
共
に
お
つ
と
め
を
す
ま
せ
た
よ
う
な
清
々
し
い

気
分
だ
。

　

境
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
歩
き
乍
ら
通
訳
さ
ん
の
説
明

を
聞
く
。

　

文
化
大
革
命
の
時
、
破
か
い
さ
れ
た
建
物
を
修
理
さ
れ

て
現
在
の
よ
う
な
寺
院
に
な
り
人
々
の
信
仰
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
紅
衛
兵
に
よ
っ
て
打
ち
こ
わ
さ
れ

た
中
国
の
歴
史
文
化
は
実
に
数
限
り
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

中
国
の
た
め
に
真
に
お
し
ま
れ
る
。
龍
華
寺
に
日
本
国
田

久
保
海
誉
で
志
納
金
を
奉
納
す
る
。

　

日
も
暮
れ
て
き
た
の
で
、
夕
食
の
場
所
へ
車
を
走
ら
せ

る
。
最
後
の
夜
な
の
で
上
海
ガ
ニ
を
期
待
し
た
が
、
や
は

り
は
づ
れ
た
。

　

七
時
半
よ
り
上
海
名
物
の
パ
ン
ダ
の
サ
ー
カ
ス
見
物
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
人
８
元
な
の
で
安
い
な
と
思
っ
た

ら
、
段
の
上
の
大
衆
席
だ
。
通
訳
さ
ん
の
お
ご
り
だ
さ
う

だ
。あ
り
が
と
う
。九
時
半
頃
ま
で
見
学
す
る
。面
白
か
っ

た
。

　

翌
二
十
八
日
帰
国
の
日
だ
。
華
亭
賓
館
の
朝
食
は
パ
ン

と
コ
ー
ヒ
ー
だ
。

　

十
四
時
二
十
分
発
日
航
７
９
２
便
に
乗
車
す
る
に
は
自

由
時
間
が
大
分
あ
る
。
あ
の
唄
に
あ
る
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ

チ
を
見
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
。
こ
こ
は
そ
の
昔
、
日

本
兵
四
人
が
銃
を
も
っ
て
警
備
し
て
い
た
と
い
う
。
中
国

人
の
立
ち
入
り
禁
止
の
日
本
租
界
の
境
か
知
ら
。

今
、
こ
こ
に
は
多
数
の
中
国
人
の
中
に
日
本
人
は
二
人
だ

け
だ
。
色
々
な
事
を
思
っ
て
飛
行
場
へ
。
ど
う
も
過
去
を

想
像
す
る
癖
が
つ
い
た
よ
う
だ
。

　

人
間
が
溢
れ
て
い
る
空
港
で
通
訳
さ
ん
と
別
れ
る
。
中

国
は
広
大
な
の
で
今
回
も
そ
の
地
方
に
よ
っ
て
通
訳
が
ち

が
う
。
計
四
人
の
通
訳
に
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
方
達
は

中
国
で
は
最
高
の
教
育
を
う
け
て
い
る
と
思
う
け
れ
ど
、

給
料
も
少
い
ら
し
く
服
装
も
質
素
だ
。
現
在
も
大
へ
ん
し

め
つ
け
が
強
い
よ
う
で
政
治
的
な
事
は
一
切
話
し
た
が
ら

な
い
。
暗
い
感
じ
だ
。

　

し
か
し
通
訳
さ
ん
一
人
一
人
が
誠
意
を
以
っ
て
親
切
に

世
話
し
て
呉
れ
た
。
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旅
さ
き
で
人
と
の
触
れ
合
い
が
う
ま
く
い
っ
て
こ
そ
、

旅
の
楽
し
さ
は
倍
加
さ
れ
る
。
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
好
意
を
も
っ
て
さ
よ
う
な
ら
と
い
う
。

　

い
よ
い
よ
帰
国
だ
。
整
備
の
行
き
届
い
た
日
本
航
空
で

時
間
通
り
に
上
海
を
出
発
す
る
。
機
内
食
の
お
そ
ば
と
ワ

イ
ン
を
い
た
だ
い
て
い
る
中
に
瀬
戸
大
橋
を
通
過
す
る
。

追
風
な
の
で
、
二
時
間
で
成
田
へ
到
着
し
た
の
に
は
さ
す

が
に
う
れ
し
い
。

　

無
理
を
い
っ
て
連
れ
て
い
っ
て
貰
っ
た
。
中
国
開
封
の

旅
行
だ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
住
職
夫
婦
か
ら
の
何
よ
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

よ
み
返
し
て
み
ま
す
と
恥
か
し
い
作
文
で
す
が
、
ほ
ん

の
少
し
で
も
今
の
中
国
の
様
子
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
書
い
て
み
ま
し
た
。

　

お
よ
み
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
十
一
月

　

福
性
寺
内

�

田
久
保
雅
子
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	⿙
奥
尻
島
地
震
平
成
五
年
七
月
十
二
日
発
生
　
義
捐
金
（
平
成
五
年
七
月
）

奥
尻
島
地
震
義
捐
金

　

暑
中
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
気
候
不
順
の
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が
お

元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

ご
承
知
の
よ
う
に
北
海
道
の
奥
尻
島
の
あ
の
悲
惨
な
大
災

害
に
は
お
気
の
毒
で
目
を
お
お
う
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

わ
た
く
し
共
麦
の
会
で
も
義
援
金
を
お
贈
り
し
て
お
見

舞
い
を
致
し
度
い
と
お
も
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
会
員
お
一
人
五
百
円
程
を
お
出
し
い
た
だ

き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　

勿
論
ご
無
理
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
力

添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
さ
も
一
段
と
酷
し
く
な
り
ま
す
の
で
ご
自

愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
ま
す
。

麦
の
会　

各
位

　

田
久
保
雅
子　

外　

役
員
一
同

　

地
区
役
員
の
方
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
多
忙
と
は
存

じ
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
皆
さ
ま
か
ら
お
金
を
い
た
だ

い
て
会
計
さ
ん
迄
お
と
ど
け
下
さ
い
ま
せ
。
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	⿙
雅
子
　
生
年
月
日
　
大
正
七
年
四
月
二
十
八
日
（
平
成
二
十
一
年
頃
）

　

周
誉
さ
ん
と
の
結
婚
は
昭
和
十
二
年
四
月
十
二
日
。
新

婚
旅
行
な
し
。
巣
鴨
の
長
屋
が
新
居
で
す
。
真
性
寺
の
お

棚
経
で
お
金
を
た
め
て
、
九
月
に
老
神
温
泉
に
二
泊
で
行

く
。

　

帰
っ
て
来
た
日
に
、
東
京
の
空
を
守
る
た
め
警
備
召
集

さ
れ
、
空
襲
が
あ
る
と
赤
羽
へ
か
け
つ
け
て
あ
ま
り
寺
に

は
い
な
い
。

　

十
六
年
、召
集
令
状
が
き
て
千
葉
の
習
志
野
へ
入
隊
。来

い
と
電
話
が
あ
り
、
子
供
二
人
を
連
れ
て
面
会
に
行
っ
た
。

出
征
先
、
一
回
目
満
州
、
二
回
目
中
支
。
は
っ
き
り
わ
か

ら
な
い
。

　

終
戦
近
く
、
周
誉
さ
ん
戦
死
と
い
う
噂
が
流
れ
ま
し
た

が
、
終
戦
の
時
は
部
隊
か
ら
の
任
務
で
、
外
の
隊
に
出
張

し
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
張
中
に
眼
が
見
え
な
く
て
、
と
り
目
と
か
、
夜
の
行

軍
の
時
、
塹
壕
に
転
落
し
た
こ
と
も
時
々
あ
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ご
承
知
の
よ
う
に
梵
文
学
一
筋
。

　

久
野
先
生
は
恩
師
以
上
で
す
。
奥
様
に
は
特
に
お
世
話

に
な
り
戦
地
へ
送
る
周
誉
さ
ん
の
下
ば
き
ま
で
縫
う
の
を

手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
日　

九
月
十
九
日

　

海
誉
さ
ん
か
ら
私
（
雅
子
）
の
人
生
に
つ
い
て
書
い
て

お
い
た
ら
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
思
い
出
す
の
は
、
雅
子
の
母
（
つ
ね
子
）
が
亡

く
な
っ
た
の
は
、
雅
子
が
五
歳
の
時
で
、
病
気
は
産
じ
ょ

く
熱
で
、
亡
母
の
お
棺
に
一
緒
に
入
る
と
言
っ
て
皆
さ
ん

を
な
か
せ
た
と
、
幕
張
の
母
の
兄
、
吉
岡
経
蔵
さ
ん
か
ら

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
の
実
家
は
松
戸
の
古
い
料
亭
で
、
水
戸
様
、
昔
の
殿

様
方
が
参
勤
の
時
の
お
宿
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
母
は
結

婚
前
は
お
屋
敷
勤
め
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

父
と
な
ん
で
知
り
合
っ
た
か
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

母
の
兄
、
傷
痍
軍
人
の
吉
岡
経
蔵
さ
ん
が
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
伯
父
は
、
母
の
亡
く
な
る
時
に
た
の
ま
れ

た
と
言
っ
て
、
結
婚
の
時
は
お
召
の
着
物
二
枚
を
買
っ
て

く
れ
た
人
で
す
。

　

こ
の
伯
父
さ
ん
の
墓
地
は
、
松
戸
の
大
正
寺
と
い
う
お
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寺
様
で
し
た
が
、
先
年
、
平
成
十
九
年
に
お
詣
り
に
行
き

た
い
と
お
電
話
し
た
ら
、
墓
石
を
外
へ
移
転
し
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

す
っ
か
り
母
の
実
家
と
は
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
さ

み
し
い
限
り
で
す
。

　

し
か
し
、
私
は
現
在
九
十
歳
で
す
が
、
三
人
の
子
供
に

恵
ま
れ
、
周
誉
大
僧
正
の
お
か
げ
で
、
福
性
寺
で
何
不
自

由
な
く
暮
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
今
の
家
族
、
海
誉
さ
ん
一
家
に
、
親
切
に
厚
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

�
つ
づ
き
は
あ
と
で





田
久
保
雅
子
の
思
い
で
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「
追
懐
」

真
言
宗
豊
山
派
正
福
寺
住
職
　
星
　
俊
光

　

回
顧
す
れ
ば
、
私
が
初
め
て
北
区
堀
船
の
福
性
寺
様
に

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
今
よ
り
三
十
五
年
前
の
事
で
す
。

　

隨
身
者
（
小
僧
に
相
当
）
と
し
て
大
学
に
通
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
代
替
わ
り
と
な
っ
て
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
家
族
の
一
員
の
ご
と
く
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

初
め
て
お
世
話
に
な
っ
た
当
時
の
住
職
は
、
田
久
保
周

誉
博
士
で
、
今
さ
ら
事
あ
た
ら
し
く
私
が
申
す
ま
で
も
な

く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
と
し
て
広
く
学
会
に
そ
の
名
を

知
ら
し
め
尊
崇
を
一
身
に
受
け
ら
れ
た
方
で
す
。

　

失
礼
な
申
し
上
げ
と
は
存
じ
ま
す
が
、「
内
助
の
功
」
も

多
分
に
あ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

奥
様
の
雅
子
様
は
学
者
と
し
て
の
周
誉
博
士
を
大
変
尊

敬
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
前
述
の
ご
と
く
田
久
保
家
に
お

い
て
は
、
私
共
小
僧
で
あ
っ
て
も
家
族
の
一
員
と
し
て
接

し
て
下
さ
り
、
食
事
も
ご
一
緒
で
奥
様
の
手
料
理
を
毎
日

い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、
食
事
中
の
会
話
は
と
て
も
楽
し

く
、
ま
た
勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
夫
婦
で
諸
事

に
わ
た
り
、
お
話
し
下
さ
る
の
で
す
。
旦
那
さ
ん
（
住
職

の
こ
と
を
当
時
は
こ
の
よ
う
に
お
呼
び
し
て
い
た
。
梵
語

で
布
施
の
意
）
か
ら
は
学
問
の
お
も
し
ろ
さ
等
、
奥
様
か

ら
は
女
学
校
時
代
の
勉
強
に
つ
い
て
等
を
、
た
く
さ
ん
伺

い
ま
し
た
。

　

あ
る
夕
食
事
、今
と
な
っ
て
は
原
因
は
不
明
で
す
が
、め

ず
ら
し
く
お
二
人
が
意
見
衝
突
し
、
声
高
に
口
論
と
な
り
、

そ
れ
が
延
々
と
続
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、陰
湿
さ
と
か
不
安
と
か
は
ま
っ
た
く
な
く
、む

し
ろ
変
な
表
現
で
す
が
知
識
人
同
士
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
私
は

不
安
に
は
思
わ
な
い
と
い
っ
て
も
内
心
は
穏
や
か
で
な
く
、

オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
で
、
こ
の
ま
ま
食
事
を
し
て
い
て

は
悪
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
に
は
決
ま
っ
て
奥

様
が
気
遣
っ
て
下
さ
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
一
時
中
断

し
て
「
気
に
し
な
い
で
た
く
さ
ん
食
べ
な
さ
い
。」
と
お
っ

し
ゃ
る
。
旦
那
も
や
は
り
中
断
し
て
、「
そ
う
だ
よ
星
、
遠

慮
は
無
用
」
な
ど
と
お
二
人
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
話
し
か
け
、

私
の
「
ハ
イ
」
の
返
事
を
待
っ
て
、又
も
と
の
表
情
に
戻
っ

て
納
得
が
ゆ
く
ま
で
話
さ
れ
る
。
な
ん
と
知
的
で
心
が
奥
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深
い
ご
夫
婦
と
、
今
で
も
忘
れ
得
ぬ
光
景
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
十
月
六
日
、
師
の
忽
然
た
る
遷
化
、
奥

様
は
長
い
間
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
お
い
で
で
し
た

が
、
旦
那
が
居
な
く
て
も
あ
な
た
は
こ
こ
に
居
て
も
い
い

と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
長
く
お
世
話
に
な

り
、
現
住
職
の
海
誉
先
生
に
師
事
し
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
奥
様
は
学
者
夫
人
ら
し
く
大
変
学
殖
の
深
い
方

で
読
書
家
で
も
あ
り
、
文
芸
書
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ご
自
身
が
感
銘
を
受
け
た
作
品
の
う
ち
何
冊
か

を
私
に
下
さ
り
、
読
む
よ
う
に
お
す
す
め
下
さ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ら
は
、
黒
岩
重
吾
、
丹
羽
文
雄
、
中
山
義
秀
、
谷

崎
潤
一
郎
の
作
品
で
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
谷
崎
潤
一

郎
の
「
少
将
滋
幹
の
母
」
中
山
義
秀
の
「
テ
ニ
ヤ
ン
の
末

日
」
は
く
り
返
し
読
み
ま
し
た
。
中
山
義
秀
に
つ
い
て
は
、

そ
の
生
家
が
私
の
住
む
町
の
す
ぐ
隣
り
の
出
身
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
ま
で
一
度
も
読
ん
だ
事
が
な
く
、恥

入
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
谷
崎
の
「
少
将
滋
幹
の
母
」
も
何
度
か
読
み
、今

で
も
座
右
に
置
い
て
時
々
無
常
観
に
つ
い
て
考
え
た
り
も

し
ま
す
。
こ
の
無
常
観
と
同
席
す
る
の
が
不
浄
観
で
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、無
常
観
を
谷
崎
の
「
少
将
滋
幹
の
母
」、

不
浄
観
を
中
山
義
秀
の
「
テ
ニ
ヤ
ン
の
末
日
」、よ
り
体
得

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

奥
様
に
は
物
心
両
面
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
り
感

謝
の
念
は
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
私
ひ
と
り
に
限
ら
ず
、

粋
に
収
ま
り
き
れ
な
い
元
気
な
私
の
友
達
に
も
及
び
、
大

変
可
愛
が
っ
て
下
さ
り
、
時
に
は
飲
食
費
ま
で
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
友
人
達
も
、
そ
れ
ら
を
忘
れ
ず
覚
え
て
い
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
恩
あ
る
奥
様
が
入
院
さ
れ
た
の
を
聞
き
、
ご
無
沙
汰

の
ま
ま
、
お
見
舞
い
に
も
参
上
せ
ず
申
し
訳
な
い
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
慈
愛
あ
ふ
れ
る
温
顔
に
再
び
接
す
る
事

が
で
き
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
私
自
身
の
来
し
方
を
振
り

か
え
っ
て
感
慨
無
量
で
す
。

合
掌
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伯
母
さ
ん
の
思
い
出

真
言
宗
豊
山
派
延
命
院
住
職
　
石
井
　
秀
誉

　

私
は
福
性
寺
前
住
職
田
久
保
周
誉
大
僧
正
の
弟
子
と
し

て
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
同
四
十
九
年
三
月
ま
で
の
七

年
間
（
十
五
歳
～
二
十
二
歳
）
福
性
寺
に
て
生
活
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。

　

田
久
保
雅
子
さ
ま
は
私
の
父
の
姉
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

私
と
は
伯
母
、
甥
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
頃
、
伯
母
さ
ん
は
五
十
歳
く
ら

い
で
あ
り
ま
し
た
が
非
常
に
優
雅
で
上
品
で
頭
の
良
い
方

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
会
の
婦
人
会
の
会
長
等
を
や
ら
れ
て
い
た

事
や
人
望
が
厚
い
方
で
し
た
の
で
檀
家
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
色
々
な
方
が
お
寺
に
来
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
も

色
々
な
方
と
知
り
合
い
に
な
り
、
皆
様
に
可
愛
が
っ
て
戴

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
が
福
性
寺
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
十
五
歳
の
と
き
で
あ
り
、
当
然
仏
事
は
出
来
ず
、
お

経
を
唱
え
る
事
な
ど
全
く
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
日
か

し
て
周
誉
大
僧
正
よ
り
「
お
経
の
練
習
を
す
る
か
ら
毎
日

朝
五
時
に
起
き
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
朝
が
苦
手
な
私

に
と
っ
て
こ
の
お
経
の
練
習
は
非
常
に
つ
ら
く
落
ち
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
経
が
少
し
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
御

通
夜
の
お
伴
や
法
事
の
助
法
等
の
仏
事
を
手
伝
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
益
々
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
な
り
、
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
や
教
え
て
く
れ
る

人
の
立
場
を
考
え
ず
に
家
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
中
で
、
伯
母
さ
ん
に
「
今
帰
っ
て
ど
う
す
る

の
、
何
の
為
に
福
性
寺
に
来
た
の
か
」
等
々
、
時
に
は
強

い
口
調
で
諭
さ
れ
た
り
、
時
に
は
デ
パ
ー
ト
に
連
れ
て

行
っ
て
戴
き
、
洋
服
を
買
っ
て
戴
い
た
り
、
田
舎
で
は
食

べ
た
こ
と
が
な
い
物
を
食
べ
さ
せ
て
戴
い
た
り
と
か
大
変

気
を
使
っ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

今
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
こ
の
時
期
に
周
り
の
方
の

フ
ォ
ロ
ー
が
無
く
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
今
日
の

私
は
無
か
っ
た
訳
で
本
当
に
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

だ
ん
だ
ん
と
福
性
寺
で
の
生
活
に
慣
れ
、
高
校
・
大
学

と
進
ま
せ
て
戴
き
、
周
誉
大
僧
正
及
び
伯
母
さ
ん
に
は
仏

事
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
の
接
し
方
等
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を



－ 72 －

生
活
の
中
で
教
え
て
戴
き
ま
し
た
。

　

家
庭
内
で
の
伯
母
さ
ん
の
存
在
は
、
学
者
で
あ
り
ま
し

た
周
誉
大
僧
正
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
今
日
の
福
性
寺
の

隆
盛
の
大
き
な
一
因
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
社
会
に
対
し

て
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
で
あ
り
な
が
ら
食
事
は
家
族

と
一
緒
で
同
じ
も
の
を
食
べ
、
テ
レ
ビ
も
見
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
が
伯
母
さ
ん
は
時
代
劇
が
好
き
で
、
特
に
銭
形
平

次
が
大
好
き
で
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
私
も
時
代

劇
の
フ
ァ
ン
に
な
り
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
時
代
劇
を
よ

く
見
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
昔
の
時
代
劇
の
再
放
送
を
み

て
懐
か
し
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
七
月
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
施
餓
鬼

会
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た
檀
家
様
の
塔
婆
を
七
～
八
人
で
お

墓
に
建
立
す
る
作
業
が
あ
り
、
数
に
し
て
二
百
枚
位
の
塔

婆
で
す
が
伯
母
さ
ん
は
、
そ
の
墓
地
が
ど
の
場
所
に
あ
る

の
か
を
把
握
し
て
お
り
、
的
確
に
指
示
を
出
し
、
七
月
の

一
番
熱
い
時
間
帯
の
作
業
を
短
時
間
で
終
了
さ
せ
、
あ
る

意
味
で
は
福
性
寺
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
こ
の
作
業
に
参

加
し
た
人
達
か
ら
毎
年
「
さ
す
が
だ
な
」
と
言
わ
れ
て
い

た
事
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
福
性
寺
か
ら
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
年
に

何
度
か
は
福
性
寺
に
お
邪
魔
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
す
る

と
「
秀
ち
ゃ
ん
」「
秀
ち
ゃ
ん
」
と
私
の
俗
名
を
呼
ん
で
戴

き
、
私
の
好
き
な
熱
く
て
濃
い
お
茶
を
必
ず
入
れ
て
く
れ
、

私
の
家
族
の
事
や
お
寺
の
こ
と
を
熱
心
に
聞
き
、
私
の
自

坊
の
寺
で
の
大
き
な
事
業
の
時
な
ど
に
は
必
ず
御
祝
い
を

頂
戴
し
た
り
、
お
目
出
度
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
我
が
事

の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伯
母
さ
ん
の
両
親
及
び
私
の
父
の
墓
参
に
度
々

私
の
寺
に
来
寺
し
て
戴
き
ま
し
た
。
一
人
で
来
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
現
住
職
の
海
誉
師
と
一
緒
に
来
て
戴
く
こ

と
が
多
く
、
孫
の
圭
誉
師
と
曾
孫
の
光
ち
ゃ
ん
と
来
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

心
配
を
か
け
ま
い
と
、
い
つ
も
連
絡
無
し
に
来
ま
す
の

で
当
方
は
大
慌
て
を
し
て
し
ま
う
時
が
あ
り
、
次
回
は
連

絡
を
下
さ
い
と
言
い
ま
す
と
、
両
親
と
私
の
父
の
墓
参
を

し
て
、
お
茶
を
一
杯
戴
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
だ
か

ら
気
を
使
わ
な
い
で
と
反
対
に
言
っ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
伯
母
さ
ん
は
生
家
の
私
の
お
寺
の
こ
と
を

常
に
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
い
こ

と
で
し
た
。

　

伯
母
さ
ん
が
九
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
よ
り
ケ
ガ
等
に
よ
り

体
調
に
変
化
が
現
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
お
邪
魔
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を
し
た
と
き
に
は
以
前
と
同
様
熱
く
て
濃
い
お
茶
を
伯
母

さ
ん
が
曜
子
さ
ん
に
お
願
い
し
て
入
れ
て
戴
き
、
そ
し
て
、

私
の
家
族
や
お
寺
の
こ
と
を
い
つ
も
以
上
に
何
回
も
聞
い

て
く
る
の
が
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
お
会
い
し
ま
し
た
の
は
お
亡
く
な
り
に
な
る
十

日
位
前
で
し
た
が
、
家
内
と
一
緒
に
帝
京
大
学
付
属
病
院

に
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
時
は
意
識
が
な
く
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
訃
報
を

聞
き
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
と
て
も
九
十
三
歳
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
若
々
し
く
非
常
に
優
雅
で
上
品
な
御
顔
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
田
舎
の
少
年
を
七
年
間
も

面
倒
を
見
て
戴
き
、
周
誉
大
僧
正
と
伯
母
さ
ん
に
ど
れ
だ

け
沢
山
の
迷
惑
を
か
け
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

面
倒
を
見
て
戴
き
色
々
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
戴
き
、
今

日
の
自
分
が
あ
る
の
は
等
々
考
え
な
が
ら
お
線
香
を
あ
げ

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日
の
通
夜
、
十
三
日

の
告
別
式
を
福
性
寺
に
て
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
僧
侶
六

名
に
て
行
う
と
い
う
現
住
職
の
考
え
は
私
に
と
っ
て
も
他

の
僧
侶
に
と
っ
て
も
非
常
に
名
誉
な
光
栄
な
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
し
、
少
し
は
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申
し
ま
す
が
、時
の
流
れ
は
速
く
、

伯
母
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
て
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
、
私
も
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

伯
母
さ
ん
か
ら
は
沢
山
の
恩
を
戴
き
ま
し
た
が
、
生
前

は
ほ
ん
の
一
部
し
か
恩
返
し
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
特
に
伯
母
さ
ん
が
気
に
か
け
て
く
れ
た
故
郷
の

生
家
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
を
常
に
意
識
し
生

活
し
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の
恩
返
し
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
な
思
い
出
集
の
企
画
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
事
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

伯
母
さ
ん
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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大
奥
様
と
の
思
い
出
に
寄
せ
て

真
言
宗
豊
山
派
福
寿
院
住
職
　
矢
田
　
正
幸

　

私
が
大
奥
様
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
昭
和

四
十
九
年
の
春
。
今
か
ら
四
十
年
近
く
も
前
の
こ
と
に
な

り
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
大
学
へ
入
学
す
る
た

め
栃
木
か
ら
東
京
へ
移
り
、
福
性
寺
で
お
世
話
に
な
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
福
性
寺
へ
は
両
親
と
祖
母
に
連
れ
ら

れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
当
時
の
私
は
他
所
の
お
寺
で
生
活

す
る
こ
と
へ
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
。
寺
の
長
男
と
し
て

育
っ
た
も
の
の
、「
何
も
知
ら
な
い
田
舎
者
の
私
が
、
福
性

寺
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
大
学
に
通
う
な
ん
て
無
理

だ
」
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。
寺
に
着

き
、田
久
保
家
の
皆
さ
ま
と
両
親
ら
が
会
話
を
す
る
中
、私

一
人
だ
け
は
場
に
溶
け
込
め
ず
、
ず
っ
と
下
を
向
い
た
ま

ま
。
そ
ん
な
私
に
「
矢
田
さ
ん
、
好
き
な
食
べ
物
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
優
し
い
笑
顔
で
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
が
返
答
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、
母
が
「
カ
ツ

丼
が
好
き
で
す
」
と
答
え
た
た
め
、
笑
い
が
出
て
場
が
和

ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
ん
な
優
柔
不
断
な
私
を

四
年
間
一
度
も
叱
る
こ
と
な
く
、
温
か
く
受
け
入
れ
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
長
谷
寺
へ
約
四
年
間
入
山
致
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、福
性
寺
の
お
檀
家
さ
ん
と
参
拝
に
来
ら
れ
、一

緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
学
生
の
頃
の
懐
か
し
い
話
を
し

た
り
し
て
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
も
折
に
触
れ
て
写
真
や
励
ま
し
の
お
手
紙
を
頂
戴

し
、
そ
の
た
び
に
温
か
く
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
坊
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
福
性
寺
で
約
十
五
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
結
婚
、
子
供
の
誕
生
、
そ
し
て

僧
階
昇
進
、
伝
法
大
会
と
、
人
生
の
節
目
に
は
親
同
様
に

ご
配
慮
を
賜
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
私

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
大
奥
様
の
ご
厚
恩
を
一
生

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
父
の
亡
き
後
、
住

職
と
し
て
生
活
が
出
来
ま
す
こ
と
は
、
周
誉
大
僧
正
、
大

奥
様
を
は
じ
め
田
久
保
家
の
皆
さ
ま
の
お
蔭
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
奥
様
の
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
つ
つ
、
あ
ら
た
め

て
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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仁じ
ん

者し
ゃ

は
寿
い
の
ち
な
がし

真
言
宗
豊
山
派
光
永
寺
住
職
　
榎
本
　
博
司

　

私
が
福
性
寺
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十

七
年
四
月
か
ら
六
十
三
年
三
月
に
か
け
て
で
し
た
。
六
年

間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
想
蓮
院
様
を
は
じ
め
田
久
保
家

の
皆
様
に
は
、
家
族
同
様
に
遇
し
て
頂
き
、
そ
の
御
恩
の

大
き
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

想
蓮
院
様
は
、
大
変
お
優
し
く
明
朗
快
活
な
お
人
柄
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
間
、
福

性
寺
様
の
お
仕
事
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

何
分
、
田
舎
育
ち
の
上
に
、
寺
院
の
常
識
も
ま
る
で
知
ら

な
い
木
偶
の
如
き
若
僧
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
か
え
っ

て
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
く
、
今
か
ら
思
う
と

汗
顔
の
至
り
で
す
。
想
蓮
院
様
も
、
私
の
余
り
の
気
の
利

か
な
さ
に
驚
き
呆
れ
た
こ
と
が
、
一
再
な
ら
ず
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
お
優
し
い
笑
顔
で
、檀

信
徒
の
方
の
応
接
、
法
要
の
準
備
等
、
様
々
な
こ
と
を
御

指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

思
い
返
し
ま
す
に
、
想
蓮
院
様
が
怒
色
を
浮
か
べ
ら
れ

た
り
、
不
機
嫌
な
面
持
ち
を
さ
れ
て
い
た
り
し
た
こ
と
は
、

殆
ど
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
幾
つ
に
な
っ
て
も
若
々

し
い
溌
剌
と
し
た
御
様
子
と
、朗
ら
か
な
微
笑
み
の
み
、懐

か
し
く
想
い
起
さ
れ
ま
す
。
は
っ
き
り
と
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
時
も
、
常
に
上
品
瀟
洒
な
趣
が
あ
り
、
誰
も
が
自
然

に
襟
を
正
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

　

毎
夕
、
欠
か
す
こ
と
な
く
御
夫
君
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

周
譽
大
僧
正
の
お
墓
に
お
参
り
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
も
、

強
く
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
盆
と
彼
岸
の
他
は
、
先

代
住
職
の
命
日
に
し
か
墓
参
を
し
て
い
な
か
っ
た
我
が
家

と
比
べ
、
径
庭
の
あ
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
寺
庭
夫
人
の
あ

る
べ
き
姿
を
教
え
ら
れ
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

　

御
住
職
の
海
譽
先
生
も
、
医
学
の
御
研
究
で
、
殆
ど
お

休
み
の
な
い
御
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

檀
信
徒
の
教
化
に
も
大
き
な
熱
意
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
寺
院
行
事
の
御
運
営
や
御
法
話
等
、
先
生
が
考
案
さ

れ
た
様
々
な
御
創
意
は
誠
に
画
期
的
で
、
私
も
早
速
、
そ

の
幾
つ
か
を
真
似
さ
せ
て
頂
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
自

坊
で
の
法
要
に
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

若
奥
様
の
曜
子
様
も
良
妻
に
し
て
賢
母
、
御
夫
君
と
御

子
息
に
献
身
的
に
尽
く
さ
れ
な
が
ら
、
想
蓮
院
様
と
も
実

の
親
子
の
如
く
仲
睦
ま
じ
く
、
境
内
は
い
つ
も
、
想
蓮
院
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様
と
若
奥
様
、
お
二
人
の
明
る
い
御
笑
声
で
満
た
さ
れ
て

い
た
か
の
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

想
蓮
院
様
が
何
よ
り
鍾
愛
な
さ
っ
た
お
孫
さ
ん
、
圭
譽

様
、
周
様
、
良
様
も
、
御
家
族
皆
様
の
御
薫
陶
を
お
受
け

に
な
っ
て
、
抜
群
に
優
秀
に
御
成
長
さ
れ
、
現
在
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
第
一
線
に
て
御
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
さ
し
く
理
想
の
御
家
庭
と
言
う
べ
き
で
、
唯
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
だ
け
の
私
で
さ
え
、
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
る
程
で
し
た
。

　

福
性
寺
様
の
お
蔭
に
て
、
無
事
に
僧
階
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
私
で
す
が
、
自
坊
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
た
だ
馬
齢

を
重
ね
る
ば
か
り
で
、
福
性
寺
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
な

こ
と
は
殆
ど
で
き
ず
に
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
想
蓮

院
様
に
対
し
ま
し
て
も
、
御
恩
に
報
い
る
こ
と
が
余
り
に

薄
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

又
、
常
に
お
達
者
な
御
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

の
で
、
私
な
ど
も
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
下
さ
る

も
の
と
安
心
し
て
お
り
、
結
果
、
御
病
状
重
篤
に
な
ら
れ

て
か
ら
、
御
入
院
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
る
有

様
で
、
お
見
舞
い
に
も
行
け
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
思
い
返

せ
ば
、
非
礼
な
こ
と
ば
か
り
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
甚

だ
忸
怩
た
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

論
語
に
「
知
者
は
水
を
こ
の
み
、
仁
者
は
山
を
こ
の
む
。

知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
知
者
は
楽
し
み
、
仁

者
は
寿
し
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
知
恵
す
ぐ
れ
た

者
は
流
れ
る
水
を
好
み
、
活
動
的
で
、
変
化
す
る
諸
相
を

楽
し
み
つ
つ
生
き
る
。
慈
愛
あ
ふ
れ
る
者
は
不
動
の
山
を

好
み
、
何
事
に
も
心
を
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
つ
つ
が
な

く
天
寿
を
全
う
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

御
生
前
、
そ
の
御
謦
咳
に
接
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
御
先
代
の
周
譽
大
僧
正
は
悉
曇
学
の
泰
斗

と
し
て
、
宗
門
を
代
表
す
る
知
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
御
伴
侶
た
る
想
蓮
院
様
も
、
渾
身
の

仁
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
想
蓮
院
様
は
御
家
族
や

御
親
族
の
み
な
ら
ず
、
檀
信
徒
や
地
域
の
人
々
、
宗
門
関

係
者
の
全
て
か
ら
、
広
く
愛
さ
れ
、
慕
わ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。「
仁
者
は
寿
し
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
の
通
り
に
、

九
十
三
年
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
、
天

が
想
蓮
院
様
の
御
仁
徳
を
尊
ん
だ
証
の
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

　

周
譽
大
僧
正
と
想
蓮
院
様
、
知
仁
そ
な
わ
る
御
夫
婦
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
二
人
は
、
こ
れ
か
ら
も
智
慧
と
慈
悲

の
双
輪
の
如
く
、
御
手
を
携
え
ら
れ
て
、
お
浄
土
の
光
の

中
を
歩
ん
で
ゆ
か
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
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最
後
に
、
我
々
に
広
く
婦
徳
の
範
を
お
示
し
下
さ
い
ま

し
た
想
蓮
院
様
に
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
念
を
込
め

て
合
掌
し
、
擱
筆
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

�

合
掌
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紙
の
巻
か
れ
た
）
お
線
香
二
把
点
け
て
く
だ
さ
る
』
と
言

わ
れ
、
先
代
住
職
・
周
譽
和
上
の
お
墓
に
あ
げ
ら
れ
、
そ

の
後
、
寒
く
て
も
暑
く
て
も
線
香
点
場
に
座
り
、『
こ
こ
に

居
て
お
檀
家
の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
た
り
、
話
を
す
る

の
が
好
き
な
の
』
と
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
、
二
人
で

座
っ
て
い
た
時
間
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

春
の
桜
の
時
期
に
な
る
と
、
毎
年
石
神
井
川
や
飛
鳥
山

に
桜
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
、
車
で
大
奥
様
の
帰
り

を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
時
折
大
奥
様

の
帰
り
が
遅
く
心
配
に
な
り
探
し
に
行
っ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
大
奥
様
は
、
満
開
に
咲
く
桜
を
見
な
が
ら
『
宮

本
さ
ん
、
綺
麗
ね
』
と
微
笑
ん
で
い
た
大
奥
様
の
笑
顔
が

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ

ど
桜
が
好
き
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
福
性
寺
様
を
退

職
し
た
後
も
桜
の
季
節
が
来
る
と
、
大
奥
様
の
満
開
の
桜

を
見
て
微
笑
ん
で
い
る
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
の
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
に
、
福
性

寺
様
の
御
檀
家
の
方
々
と
、
檀
信
徒
研
修
会
で
韓
国
に
行

き
ま
し
た
。
私
の
妻
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
奥
様

と
行
動
を
共
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
と

幾
つ
も
の
寺
院
を
お
参
り
し
、
夜
に
は
夜
景
の
綺
麗
な
高

台
に
行
き
、そ
の
後
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。こ

雅
子
様
と
の
思
い
出

真
言
宗
豊
山
派
福
寿
院
住
職
　
宮
本
　
宥
慶

　

私
は
、
平
成
十
一
年
四
月
よ
り
、
十
九
年
の
三
月
ま
で

九
年
間
、
福
性
寺
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
始
め
の

一
年
間
は
学
生
で
し
た
が
、
御
住
職
を
始
め
御
家
族
の
皆

様
に
と
て
も
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
皆
様
か
ら
多
く
を
学
び
、
い
つ
も
笑
顔
で
家
族
の
よ

う
に
接
し
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
時
に

は
真
剣
に
叱
っ
て
頂
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
福
性
寺
様

と
御
縁
を
い
た
だ
き
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
事
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
奥
様
は
、
私
が
出
勤
す
る
と
、
い
つ
も
『
宮
本
さ
ん
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
』
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が

埼
玉
県
・
松
伏
町
出
身
と
云
う
こ
と
も
あ
り
、
大
奥
様
が

育
っ
た
三
郷
市
の
事
や
、
現
在
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
道
を
、
越
谷
市
の
学
校
ま
で
自
転
車
で
通
わ
れ
た
思

い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

両
彼
岸
や
、
お
盆
の
時
期
に
は
、
お
線
香
点
場
で
仕
事

を
し
て
い
る
と
、
大
奥
様
が
『
宮
本
さ
ん
、
赤
い
（
赤
い
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の
旅
行
中
、
妻
に
大
奥
様
が
念
誦
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂

き
、
今
で
も
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
御

住
職
を
始
め
大
奥
様
、
檀
信
徒
の
皆
様
と
共
に
し
た
研
修

旅
行
、
私
も
妻
も
初
め
て
の
韓
国
で
、
見
る
も
の
全
て
が

新
鮮
で
し
た
。
と
て
も
想
い
出
に
残
る
研
修
旅
行
で
し
た
。

　

私
は
今
、
埼
玉
県
八
潮
市
・
福
寿
院
の
住
職
を
し
て
い

ま
す
。
福
性
寺
様
の
田
久
保
住
職
を
始
め
、
大
奥
様
、
御

家
族
の
皆
様
方
の
お
陰
で
、
今
の
私
が
あ
る
と
心
よ
り
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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大
奥
さ
ま
と
の
思
い
出

真
言
宗
豊
山
派
松
音
寺
副
住
職
　
林
　
賢
乗

　

私
は
平
成
十
九
年
の
四
月
か
ら
現
在
ま
で
約
五
年
間
福

性
寺
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
福
性
寺
に

お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
、
大
奥
さ
ま
と
も
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
奥
さ
ま
の
事
を
知
っ
て
い
く
中
で
、
私
が
何
よ
り
驚

い
た
の
が
記
憶
力
で
し
た
。
お
盆
や
春
・
秋
の
彼
岸
の
時

な
ど
に
お
線
香
小
屋
で
一
緒
に
お
線
香
を
点
け
て
い
る
と
、

お
寺
に
来
る
お
檀
家
の
皆
様
の
名
前
や
住
ん
で
い
る
所
、

親
戚
の
事
ま
で
が
大
奥
さ
ま
の
頭
の
中
に
記
憶
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
檀
家
の
皆
様
も
大

奥
さ
ま
と
よ
く
お
話
し
を
な
さ
っ
て
楽
し
そ
う
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
し
、
な
に
よ
り
も
大
奥
さ
ま
自
身
が
と
て
も
楽

し
そ
う
に
お
話
し
を
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

大
奥
さ
ま
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
昔
の
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
私

が
一
番
よ
く
覚
え
て
い
る
話
が
、
戦
争
の
時
の
お
話
で
す
。

東
京
に
空
襲
が
き
た
時
に
大
奥
さ
ま
は
ご
実
家
の
三
郷
の

お
寺
に
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。
空
襲
が
き
た
の
を
聞
い
て

福
性
寺
の
事
が
と
て
も
心
配
で
し
か
た
が
な
く
な
り
、
福

性
寺
に
自
転
車
で
お
子
様
二
人
を
連
れ
て
戻
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
福
性
寺
の
境
内
に
大
き
な
焼
夷
弾
が
二
つ
も
落
ち

て
い
て
と
て
も
驚
い
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。
私
も
戦
争

の
事
は
学
校
の
教
科
書
や
色
々
な
本
を
読
ん
で
少
し
は

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
実
際
に
そ
の
時
代
の
事

を
経
験
し
て
き
て
い
る
大
奥
さ
ま
の
お
話
は
、
リ
ア
ル
な

内
容
で
私
に
と
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
る
お
話
で
し
た
。

　

他
に
も
大
奥
さ
ま
と
私
は
お
昼
ご
飯
を
一
緒
に
楽
し
く

い
た
だ
い
た
り
、
私
が
運
転
す
る
車
で
何
度
も
ド
ラ
イ
ブ

に
行
っ
た
り
と
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

　

大
奥
さ
ま
に
か
け
て
い
た
だ
い
た
温
か
く
優
し
い
言
葉
。

教
え
て
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の
お
話
。
一
緒
に
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
。
ど
れ
を
思
い

出
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
奥
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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田
久
保
の
母

田
久
保
　
曜
子

　

田
久
保
の
家
に
嫁
に
来
て
か
ら
今
年
で
三
十
六
年
に
な

り
ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
な
ん
と
か
お
寺
の
生
活
に
も
慣
れ
、

す
っ
か
り
福
性
寺
に
根
を
生
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

結
婚
し
た
ば
か
り
の
こ
と
は
、
無
我
夢
中
で
あ
ま
り
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
三
人
の
息
子
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、
母
に

助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
な
ん
と
か
子
育
て
の
「
怒
涛
の

日
々
」
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
は
母
に
よ
く
三
人
を
お
風
呂
に
い
れ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
賑
や
か
な
声
が
お
風
呂
場
か
ら
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。
三
人
の
元
気
一
杯
の
男
の
子
た
ち
の

身
体
を
洗
う
の
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

食
事
の
お
新
香
は
母
の
係
り
で
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の

胡
瓜
や
茄
子
の
漬
け
物
が
食
卓
に
並
び
ま
し
た
。
母
は
実

母
を
三
歳
の
時
に
亡
く
し
て
い
る
の
で
、
自
分
で
工
夫
し

て
つ
け
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
お

ふ
く
ろ
の
味
は
ぬ
か
漬
け
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
長

い
こ
と
漬
物
は
母
の
専
科
だ
っ
た
の
で
、
私
は
い
ま
で
も

時
々
あ
の
お
漬
け
物
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。

　

田
久
保
の
母
は
一
人
で
海
外
旅
行
も
国
内
旅
行
も
し
て

い
ま
し
た
。
同
じ
年
代
の
人
に
比
べ
て
も
活
発
で
進
取
の

気
性
の
あ
る
女
性
で
し
た
。
父
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
進

ん
で
外
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
晩
年
は
懐
か
し
そ
う
に

当
時
の
旅
行
の
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
自

分
の
家
で
あ
る
福
性
寺
に
い
る
の
が
好
き
だ
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

埼
玉
の
延
命
院
と
い
う
お
寺
に
生
ま
れ
て
、
福
性
寺
に

お
嫁
に
き
て
戦
争
中
も
住
職
の
留
守
を
守
っ
て
、
ご
本
尊

の
大
日
如
来
さ
ま
を
空
襲
か
ら
避
難
さ
せ
て
い
た
苦
労
も

あ
る
の
で
、
こ
こ
福
性
寺
に
対
す
る
愛
情
は
大
き
か
っ
た

と
お
も
い
ま
す
。

　

読
書
も
と
て
も
好
き
で
、
推
理
小
説
や
時
代
小
説
を
よ

く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

明
治
座
や
新
橋
演
舞
場
に
い
ろ
い
ろ
な
お
芝
居
を
見
に

一
人
で
予
約
を
し
て
で
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
で
い

け
な
く
な
っ
て
か
ら
は
私
が
お
供
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
私
も
少
し
ジ
ャ
ン
ル
は
違
い
ま
す
が
、
今
で
は
時

代
小
説
が
大
好
き
で
す
。
母
は
、
晩
年
は
目
の
調
子
が
あ

ま
り
良
く
な
く
、
小
さ
い
字
が
見
え
づ
ら
く
な
り
、
メ
ガ

ネ
を
か
け
て
も
よ
く
見
え
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
読
書
を
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し
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
少
し
残
念
で
す
。

　

旅
行
も
一
人
で
行
け
な
く
な
っ
て
か
ら
は
私
達
夫
婦
と

毎
年
日
光
へ
出
か
け
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
九
月
に

行
っ
た
日
光
の
旅
行
が
最
後
で
し
た
。
母
は
そ
の
年
の
始

め
に
右
腕
の
骨
折
を
し
て
腕
が
不
自
由
で
歩
く
の
も
バ
ラ

ン
ス
が
悪
く
な
り
椅
子
持
参
で
い
っ
て
来
ま
し
た
。
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
湯
ノ
湖
や
湯
滝
を
見
ま
し
た
が
、

水
量
の
多
い
滝
を
水
飛
沫
が
か
か
る
の
も
気
に
せ
ず
に
あ

き
る
こ
と
な
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。
湯
の
湖
の
畔
で
も
椅

子
に
座
っ
て
、「
気
持
ち
が
い
い
」
と
湖
面
を
い
つ
ま
で
も

見
て
い
ま
し
た
。
中
禅
寺
湖
で
は
行
く
た
び
に
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
紅
葉
の
中
禅
寺
湖
で
一

緒
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
た
か
っ
た
で
す
。

　

こ
う
し
て
文
章
を
う
っ
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

今
年
は
桜
の
咲
く
の
が
例
年
よ
り
遅
い
で
す
が
、
桜
の

花
も
大
好
き
で
し
た
。
息
子
達
や
う
ち
で
働
い
て
い
た
宮

本
さ
ん
や
林
さ
ん
も
桜
見
物
の
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
く
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
も
母
と
桜
の
季
節
に
石
神
井
川
の
ほ
と
り
を
ゆ
っ
く

り
散
歩
し
ま
し
た
。
満
開
の
桜
の
花
び
ら
が
川
面
に
散
っ

て
、
ピ
ン
ク
色
に
川
を
染
め
て
い
る
の
を
眺
め
る
の
は
と

て
も
風
情
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
な
か
な
か
そ
の
場
所
を

離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
の
桜
は
一
緒
に
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
福

性
寺
の
住
職
が
早
咲
き
の
桜
を
沢
山
植
え
た
の
で
、
今
年

は
早
咲
き
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
母
も
元
気
で
い

た
ら
き
っ
と
毎
年
楽
し
み
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
花
が
好
き
だ
っ
た
母
の
遺
志
を
継
い
で
、
今
福
性
寺

は
植
木
を
、
特
に
花
の
咲
く
木
を
住
職
が
増
や
し
ま
し
た
。

東
京
の
お
寺
と
し
て
は
面
積
の
割
に
か
な
り
樹
木
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
季
節
毎
に
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
楽
し

め
ま
す
。
お
水
を
ま
く
林
さ
ん
に
は
大
変
な
仕
事
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
田
久
保
の
母
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
と
、

自
分
の
こ
れ
ま
で
歩
い
て
き
た
日
々
も
そ
の
思
い
出
に
重

な
る
こ
と
に
き
づ
き
ま
し
た
。

　

私
は
福
性
寺
に
お
嫁
に
き
て
す
ぐ
に
、
住
職
だ
っ
た
周

誉
和
尚
に
「
お
母
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
や
れ
ば
い
い
ん
だ

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
田
久
保
の
母
と
同
じ
よ
う
に
で

き
て
い
る
か
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も
自
分
で
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
田
久
保
の
父
と
母
が
守
っ
て
き
た
福
性
寺
を
大

事
に
守
り
次
に
繋
げ
る
こ
と
が
、
親
孝
行
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
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祖
母
の
思
い
で

田
久
保
　
圭
誉

　

私
に
と
っ
て
祖
母
は
全
く
優
し
い
祖
母
で
、
物
心
両
面

で
支
え
て
も
ら
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
孫
の
私
の
多
々
あ

る
至
ら
な
い
部
分
に
多
少
、
い
や
ま
る
で
目
を
つ
ぶ
っ
て

も
温
か
く
励
ま
し
て
も
ら
い
、
今
に
至
る
ま
で
支
え
と

な
っ
て
い
る
自
信
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
ん
な
祖
母
が
体
調
を
崩
し
て
も
う
あ
ま
り
散
歩
に
も

行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ひ
と
頃
、
私
と
祖
母
と
、
そ

れ
に
息
子
の
光
で
休
日
の
午
後
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
時
期
が
あ
っ
た
。
祖
母
の
体
調
を
心
配
し
た
私

の
両
親
は
運
転
す
る
私
に
そ
ん
な
に
遠
出
は
し
な
い
で
一

時
間
程
度
で
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
た
が
、
私

は
せ
っ
か
く
の
機
会
と
思
い
道
中
二
時
間
を
超
え
た
ド
ラ

イ
ブ
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
ど
う
せ
な
ら
車

の
中
か
ら
で
も
色
々
み
て
も
ら
お
う
と
思
い
都
内
の
観
光

名
所
の
う
ち
、
車
か
ら
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ

た
。
表
参
道
の
ケ
ヤ
キ
並
木
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
れ
ば
、
高
速
道
路
に
乗
っ
て
隅
田
川
沿
い
を
走
り
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
し
、

新
宿
の
私
の
大
学
の
職
場
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
当
時
ま
だ
建
設
中
の
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
ま
わ
り
を
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
浅
草
を
経
由
し

て
く
る
ル
ー
ト
は
祖
母
と
私
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。

助
手
席
の
祖
母
に
、
私
は
運
転
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い

く
風
景
に
つ
い
て
説
明
し
、
祖
母
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
新
し
く
建
て

ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
だ
け
で
も
祖
母
は
感
心
し
て
い
た
。

普
段
は
助
手
席
に
設
置
さ
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
か
ら
、

車
窓
か
ら
見
え
る
も
の
、
見
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
矢
継

ぎ
早
に
色
々
質
問
し
て
く
る
光
で
あ
っ
た
が
、
祖
母
が
私

の
車
に
乗
る
と
き
は
あ
え
な
く
後
部
座
席
に
移
設
さ
れ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
る
羽
目
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
話
の
主
導
権
も
取
る
こ
と
が
で
き
ず
少
し
退
屈
そ
う

だ
っ
た
が
そ
れ
で
も
楽
し
そ
う
に
乗
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ド
ラ
イ
ブ
の
行
き
先
は
、
祖
母
か
ら
ど
こ
で
も
い

い
、
と
言
わ
れ
て
大
概
私
が
決
め
て
い
た
が
、
一
度
だ
け

祖
母
に
行
き
先
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
祖
母
の
答
え

は
三
郷
の
延
命
院
（
祖
母
の
実
家
）
へ
行
き
た
い
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
行
っ
た
と
き
は
、
祖
母
は
じ
っ
く
り

と
自
分
の
父
の
お
墓
参
り
を
し
、
ゆ
っ
く
り
本
堂
を
眺
め
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て
い
た
。
ほ
ん
の
短
い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
祖
母
が
自
分

か
ら
行
き
た
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
け
て
私
も

嬉
し
か
っ
た
（
こ
の
と
き
光
は
境
内
の
目
の
届
く
と
こ
ろ

に
停
め
た
、
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
車
内
で
ぐ
っ
す
り
と

眠
っ
て
い
た
）。

　

考
え
て
み
る
と
祖
母
と
旅
行
に
行
っ
た
試
し
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
両
親
と
兄
弟
で
旅
行
に
行
く
と
き
は
基
本
的
に

い
つ
も
祖
母
が
き
っ
ち
り
と
お
寺
を
守
っ
て
お
り
、
お
か

げ
で
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
世
界
を
そ
の
足
で
旅

し
た
祖
母
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
祖
母
は
車
椅
子
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。
外
出
時
に
車
椅
子
に
乗
っ
た
祖
母
が
ど

う
家
か
ら
出
入
り
す
る
か
は
、
私
の
両
親
の
知
恵
の
絞
り

ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
結
局
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
通
過
で

き
る
の
は
白
山
堀
公
園
か
ら
出
る
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
土
の
地
面
で
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

人
工
芝
の
シ
ー
ト
を
家
の
周
り
を
ぐ
る
り
と
通
っ
て
公
園

と
の
接
続
部
ま
で
敷
き
詰
め
た
。
見
た
目
は
や
や
不
格
好

で
あ
っ
た
が
、
現
実
的
な
解
で
あ
っ
た
。
そ
こ
を
通
っ
て

祖
母
は
家
に
出
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時
祖

母
の
車
椅
子
の
二
つ
の
車
輪
が
通
っ
た
跡
は
、
い
ま
は
だ

い
ぶ
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
残
っ
て
い
る
。

今
、
そ
の
跡
の
上
を
駆
け
抜
け
る
の
は
私
の
子
供
た
ち
の

光
と
麗
子
で
あ
る
。

　
「
圭
ち
ゃ
ん
は
立
派
に
な
っ
た
ね
。」
と
は
体
調
を
崩
す

少
し
前
く
ら
い
か
ら
よ
く
祖
母
に
か
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ

る
。
だ
い
ぶ
ひ
い
き
目
に
見
て
貰
っ
て
い
た
の
は
私
も
自

覚
し
て
い
て
、
こ
そ
ば
ゆ
い
思
い
で
あ
っ
た
が
、
今
は
祖

母
の
目
を
通
し
た
自
分
に
多
少
で
も
満
足
し
て
い
て
く
れ

て
い
た
な
ら
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
し
、
か
け
ら
れ

た
そ
の
言
葉
に
恥
じ
な
い
よ
う
誠
実
に
物
事
に
当
た
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
福
性
寺
副
住
職
）
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私
と
「
う
ん
ば
あ
ば
」
の
思
い
出田

久
保
　
有
華

　
「
う
ん
ば
あ
ば
」
と
は
、
私
の
長
男
、
光
の
雅
子
さ
ん
の

呼
称
で
あ
る
。「
お
お
き
い
ば
あ
ば
」が
子
供
独
特
の
発
音

に
よ
り
、「
う
ん
ば
あ
ば
」
と
な
っ
た
。
光
が
生
ま
れ
て
五

年
が
経
つ
が
、
そ
の
間
、
う
ん
ば
あ
ば
と
い
う
呼
称
に
私

も
馴
染
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
う
ん
ば
あ
ば

と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

　

う
ん
ば
あ
ば
の
思
い
出
を
あ
ら
た
め
て
書
く
と
な
る
と
、

ど
う
書
い
て
い
い
の
や
ら
、
正
直
、
困
っ
て
し
ま
う
。
一

緒
に
生
活
し
た
約
六
年
、
う
ん
ば
あ
ば
が
外
泊
し
た
以
外

は
毎
日
、
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
し
て
い
た
か
ら
だ
。
朝
の

濃
い
日
本
茶
、
ゆ
っ
た
り
と
腰
を
か
け
て
い
た
椅
子
、
テ

レ
ビ
か
ら
聞
こ
え
る
大
き
な
時
代
劇
の
音
楽
、
前
を
通
る

光
に
「
た
っ
っ
ち
（
タ
ッ
チ
）」
と
手
を
か
ざ
す
。
ま
だ
、

赤
ん
坊
だ
っ
た
麗
子
を
「
コ
レ
、
お
い
、
ホ
イ
」
と
お
ど

け
た
声
で
あ
や
す
。「
今
日
の
ご
は
ん
は
何
で
す
か
？
」「
そ

れ
は
楽
し
み
ダ
」
そ
ん
な
日
常
が
、
私
と
う
ん
ば
あ
ば
に

流
れ
て
い
た
。

　

う
ん
ば
あ
ば
は
、
お
洒
落
さ
ん
だ
っ
た
。
髪
型
・
ほ
ん

の
少
し
の
メ
イ
ク
・
洋
服
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
外
出
時
に

至
っ
て
は
、
バ
ッ
ク
・
上
着
・
靴
、
果
て
ま
た
ス
テ
ッ
キ

ま
で
気
を
つ
か
っ
て
い
た
。お
洒
落
を
し
て
外
出
を
し
、知

ら
な
い
人
と
他
愛
な
い
会
話
か
ら
始
ま
り
、
ご
自
慢
の
家

族
話
を
楽
し
む
姿
は
何
度
も
見
た
。
と
て
も
社
交
的
で
華

や
か
な
人
だ
っ
た
。

　

お
寺
の
行
事
と
な
れ
ば
、
う
ん
ば
あ
ば
は
何
時
に
も
増

し
て
輝
い
た
。
お
寺
の
大
黒
さ
ん
、
い
や
、
看
板
娘
と
し

て
、
会
う
人
会
う
人
と
会
話
を
か
わ
す
。
お
線
香
小
屋
担

当
が
大
好
き
で
、「
あ
ら
ー
、奥
さ
ん
、お
元
気
だ
っ
た
？
」

と
か
。
文
字
に
し
て
し
ま
う
と
簡
単
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

こ
れ
が
行
事
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
檀
家
さ
ん
ほ
ぼ
全
員
に

通
じ
る
。
す
ご
い
。
う
ん
ば
あ
ば
が
、
休
憩
に
入
っ
て
お

線
香
小
屋
か
ら
消
え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
間
に
い
ら
し
た

お
檀
家
さ
ん
に「
大
奥
様
は
？
」と
何
度
も
聞
か
れ
た
。
本

当
に
福
性
寺
の
看
板
娘
だ
っ
た
。

　

う
ん
ば
あ
ば
は
外
出
が
大
好
き
だ
っ
た
。
あ
ま
り
歩
け

な
く
な
っ
た
時
も
、
私
の
夫
、
圭
誉
さ
ん
の
運
転
す
る
車

に
光
と
一
緒
に
乗
っ
て
、
日
曜
日
の
お
昼
過
ぎ
に
ド
ラ
イ

ブ
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
う
ん
ば
あ
ば
の
指
定
席
は

助
手
席
。
ま
だ
、建
設
中
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
行
き
、車
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の
中
か
ら
見
上
げ
て
い
た
。
う
ん
ば
あ
ば
が
亡
く
な
る
前

に
完
成
し
た
こ
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、夫
・
光
・
私
に
と
っ

て
、
感
慨
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

好
き
な
事
と
い
え
ば
、食
べ
る
事
も
大
好
き
だ
っ
た
。外

食
は
も
ち
ろ
ん
、
家
の
ご
は
ん
も
、
三
食
し
っ
か
り
い
た

だ
い
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
和
食
が
好
き
だ
っ
た
。
カ
ロ

リ
ー
制
限
の
生
活
に
な
り
、
甘
い
も
の
が
口
に
で
き
な

か
っ
た
時
、
食
事
の
一
部
と
し
て
、
煮
豆
を
私
が
作
っ
た
。

光
と
一
緒
に
小
皿
に
い
れ
、
味
見
と
称
し
て
食
べ
て
い
た

時
、
楽
し
そ
う
に
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
、
光
と
茶
目
っ

気
た
っ
ぷ
り
に
、
私
に
お
か
わ
り
を
し
て
き
た
。
前
文
で
、

食
べ
る
事
が
大
好
き
だ
っ
た
と
書
い
た
が
、
口
に
入
れ
て

味
わ
う
と
い
う
と
い
う
事
よ
り
も
、
誰
か
と
共
に
食
す
る

と
い
う
事
が
好
き
だ
っ
た
。
田
久
保
両
親
が
い
つ
も
、
う

ん
ば
あ
ば
を
気
遣
い
、
必
ず
誰
か
と
食
卓
を
囲
ん
で
い
た
。

家
族
と
い
う
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
、
愛
情
深
い
、
優

し
い
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

　

い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
地
元
の
商
店
街
の
奥
さ
ん
に
、

お
寺
の
話
を
さ
れ
、
う
ん
ば
あ
ば
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ

う
呼
ば
れ
た
事
が
あ
っ
た
。

　
「
あ
の
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
だ
か
ら

ね
」

　

う
ん
ば
あ
ば
を
失
く
し
て
今
、
そ
の
意
味
を
深
く
感
じ

る
。
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質
問
と
答
え
と
作
文

田
久
保
光

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日

質
問

　

大
き
い
お
ば
あ
さ
ん
に
つ
い
て
思
い
出
せ
る
こ
と
を
話

し
て
下
さ
い
。

答
　

車
椅
子
に
乗
っ
て
た
ね
。

　

下
の
部
屋
に
座
っ
て
こ
う
ち
ゃ
ん
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
。

　

う
ん
ば
あ
ば
の
車
椅
子
が
動
か
な
い
の
で
、
ば
あ
ば
に

言
い
に
来
た
。

　

が
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
と
あ
し
び
な
さ
ん
に
行
く
と
き
駐
車

場
に
送
り
に
い
っ
た
ね
。

質
問

　

あ
と
な
に
か
思
い
出
せ
る
？

答
　

二
歳
ご
ろ
チ
ョ
ロ
Ｑ
も
ら
っ
た
。

　

帝
京
病
院
に
長
く
入
院
し
て
い
て
死
ん
で
寝
台
車
で

帰
っ
て
き
た
。
そ
の
あ
と
、
お
葬
式
を
し
た
ん
だ
。

　

電
車
を
見
に
行
っ
て
帰
り
ポ
テ
ト
を
食
べ
た
。

　

一
緒
に
雷
門
に
行
っ
た
。

註　

が
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
と
あ
し
び
な
さ
ん
は
、
老
人
介
護

セ
ン
タ
ー
で
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
作
文

　

い
つ
も
げ
ん
き
で
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

た
く
ぼ
こ
う

　

こ
う
ち
ゃ
ん
が
、
ち
い
さ
い
こ
ろ
、
だ
っ
こ
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。

　

し
ゃ
し
ん
も
の
こ
っ
て
い
る
よ
。
と
う
き
ょ
う
タ
ワ
ー

は
、
み
に
い
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
っ
し
ょ
に
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
み
に
い
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ポ
テ
ト
お

い
し
か
っ
た
ね
。

　

か
ぞ
く
は
、
げ
ん
き
に
い
き
て
い
ま
す
。
う
ん
ば
あ
ば

の
こ
と
は
、
ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

�

（
曾
孫
）
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食
に
ま
つ
わ
る
祖
母
の
思
い
出

田
久
保
　
周

　

僕
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、
父
と
母
が
た
ま
に
ふ
た
り
だ

け
で
外
食
す
る
と
き
に
、
お
鮨
の
出
前
を
取
っ
て
く
れ
て
、

そ
し
て
普
段
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
食
事
中
の
テ
レ
ビ
を
許

し
て
く
れ
た
こ
と
。
も
う
今
で
は
何
の
番
組
を
見
て
い
た

の
か
全
然
思
い
出
せ
な
い
け
れ
ど
、
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
圭
司
く
ん
、良
く
ん
、何

の
番
組
を
見
て
い
た
か
覚
え
て
い
ま
す
か
？
そ
し
て
、
こ

れ
も
め
っ
た
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
も
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
、

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
は
二
階
の
台
所
の
流
し
の
下
に
置
い
て

あ
っ
た
こ
と
。
出
前
の
お
寿
司
と
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
だ
か

ら
洗
い
も
の
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

れ
で
も
使
っ
た
小
皿
と
か
を
僕
ら
孫
た
ち
は
洗
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

ぬ
か
漬
け
は
ず
っ
と
祖
母
の
担
当
で
、
夕
食
に
は
い
つ

も
キ
ュ
ウ
リ
や
カ
ブ
の
お
新
香
が
並
ん
だ
こ
と
。
ぼ
く
は

祖
母
の
ぬ
か
漬
け
が
好
き
で
、
で
も
母
は
実
は
ぬ
か
漬
け

が
す
ご
く
好
き
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
僕
は
と
き
ど
き

母
の
分
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
た
。
祖
母
は
か
な
り
し
っ

か
り
漬
か
っ
た
ぬ
か
漬
け
が
好
き
で
、
そ
し
て
浅
漬
け
の

時
は
、「
ち
ゃ
ん
と
漬
か
っ
て
な
く
て
ご
め
ん
ね
」
と
少
し

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
に
母
が
、「
で

も
サ
ラ
ダ
み
た
い
に
食
べ
ら
れ
て
お
い
し
い
わ
よ
」と
、必

ず
、
本
当
に
必
ず
返
し
て
い
た
こ
と
。
で
も
ぼ
く
は
少
し

浅
漬
け
く
ら
い
が
好
き
で
、
そ
の
や
り
取
り
を
聞
き
な
が

ら
静
か
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
。

　

う
な
ぎ
を
食
べ
な
か
っ
た
こ
と
。
祖
母
が
お
芝
居
を
見

に
行
っ
て
、
そ
の
帰
り
に
夕
食
を
外
で
食
べ
て
く
る
よ
う

な
と
き
は
、
僕
た
ち
は
う
な
ぎ
を
食
べ
る
こ
と
が
よ
く

あ
っ
た
。
僕
は
う
な
ぎ
が
大
好
き
で
う
れ
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
な
ん
だ
か
少
し
申
し
訳
な
い
気
が
し
て
、
う
な
ぎ
を

食
べ
た
と
祖
母
に
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
祖
母
は

う
な
ぎ
が
嫌
い
な
だ
け
だ
と
最
近
ま
で
僕
は
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
本
当
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
祖
母
が
生
ま
れ
た

延
命
院
で
は
虚
空
蔵
さ
ま
を
祀
っ
て
い
て
、
う
な
ぎ
は
虚

空
蔵
さ
ま
の
使
者
や
化
身
だ
と
い
う
こ
と
で
、
祖
母
は
う

な
ぎ
を
食
べ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
本
当
の

こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
妻
に
聞
い
た

こ
と
。
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食
べ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
。
晩
酌
に
は
バ
ド
ワ

イ
ザ
ー
を
ず
っ
と
欠
か
さ
な
か
っ
た
し
、
ご
飯
を
残
す
こ

と
も
な
か
っ
た
。
王
子
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
っ
て
も
、
パ
ス
タ
を
し
っ
か
り
と
食
べ
て
い
た
。
そ
し

て
、
あ
れ
は
確
か
僕
が
小
学
生
の
時
だ
っ
た
と
思
う
け
れ

ど
、
祖
母
が
誰
か
と
食
事
を
し
て
帰
っ
て
き
て
、
非
常
に

不
満
そ
う
に
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
わ
く
、「
食
事

中
に
、
田
久
保
さ
ん
は
健
啖
家
だ
ね
っ
て
言
わ
れ
た
の
よ
、

失
礼
し
ち
ゃ
う
わ
」

　

当
時
は
健
啖
家
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
、
何
が
問
題

な
の
か
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
わ
か
る
今
な
ら
言

え
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
や
っ
ぱ
り

健
啖
家
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
言
わ
れ
て
怒
る
気
持
ち

も
今
な
ら
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

書
き
始
め
る
ま
で
は
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
時
期
は

も
う
十
年
近
く
前
で
、
思
い
出
も
薄
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
、
何
か
書
け
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
少
し
時
間
を
使
う
と
、
ど
ん
ど
ん
、
こ
こ

に
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

祖
母
の
い
た
生
活
の
思
い
出
が
、
つ
ま
り
、
僕
が
結
婚
す

る
ま
で
の
、
大
人
に
な
る
ま
で
の
思
い
出
と
重
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
思
い
出
す
機
会
を
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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雅
子
さ
ん
の
思
い
で

田
久
保
　
栄
利
子

　

雅
子
さ
ん
と
の
出
会
い
は
主
人
で
あ
り
、
雅
子
さ
ん
の

大
切
な
お
孫
さ
ん
の
周
君
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
た
、
大
学
生
の
時
で
す
。
初
め
て
お
寺
に
伺
っ
た

と
き
か
ら
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
て
、
緊
張
し
て
い
た
気
持

ち
が
と
て
も
和
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
周
君
と
結

婚
し
て
か
ら
も
何
度
も
お
食
事
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
お
寺
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
色
々

な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
私

の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
お
話
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
戦
争
中
、
周
誉
さ
ん
が
戦
地
に
行
か
れ
て

い
る
時
、
福
性
寺
を
守
る
の
が
ど
ん
な
に
大
変
だ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
。
ご
住
職
が
留
守
で
も
お
葬
式
は
待
っ
て
く

れ
な
い
。
空
襲
の
時
、
ご
本
尊
様
と
周
誉
さ
ん
の
（
書
か

れ
た
？
勉
強
に
使
わ
れ
て
い
た
？
）
本
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
逃
げ
た
こ
と
。
戦
争
中
と
い
う
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
で
精
一
杯
な
時
代
に
生
き
な
が
ら
、
ご
住
職
で
あ
ら
れ

た
周
誉
さ
ん
、
そ
し
て
お
檀
家
の
方
々
た
め
に
責
務
を
果

た
そ
う
と
努
力
さ
れ
た
こ
と
に
尊
敬
し
ま
し
た
。

　

次
は
、
女
学
生
時
代
、
学
校
ま
で
の
道
の
り
（
三
里
？
）

を
毎
日
自
転
車
で
通
っ
た
こ
と
。
雪
が
降
っ
て
も
自
転
車

で
行
っ
て
大
変
な
目
に
遭
っ
た
。
パ
ン
ク
し
て
途
中
か
ら

歩
い
た
な
ど
、
パ
ワ
フ
ル
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
雅
子
さ
ん

ら
し
い
お
話
。

　

最
後
に
、家
族
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
。海

誉
さ
ん
は
自
慢
の
息
子
、
曜
子
さ
ん
は
と
て
も
出
来
た
お

嫁
さ
ん
、
一
緒
に
住
ん
で
い
た
三
人
の
お
孫
さ
ん
た
ち
は
、

や
っ
ぱ
り
自
慢
の
優
し
い
お
孫
さ
ん
。
田
久
保
家
は
皆
さ

ん
家
族
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
雅
子
さ
ん
に
は
「
栄
利
子
ち
ゃ
ん
は
周
ち
ゃ
ん

み
た
い
に
素
敵
な
人
と
結
婚
で
き
て
幸
せ
ね
」
と
何
度
も

言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す（
笑
）。
事
実
そ
の
通
り
で

す
が
（
笑
）、
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
、
大
好
き
と
い
う

こ
と
を
相
手
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
外
に
も
雅
子
さ
ん
と
の
お

話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
雅
子
さ
ん
に
は
自
分
の
大
事
な
責

務
を
全
う
す
る
こ
と
、
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

至
ら
な
い
私
の
こ
と
を
温
か
く
田
久
保
家
に
迎
え
て
く
だ
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さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

娘
の
小
萩
と
ま
ゆ
り
の
名
前
は
周
誉
さ
ん
が
お
孫
さ
ん

に
つ
け
た
か
っ
た
名
前
の
候
補
で
す
。
名
前
を
呼
ぶ
た
び

に
周
誉
さ
ん
と
雅
子
さ
ん
を
思
い
出
せ
て
、幸
せ
で
す
。雅

子
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
小
萩
と
ま
ゆ
り

に
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

　

大
好
き
で
す
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
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質
問
と
答
え

田
久
保
　
小
萩

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日

質
問

　

大
き
い
お
ば
あ
さ
ん
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

答
　

は
い
。

質
問

　

何
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

答　
　

・
・
・

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
七
日
来
訪
時
突
然
に

　

大
き
い
バ
ー
バ
ー
は
ね
ん
ね
し
て
る
の
。

　

大
き
い
バ
ー
バ
ー
は
。

�

（
曾
孫
）
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祖
母
と
私

田
久
保
　
良

　

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
に
結
婚
し
実
家

を
出
る
ま
で
の
二
十
七
年
間
、
祖
母
と
私
は
同
じ
屋
根
の

下
に
い
て
当
た
り
前
の
存
在
で
あ
っ
た
。
私
は
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
子
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
実
家
を
離
れ
て

か
ら
も
折
に
触
れ
帰
省
し
た
際
に
、
祖
母
の
「
お
帰
り
な

さ
い
。
良
ち
ゃ
ん
よ
く
来
た
ね
！
」
と
い
う
言
葉
と
笑
顔

を
見
る
と
心
か
ら
ほ
っ
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

祖
母
が
亡
く
な
り
一
年
近
く
な
る
。
い
ま
だ
に
本
当
に

寂
し
く
残
念
な
限
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寂
し
い
寂
し
い

と
連
呼
し
て
も
寂
し
さ
が
募
る
だ
け
で
、
祖
母
も
喜
ば
な

い
だ
ろ
う
。
新
盆
を
機
に
祖
母
と
の
想
い
出
を
書
く
こ
と

で
祖
母
へ
の
追
悼
文
と
し
た
い
。

　

小
学
生
時
代
。
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
新
聞
紙
の
ス

ポ
ー
ツ
面
の
取
り
合
い
か
ら
始
ま
る
周
と
の
殴
り
合
い
の

ケ
ン
カ
の
仲
裁
に
よ
く
入
っ
て
く
れ
た
。
二
つ
下
の
弟
を

容
赦
な
く
殴
り
に
か
か
る
（
言
い
過
ぎ
？
で
も
な
い
か
）

兄
を
止
め
て
く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
母
が
夕
食
の

準
備
中
で
ケ
ン
カ
に
気
付
か
な
か
っ
た
時
に
、
二
人
の
間

に
割
っ
て
入
り
、
体
を
張
っ
て
助
け
て
く
れ
て
、
と
て
も

頼
も
し
か
っ
た
の
を
良
く
覚
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
早
朝
の
荒
川
遊
園
地
へ
の
30
分
程
度
の
散
歩

に
一
緒
に
出
か
け
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
た

わ
い
も
な
い
会
話
を
し
な
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
一
日
を
穏

や
か
に
気
持
ち
良
く
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。
祖
母
は
、
毎
朝

散
歩
と
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
て
い
た
の
に
、
私
が
高
校

生
に
な
る
く
ら
い
か
ら
週
に
数
日
の
参
加
と
な
り
、
最
終

的
に
は
散
歩
自
体
に
行
く
こ
と
が
無
く
な
り
、
体
力
が
流

石
に
衰
え
て
き
た
の
か
な
、
な
ん
て
思
っ
て
い
た
。
今
思

え
ば
、
祖
母
と
二
人
で
い
る
時
間
は
滅
多
に
な
く
、
と
て

も
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

大
学
生
時
代
。
休
日
に
、
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
助
手
席
に

祖
母
を
乗
せ
て
、
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
へ
出
か
け
た
。
最
初

は
父
の
指
示
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
桜
の
季
節
に
花
見
に

行
っ
た
り
、父
が
卒
業
し
た
医
大
を
通
っ
た
り
す
る
と
、祖

母
は
と
て
も
喜
ん
だ
。
そ
ん
な
祖
母
の
顔
も
見
て
い
る
う

ち
に
、
私
は
休
日
に
時
間
が
あ
る
と
、
自
ら
祖
母
を
誘
い
、

毎
回
の
行
き
先
も
工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
印
象

深
か
っ
た
の
は
、
家
政
婦
の
泰
楽
さ
ん
の
一
周
忌
に
、
国

立
府
中
イ
ン
タ
ー
近
く
の
寺
院
へ
二
人
で
お
墓
参
り
を
し
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た
時
の
こ
と
だ
。
誘
っ
た
時
の
大
変
な
喜
び
よ
う
や
、
お

参
り
の
時
の
長
い
黙
祷
に
、
泰
楽
さ
ん
へ
の
深
い
愛
情
を

感
じ
た
。
今
で
も
国
立
府
中
イ
ン
タ
ー
を
通
る
と
、
あ
の

時
の
祖
母
の
横
顔
を
思
い
出
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
祖
母
は

ド
ラ
イ
ブ
の
帰
り
に
必
ず
居
眠
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
運
転
し
な
が
ら
、
祖
母

も
い
つ
の
間
に
か
歳
を
と
っ
た
な
あ
と
寂
し
く
感
じ
て
い

た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
頼
り
に
し
て
き
た
祖
母
に
、
今
度

は
自
分
が
頼
り
に
さ
れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
実

際
は
ど
こ
ま
で
で
き
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。し
か
し
、そ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
気
持
ち
で
祖
母
と
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

思
い
出
せ
ば
、
毎
朝
本
堂
に
お
茶
を
あ
げ
読
経
す
る
弛

ま
な
い
信
心
深
さ
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
か
ら
も
庫
裡
周

り
だ
け
は
掃
除
し
よ
う
と
す
る
几
帳
面
さ
、
私
が
年
末
に

祖
父
の
墓
所
を
掃
除
し
た
時
に
見
せ
る
心
か
ら
の
感
謝
の

言
葉
と
笑
顔
、様
々
な
祖
母
の
思
い
出
が
溢
れ
て
く
る
。ど

の
思
い
出
に
も
祖
母
の
懐
の
深
さ
、
周
り
の
人
間
へ
の
深

い
愛
情
、
細
や
か
な
思
い
や
り
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
よ
く

周
囲
か
ら
も
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
」
と
か
ら
か
い
半
分
で

言
わ
れ
て
い
た
私
も
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
」
の
名
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
祖
母
に
受
け
た
優
し
さ
、
思
い
や
り
を
周
り
の

人
間
に
還
し
て
い
き
た
い
。

　

あ
り
が
と
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
合
掌
。
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雅
子
お
ば
あ
さ
ま

田
久
保
　
和
紀

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
よ
く
来
て
く
れ
た
ね
。」

　

雅
子
お
ば
あ
さ
ま
の
家
に
行
く
と
、
い
つ
も
リ
ビ
ン
グ

の
椅
子
に
座
り
、
優
し
い
笑
顔
と
こ
の
言
葉
で
迎
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
大
学
三
年
生
の
時
。

　

そ
の
時
も
同
じ
笑
顔
と
同
じ
言
葉
で
私
を
迎
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
た
私
は
、
と
て
も
心
が
和
ら
い

だ
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
階
段
の
下
か
ら
「
梨
が
む
け
た
わ
よ
」
と
い
う
お
ば

あ
さ
ま
の
声
が
し
ま
し
た
。
急
い
で
下
に
降
り
て
い
く
と
、

「
美
味
し
い
梨
が
届
い
た
か
ら
」と
お
盆
に
載
せ
て
渡
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
梨
を
む
い
た
だ
け
の
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

に
は
そ
の
心
遣
い
が
ど
ん
な
お
も
て
な
し
よ
り
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
ど
ん
な
時
で
も
優
し
い
笑
顔
の
お
ば

あ
さ
ま
が
そ
こ
に
は
い
ま
す
。
結
婚
後
初
め
て
伺
っ
た
時

も
娘
が
生
ま
れ
て
伺
っ
た
時
も
、
暖
か
い
心
で
迎
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
笑
顔
は
私
の
心
を
安
心
さ

せ
、明
る
く
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
で
も
戸
を
開
け
、リ

ビ
ン
グ
の
椅
子
を
見
る
と
、お
ば
あ
さ
ま
が「
い
ら
っ
し
ゃ

い
。
よ
く
来
て
く
れ
た
ね
」
と
言
っ
て
下
さ
る
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。
今
は
ま
だ
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
お
ば

あ
さ
ま
が
安
心
し
て
微
笑
ん
で
下
さ
る
よ
う
な
家
族
で
い

ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。





写
真
集
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1339年（暦應２年）
南北朝時代の板碑（福性寺最古の
墓石）梵字が書かれています
秩父緑泥片岩製
The oldest tombstone in 
Fukushōji temple. This was 
erected in 1339 AD during the 
Nanbokuchō period. The stone is 
chlorite schist from Nagatoro in 
Chichibu district of Saitama 
prefecture. Three Sanskrit 
characters are written on the 
surface of the stone.

1600年頃梶原塚　最も古い部分
1904年（明治37年）に福性寺に移設されました

（堀船郷土史より）
Stone made Buddhist statues in Kajiwarazuka (old 
monuments of the Kajiwara family and Masakage 
Kajiwara (1548-1615), the ruler of the area around 
Fukushōji temple in those days) erected around 
1600 AD. They currently comprise four statues, the 
Kōmyō Shingon (Light Mantra) pagoda, and the 
Hōkyōin pagoda. These were transferred to 
Fukushōji temple in 1904 from their original location 
close to Sumidagawa (Sumida River) about 5 
minute walk away.

1600年頃梶原塚　光明真言塔
光明真言が書かれています
1904年（明治37年）に福性寺に移設

（堀船郷土史より）
Kōmyō Shingon (Light Mantra) pagoda 
erected around 1600 AD.
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1600年頃梶原塚　宝篋印塔
1831年（天保２年）に再興
1904年（明治37年）に福性寺に移設

（堀船郷土史より）
Hōkyōin pagoda, a style of pagoda 
containing the Hōkyōin sutra in 
Sanskrit. It was erected around 1600 
AD and rebuilt in 1831, before it was 
transferred to Fukushōji temple in 1904. 

1600年頃梶原塚
蓮の花と梶原塚

（撮影2010年７月30日）
Lotus flowers and the Hōkyōin 
pagoda, photographed in July, 

2010. Lotus flowers bloom at 
the temple from June to August.

1625年（寛永２年）開眼の
福性寺ご本尊様 大日如来　

Dainichinyorai (Mahavairocana in 
Sanskrit), the main statue of Fukushōji 
temple. The eye opening ceremony 
was performed in 1625 AD, when 
Fukushōji had 20-40 supporting 
families. 
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1655年（明暦元年）からの過去帳（右）
江戸時代初期からのお戒名を収録

Records maintaining the family register of 
deaths (Kakochō or Reikanbo), dating back 
from 1655. 

1800年代（江戸時代後期）
右弘法大師尊像（昭和39年に
修理）左興教大師尊像
Statues of Kōbō Daishi (right), 
the founder of Shingon 
Buddhism, Vajrayana in 
Japan, and Kōgyō Daishi (left), 
the founder of Shingi-Shingon 
Buddhism (New Shingon 
sect). These statues were 
made about 150 years ago.

1673から1681年 延宝時代（徳川家綱 綱吉の時代）の梶原堀之内村や船方村の古地図
現在の隅田川（荒川）は戸田川と記載されています

Old map of Kajiwara-Horinouchi village, Funakata village, and neighboring villages 
during the Enpō era (1673-81) of the Edo period.
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1682年（天和２年）　福性寺の門前 延命地蔵尊　1982年（昭和57年）11月撮影
Statue of Jizōbosatsu, Ksitigarbha Bodhisattva, who looks over children, travelers, 
and the underworld, at the first gate of Fukushōji temple. The statues were installed in 
1682 and photographed in 1982.

1688年（元禄元年）庚申塔（中央）
庚申待ちの行事が行われていました

Hōkyōin pagoda (right) and Kōshin 
pagoda (left). The Kōshin-machi ritual 

(staying awake throughout the night 
during Kōshin days) was established 

in the Edo and Meiji periods.

1680年（延宝８年）８月18日
領主水野家の聖観音像　水野信定の墓
剣の名手であったと言われています　何がしかの時代小
説に出てくるとの話を聞きました
Shō Kan-non zo, Sacred Aryavalokiteśvara. This is the 
tombstone of Shinjō Mizuno, a vassal (feudal lord) of 
the Tokugawa Shōgunate, who ruled the area around 
Fukushōji temple in the Edo period. He died in 1680.
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1834～6年（天保５～７年）
江戸名所図会　梶原塚 宝篋印塔など背の高いものは見えません

Kajiwarazuka in the Edomeishozue. Kajiwarazuka was connected with Masakage 
Kajiwara, who was the 4th generation descendant of Dōkan Ōta. The Edomeishozue 
(published twice in 1834 and 1836) describes that there were some stone statues and 
stone steps in the Kyōho period (1716-36), but they were swept into the Sumidagawa 
(Sumida river) in a flood. By the time the writer visited Kajiwarazuka, only a pine tree 
had remained. Based on the description carved on Hōkyōintō pagoda of 
Kajiwarazuka, it was rebuilt in 1825. Therefore, the writer of Edomeishozue must have 
visited Kajiwarazuka before that time. Edomeishozue was edited by three generations 
of the Saito family, a Nanushi (town head) from about 1789 to 1836. The tram stop 
“Kajiwara” was named after Kajiwarazuka, and the old name was Kajiwara Horinouchi 
village.
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1834～
6年（

天
保

５
～

７
年

）
江

戸
名

所
図

会
　

豊
島

西
福

寺
と

梶
原

塚
Kajiw

arazuka and Saifukuji tem
ple in the Edom

eishozue.
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1855年(安政2年)12月 武州豊島郡梶原堀之内村絵地図
梶原堀之内村 村役人惣代 名主石井忠三郎と名主の補佐役である組頭石井常七から幕
府普請方役所に安政2年に提出された　1 福性寺 2 白山神社 3 梶原塚 4 鎌倉街道 5
神明社　現在、神明社はなくなっています　編者が一部改変追加
Old map around Fukushōji temple (1), dated 1855 of the Ansei era of the Edo period. 
2: Hakusanjinja (Hakusan Shintō Shrine), 3: Original location of Kajiwarazuka, 4: 
Kamakura Kaidō (Kamakura highway), 5: Shinmeisha (Shinmei shrine). 
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1904年
(明

治
37年

)の
福

性
寺

の
本

堂
茅

葺
き

屋
根

で
し

た
　

関
東

大
震

災
前

に
屋

根
を

瓦
葺

き
に

し
ま

し
た

The oldest picture of the m
ain hall of Fukushōji tem

ple in 1872. The roof w
as thatched. This w

as a printed picture probably 
distributed at som

e opportunity.  In a docum
ent from

 1873, it w
as unclear w

hether the hall had been founded. 
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1900年（明治33年）頃
権田雷斧管長（1847～1934年）筆
の山号扁額
The plaque in the main hall of 
Fukushōji. Hakuōzan is the honorific 
mountain name prefixed to the 
temple’s name. It was inscribed by 
Reverend Raifu Gonda (1847-1934), 
who transferred Shingon Esoteric 
Buddhism from Japan back to China 
in 1924, due to the obsolescence of 
Esoteric Buddhism in China in those 
days. There are followers of Shingon 
Buddhism among people in Hong 
Kong, Vietnam, Canada, etc., who 
are originally from China.

1913年（大正２年）
法類滝野川寿徳寺住職

宮木宥弌師作三宝
Sanpō, a small wooden offering stand 

made in 1913 by the Rev. Yūitsu Miyagi, 
the previous head priest of Jutokuji 

temple, a member of our dharma family.

1917年（大正６年）以前
藤本饒誉師

（1917年４月１日入寂）
常用経典
The oldest sutra of Fukushōji 
temple, originally used by Rev. 
Jōyo Fujimoto, who died in 1917, 
which was then succeeded by 
Rev. Shōryō Katōno, Rev. Shūyo 
Takubo, and myself in turn.
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1920年（大正９年）代
中央周誉師

Rev. Shūyo Takubo and his friends when they were students (around 1920). 

1920年（大正９年）代
草津温泉における托鉢　後列左から４人目周誉師

Rev. Shūyo Takubo and his priest colleagues on a path of begging for alms in the 
Kusatsu hot spring district (around 1920).
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1925年（大正14年）頃完成の本堂
1957年（昭和32年）頃撮影

関東大震災後から1962年までの福性寺本堂スクーターの
ナンバーは45454
The Main Hall of Fukushōji temple built around 1925 after 
the Great Kanto Earthquake, photographed in 1957.

1921年（大正10年）以前 
大正10年７月８日死亡
上東野照良師（周誉師の叔父）
Rev. Shōryō Katōno, the late head 
priest of Fukushōji temple, who died 
in 1921. He was an uncle of Rev. 
Shūyo Takubo.
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1926年（大正15年）頃
雅子７歳 父秀雅師 叔母２人 一弟弘章師 二弟稔様と（三郷市彦倉延命院）

Ms. Masako Takubo’s family at the Shichi-Go-San festival in 1926. Shichi-Go-San 
is a rite of passage for children when they are seven, five, and three years old. 

1928～1931年（昭和３～６年）頃
３列目右から４番目周誉師（総本山長谷寺）

Teachers and colleagues of Rev. Shūyo Takubo at Hasedera Head Temple of the 
Buzan school of Shingon Buddhism.
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1929年（昭和４年）10月８日　伝法潅頂
２列目右から２人目 周誉師（田端與楽寺）

The Denpōkanjō (one of the most important rituals in Shingon Esoteric Buddhism 
to transmit the Dharma from a master to a disciple) held at Yorakuji temple in 
Tabata in 1929, in which Rev. Shūyo Takubo participated as a disciple.

1932～1936年（昭和7～11年）頃 
法類の淳誉師（中央）と周誉師（左）巣鴨真性寺にて

Rev. Shūyo Takubo and his colleagues at the garden of Shinshōji temple in 1930.
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1932～1936年（昭和7～11年）頃
法類の清水淳誉師（左）と星祐聖師（中央）

周誉師（右）
Rev. Junyo Shimizu, and fellow disciples, 
Rev. Yūsei Hoshi and Rev. Shūyo Takubo.

1931年（昭和６年）３月
大正大学卒業アルバムから

周誉師
A portrait of Rev. Shūyo Takubo, 
the former head priest of Fukushōji 
temple, on the occasion of his 
graduation from Taisho University.

1932年（昭和７年）以降
大正大学聖語学研究室荻原雲来教授（中央）

周誉師（中央後ろ） 周誉師から左へ4人目 久野芳隆教授
Professor Rev. Unrai Ogiwara (center), the world famous scholar of Sanskrit and 
members of his department at Taisho University around 1932. The picture includes 
Rev. Shūyo Takubo (right behind Professor Ogiwara) and Professor Hōryū Kuno 
(fourth to the left of Rev. Shūyo Takubo).
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1935年（昭和10年）頃
女学校の同級生峰岸様姉妹と（中央雅子）

Ms. Masako Takubo (front), formerly 
Masako Ishii, when at a girls’ high school, 
with her friend, Ms. Kusuko Minegishi 
(right), and Ms. Minegishi’s sister (left).

1937年（昭和12年）頃
「雅子十九才の春」との裏書きあり
Ms. Masako Takubo at the age of 19.

1937年頃（昭和12年頃）
雅子

Ms. Masako Takubo with her hair done in 
the old Japanese style.

1935年（昭和10年）　荻原雲来教授
現在でもサンスクリット語学の泰斗とし
て世界的に知られています
Professor Rev. Unrai Ogiwara, PhD (Feb. 
2, 1869～Dec. 20, 1937), a professor of 
Sanskrit at Taisho University. He is still 
remembered as one of the world’s most 
eminent Sanskrit scholars, and as an 
excellent mentor. He lectured to many 
students including Professor Rev. Hōryu 
Kuno and Rev. Shūyo Takubo.
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1939年（昭和14年）６月21日
悉曇講伝記念（５列目左周誉師 田端與楽寺）

Siddhaṃ Kōden (esoteric lecture of a script in Siddhaṃ, or old Sanskrit) by the Rev. 
Zenkyō Hiraoka, Grand Abbot and Master of the Buzan school of Shingon 
Buddhism, at Yorakuji temple.

1941年（昭和16年）頃
雅子と長女紀子
（福性寺庫裏）

Ms. Masako Takubo and 
her first daughter.

1942～3年（昭和17～18
年）頃
雅子二弟の浅水稔様

（大東亜戦争中）
巡洋艦「大淀」に勤務
Mr. Minoru Asamizu, a 
younger brother of Ms. 
Masako Takubo, during 
World War II.

1940年（昭和15年）まで15
年間福性寺の住職を務められ
ました鳥居敬誉猊下です
後に真言宗豊山派管長 総本
山長谷寺の化主を務めました
Rev. Keiyo Torii (Grand Abbot 
and Master of the Buzan 
school of Shingon Buddhism) 
who assumed the post of 
head priest around 1925 and 
remained so for 15 years 
until 1940.



－ 115 －

1943年（昭和18年）冬
久野芳隆教授とご家族

四女吉川佳子様から頂きました
Professor Rev. Hōryū Kuno’s family 
in Dec 1943. Professor Kuno was 
born on Oct 15, 1898 and died on 
Jan 5, 1944. He was a professor of 
Sanskrit at Taisho University and 
Taihoku (Taipei) Imperial University 
in Taiwan.

Schema of the family photo 
drawn by Ms. Keiko 
Yoshikawa, the fourth 
daughter of Professor Kuno, 
in March, 2015.

1944年（昭和19年）６月　家族４人で
周誉師旧満州より帰国中　北シ出発（６月15日）前

（福性寺旧客殿前）
The Takubo family in front of the old reception 
house in 1944.

1944年（昭和19年）以前
久野芳隆台北帝国大学教授

（1889～1944年）寄贈の仏頭
1941年のインドシナ調査旅行で将来

A statue of the Buddha head donated by 
Professor Rev. Hōryu Kuno of the Taihoku 
(Taipei) Imperial University, in 1944.  He 
was the head priest of Ryūkōin temple.
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A bird’s eye view
 of the area around Fukushōji tem

ple just after the G
reat Tokyo Air R

aid by Am
erican bom

bers (Tokyo 
D

aikūshū) on M
arch 10, 1945. M

eiji Avenue, O
ji station, and Asukayam

a are recognizable.
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1947年（昭和22年）頃
前例左右紀子、千穂子、後列右から弘章師

君子夫人（三郷市彦倉延命院虚空蔵堂横）
Rev. Kōshō Ishii (right) and his family at 

Enmeiin temple, Misato city, Saitama 
prefecture.

1948年（昭和23年）４月２日
周誉師伝法潅頂

The Denpōkanjō (Shingon Esoteric Buddhist ritual to transmit the Dharma, pouring the 
sacred water on the head of a disciple) held for Rev. Shūyo Takubo at Yorakuji temple, after 
which he was granted the rank of Ajari (Master of Shingon Esoteric Buddhism) in 1948.
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1950年（昭和25年）４月　堀船小学校
Horifuna Elementary School in 1950, built right after the Great Tokyo Air Raid 
by American bombers (Tokyo Daikūshū), March 10, 1945.

1951年（昭和26年）頃
最前列右から２人目鳥居敬誉猊下４人目佐伯堅城師後列右から２人目周誉師

Priests of Shingon Esoteric Buddhism.
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1952年６月（昭和27年）
田久保周誉著堀船郷土史　2012年９月復刻版発行
“Horifune Kyōdoshi”, a local history book written by 
Rev. Shūyo Takubo, published in 1952.

1954年（昭和29年）２月10日
真性寺法類会の皆様（伊東温泉松川館）

Group tour of the Shinshōji Hōruikai, the 
association of masters and disciples (Dharma 
family) of Shinshōji temples, at a spa-resort in Izu.

1954年（昭和29年）10月
姉の日光修学旅行に同行、左から船平修先生
海誉 雅子 問矢福雄様ご兄弟（３等車 上野駅）
Horifuna Elementary School’s group trip to Nikkō 
in 1954.

1955～1957年（昭和30～
32年）頃　筑波山
後ろ右田口様（お檀家荒井家
ご親戚）左雅子
Ms. Masako Takubo and her 
friends at Tsukubasan (Mt. 
Tsukuba).
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1956年（昭和31年）５月
高野山参拝旅行

石井英四郎様（左）
Fukushōji temple’s group 

tour to Koyasan 
Kongōbuji Head Temple 

in 1956.

1957年（昭和32年）３月
大東亜戦争殉難慰霊碑開眼供養（福性寺本堂前）

堀船地区の全ての戦病没者107柱のお名前があります
Eye Opening Ceremony held at the monument in Horifune, dedicated to soldiers who 
fell in World War II (Daitōa War, Great East Asia War, Asia Pacific War). The 
monument bears the names of all the fallen soldiers who were from Horifune.
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1957年（昭和32年）３月
周誉師と宮下石材店主（長野
県）小宮家墓所にて
Rev. Shūyo Takubo at the 
cemetery of the Komiya family 
in 1957.

1957年（昭和32年）３月
大東亜戦争殉難慰霊碑開眼供養法要周誉師表白文

The prayer written by Rev. Shūyo Takubo at the Eye-opening ceremony for the 
monument to soldiers from Horifune who fell in World War II.

1957年（昭和32年）３月新調
大東亜戦争の戦病死者全体のお位牌

施主は堀船地区遺族会
The mortuary tablet for soldiers from 

the Horifune area who fell in World War 
II. This tablet was donated by the 

association of the families of the war 
dead.
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aishi in 816, led by m
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ple in 1957.
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G
roup tour to Kaw
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aji spa, held by Fukushōji tem

ple in 1957.
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1956年（昭和31年）11月
堀船中学校の先生方と（箱根）
Ms. Masako Takubo with her 

colleague from the Horifune Middle 
School PTA and teachers of Horifune 

Middle School.

1959年（昭和34年）元旦
本堂玄関

A neighbourhood child at the 
entrance to the main building of 
Fukushōji temple.

1959年（昭和34年）元旦
ブロック塀が完成

Main building of Fukushōji temple built 
around 1925 after the Great Kantō 
Earthquake, photographed when the 
concrete block wall was completed in 1959.
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1959年（昭和34年）１月３日
母の伯父吉岡経蔵様82歳

Mr. Keizo Yoshioka, an uncle of Ms. 
Masako Takubo, photographed in 1959. He 
was a disabled ex-serviceman of the 
Russo-Japanese War (1904-5).

1959年（昭和34年）７月10日　堀船小学校神道式プール開き式
背中伊藤吉春校長
Shinto-style opening ceremony for the swimming pool at 
Horifuna Elementary School in 1959.

1960年（昭和35年）頃
ご法類 左から鳥居敬誉猊下 周誉師 清水教誉猊下 新井泰誉師

An Ajari (Acarya in Sanskrit, also transliterated as Ajariya, “model/example”, i.e. a 
great master who serves as an example to his disciples and teaches the Dharma), 
Rev. Kyōyo Shimizu and his disciples at Shinshōji temple Hōruikai, his Dharma family.
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1960年（昭和35年）４月10日
堀船小学校勤務評定問題の時に発刊されました

A booklet by Mr. Masayuki Takagi published in 1960.

1960年（昭和35年）６月27日
PTAの役員と左から高木正之様

松村様 田久保 望月武様（諏訪湖）
Ms. Masako Takubo and members of the PTA of 
Horifuna Elementary School on a group tour to Suwako 
(Lake Suwa) in 1960.

1960年（昭和35年）頃　ご法類旅行にて　清水教誉猊下（右）と周誉師
Ajari, a Buddhist master, Rev. Kyōyo Shimizu and his disciple Rev. Shūyo Takubo on a 
Dharma family tour in 1960. Rev. Kyōyo Shimizu was Grand Abbot and Master in the 
Buzan school of Shingon Buddhism.
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1963年（昭和38年）頃
福性寺裏の荒川（隅田川）

Sumidagawa (Sumida River) 
in 1963, when it was 

considerably polluted.

1963年（昭和38年）８月頃
本堂屋根瓦寄付の立て札

Rev. Shūyo Takubo and Ms. Masako Takubo in 
the summer of 1963. 

1964年（昭和39年）年
11月３日
本堂落慶

（2009年９月23日
秋分彼岸会撮影）

Fukushōji temple’s main 
hall on the autumn equinox 

holiday, Sept 23, 2009. 
This hall was built in 1964.
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1964年（昭和39年）年11月３日 
本堂格天井 周誉師筆 萩原東邨様刻 梵字光明真言と中央人天蓋

（2013年12月撮影）
Coffered ceiling of Fukushōji temple, and Komyō Shingon, Light Mantra, written by 
Rev. Shūyo Takubo, carved by Mr. Touson Hagiwara.
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1964年（昭和39年）頃
庫裏の新築工事現場

（現在の庫裏）
檀徒総代石井英四郎様と
Mr. Eishirō Ishii and Rev. 

Shūyo Takubo. Mr. Ishii was 
responsible for building the 
living quarters of Fukushōji 

temple in 1964, serving as a 
representative of the temple’s 

supporting members.

1964年（昭和39年）11月３日
本堂落慶法要大導師 鳥居敬誉猊下表白文

The prayer by Rev. Keiyo Torii, Grand Abbot and Master of the Buzan school of 
Shingon Buddhism, written for the inauguration ceremony for the new main building of 
Fukushōji temple on Nov 3, 1964. 
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ple held on N

ov 3, 1964. 
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1964年（昭和39年）　八角堂
お檀家堀江秀幸様撮影

（平成25年３月）
The main hall of Fukushōji 
temple photographed by a 

temple supporter, Mr. 
Hideyuki Horie, at Higan-e in 

Spring 2013.

1965年（昭和40年）頃
荒川と林立する煙突
Sumidagawa (Sumida river) 
in 1965, when there was 
marked water pollution. 
Many chimneys can be seen 
nearby.

1965年（昭和40年）頃
福性寺の六地蔵様と

近所の子供
The previous gate of 

Fukushōji temple with a 
neighborhood child. The Six 
Jizō bosatsu (Ksitigarbhas, 

one for each of the six 
realms, believed to rescue 

beings reborn there) can be 
seen.
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1969年（昭和44年）６月
堀船中学校卒業生父母の会名簿
A booklet listing the membership of 
Horifuna Middle School PTA. 

1970年（昭和45年）
霧ヶ峰世界霊廟中観山同願院昭和寺 
山崎良純師筆梵文般若心経
最後の国際学生ゼミナールのおりに
海誉が撮影
1991年（平成３年）７月撮影
Hannya Shingyo, Heart Sutra, in 
Sanskrit at Shōwaji temple, 
Kirigamine, Nagano prefecture, 
calligraphed by Rev. Ryōjun 
Yamazaki under the guidance of 
Professor Rev. Unrai Ogiwara, and 
revised by Rev. Shūyo Takubo.

1970年（昭和45年）春彼岸　石井英四郎様寄贈本堂内陣飛天
石井家先祖代々の為 （2013年12月撮影）

Two sculptures of Hiten, Buddhist celestial maidens, at the mail hall of Fukushōji 
temple, donated by Mr. Eishirō Ishii in 1970. The maidens fly elegantly around the 
Buddha, offering praise by playing musical instruments.
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1972年（昭和47年）４月
周誉師文学博士学位受領祝賀会 左岩本様

Celebration in honor of Rev. Shūyo Takubo earning the degree of Doctor 
of Literature (a degree in Japan equivalent to a PhD) in April 1972.

1973年（昭和48年）新調
お檀家全体のお位牌

The mortuary tablet for all the 
family supporters and members of 
Fukushōji temple, made in 1973.1974年（昭和49年）６月

客殿落慶
Guest building of Fukushōji temple completed 
in 1974. This building was built based on the 
members’ donations and the proceeds from 
sales of Fukushōji temple’s land.
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1975年（昭和50年）頃
お檀家の高橋稲様（中央）と団参

A temple member, Ms. Ine 
Takahashi (center), her friend 

(right), and Ms. Masako Takubo 
(left) on a group tour to various 

temples.

1976年（昭和51年）１月
高橋稲様ご寄付の

御影石橋完成
左に六地蔵様

The former gate of Fukushōji 
temple in 1976. The small 

bridge of granite was donated 
by Ms. Ine Takahashi.

1977年（昭和52年）１月
岩槻市慈恩寺
玄奘三蔵法師遺骨塔参拝
左から周誉師 曜子 雅子
The Takubo family, at Jionji temple, 
Iwatsuki city.
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1977年（昭和52年）12月
彦倉延命院庫裡上棟式

左周誉師 読経中石井秀誉師
Jōtōshiki (ridgepole-raising ceremony) for 
the living quarters at Enmeiin temple, 
Misato city, in Dec 1977. The head priest 
was, and still is, Rev. Shūyo Ishii. 

1979年（昭和54年）４月29日　福性寺山門上棟式 総代様世話人様 雅子撮影
Jōtōshiki for the Fukushōji gate held on April 29, 1979. Attendees include Rev. Shūyo 
Takubo, Shunkō Hoshi, Kaiyo Takubo, three representatives of temple members and 
supporters (Mr. Yogorō Ishii, Mr. Takeo Komiya, Ms. Kachi Horie), and temple 
members.

1978年（昭和53年）5月15日
周誉師大僧正に昇任　

Rev. Shūyo Takubo. He was 
installed as a priest of the 
highest order in the Buzan 
school of Shingon Buddhism 
on May 15, 1978.
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1979年（昭和54年）10月６日
山門扁額

シリーダラニムカ
聖なる真言陀羅尼宗の寺

Plaque over the gate of Fukushōji: 
“Sacred Temple of Shingon Dharani 
Buddhism” calligraphed in Sanskrit by 
Rev. Shūyo Takubo, and engraved by 
Mr. Touson Hagiwara.

1979年（昭和54年）10月６日
山門完成

Upton教授夫妻と
（2011年８月撮影）

Fukushōji temple’s gate when 
Professor Melissa Upton visited in 
2011. The gate was completed on 

Oct 6, 1979.

1979年（昭和54年）表梵字裏書周誉和尚
2006年（平成18年）表お戒名お施主様名

雅子筆お塔婆
 Stupas, wooden grave plaques, 

calligraphed by Rev. Shūyo Takubo and 
Ms. Masako Takubo.
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1979年（昭和54年）10月８日
周誉師密葬出棺時ご挨拶　石井與五郎様
Private funeral ceremony for Rev. Shūyo Takubo 
held by Rev. Kaiyo Takubo and his family in 1979.

1980年（昭和55年）
田久保周誉大僧正業績集（一周忌）

Compiled academic works of Rev. Shūyo 
Takubo, published in 1980. 

1979年（昭和54年）11月23日
周誉師本葬儀

Formal funeral ceremony for Rev. 
Shūyo Takubo held by Fukushōji 
temple and temple members in 
1979.

1980年（昭和55年）8月1日　水屋の真言宗式地
鎮法（鎮宅不動法） 導師の星俊光師と工事関係者

左から2人目野沢工務店野沢君造様
右田久保曜子

Jichin-sai of Mizuya, a hut for worshippers. 
Jichin-sai refers to a Shinto or Buddhist 
ground-breaking ceremony. The Buddhist one 
is a prayer to the Buddhas and all the regional 
spirits, from whom the permission to build on 
the site is granted. This ceremony was held by 
Rev. Shunkou Hoshi on Aug 1, 1980.
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1981年（昭和56年）２月12
日　白バラ会
伊豆熱川温泉にて
前列左から伊藤様（お檀家）
金子様 白石様（お檀家）
水野様 小林様
後列左から栄様 雅子
向山様 戸田様
塩野谷様（お檀家）泰楽様
Shirobarakai women’s club 
tour to Izu-Atagawaonsen 
(Izu-Atagawa spa) in 1981.

山門落慶の奉告法要（ご本
尊様に謹んでお知らせする

法要）後の記念写真
総代世話人様方
住職とその家族

After the ceremony to 
report the completion of the 

main gate to the main 
statue of Fukushōji temple, 
in front of the main hall on 

April, 1981.

1981年（昭和56年）5月2日
福性寺山門落慶
住職晋山披露パーティー

（東京グランドホテル）
堀船3丁目町会の皆様
At the party to commemorate 
the completion of the main 
gate and inauguration of the 
new head priest, Rev. Kaiyo 
Takubo, of Fukushōji temple, 
at Tokyo Grand Hotel on May 
2, 1981.
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1983年（昭和58年）11月５日　弘法大師千百五十年ご遠忌（巣鴨真性寺）
After the ceremony to commemorate the 1050th anniversary of Kōbō Daishi’s Nyūjō 
(entering into his eternal meditation) held at Shinshōji temple in 1983. A great service to 
pay tribute to Nyūjō of the founder of Shingon Buddhism is performed every 50 years.

1983年（昭和58年）１月
海誉長男圭誉次男周と（客殿前）
Ms. Masako Takubo and her two 
grandsons, Keiyo and Shū.

1984年（昭和59年）４月
麦の会会員名簿

A booklet containing a 
membership list of the Muginokai, 
a local women’s club in Horifune.
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1983年（昭和58年）
11月15日

真言宗豊山派香港ご遠忌法要の
後ボロブドールにて

（11月11日～17日）
Ms. Masako Takubo in 

Borobudur Temple Compound in 
1983.

1985年（昭和60年）４月13日
延命院落慶式
雅子 左から周 良 圭誉（圭司）
Ms. Masako Takubo and her three 
grandsons at the inauguration ceremony 
of Enmeiin temple, Misato city, Saitama 
prefecture, on April 13, 1985. 
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1985年（昭和60年）
８月29日～９月８日

ヨーロッパ旅行ベニス
伊澤様 高野様と

Ms. Masako Takubo and her 
friends in Venice in 1985.

元旦読経会における般若心経の音読
元旦読経会は1985年（昭和60年）に始まり総代石井與五郎様の発案でした

2016年（平成28年）元旦撮影
New Year’s Day service inaugurated by Fukushōji temple in 1985. At the 
service, all the participants chant the Hannya Shingyo (Heart Sutra) and 
Kōmyō Shingon (Light Mantra), as well as a western musical Buddhist hymn, 
Ochikai (“I swear”), and offer incense. The New Year’s Day service begins at 
10 AM. This photo was taken on Jan 1, 2016.
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1984年（昭和59年）５月１日　福性寺参拝旅行 高野山にて
Pilgrimage led by Fukushōji temple on May 1, 1984, to commemorate the 1050th 
anniversary of Kōbō Daishi’s Nyūjō (entering into his eternal meditation) at Kōyasan 
Kongōbuji temple.

1989年（昭和64年）7月新盆供養法要　この年から新盆供養法要が始まりました
お盆飾りを説明しています　2015年（平成27年）7月12日撮影

Memorial service called Niibon (New Obon), also known as Hatsubon, the first Obon 
following the death of a family member in the past year, held on the first Sunday in July 
at Fukushōji temple. Obon is formally Urabon-e, in that period, ancestral spirits return 
to their home in this world. At Obon, a household starts to welcome all the ancestral 
spirits on July 13th and see them off on July 15th. Photographed on June 1, 2014.
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1989年（平成元年）10月14日　福性寺西福寺清光寺合同中国参拝旅行
西安市 興教寺 玄奘三蔵法師遺骨塔

右から３人目新井豊誉師　右から８人目小松原俊誉師
Group tour to Chinese temples organized by three temples, Fukushōji, Saifukuji, and 
Seikōji, in July 1989. Photo taken at the pagoda enshrining the remains of Rev. 
Xuanzang (602-664) in Xingjiao Temple.

1988年（昭和63年）６月14日　興教寺常明師と海誉
福性寺お檀家からお預かりした興教寺涅槃仏寄付金を住職常明師に手渡す（約40万円）
Rev. Kaiyo Takubo at Xingjiao Temple in Xi'an city, China, in 1988, with the head priest. 
Rev. Takubo offers Dana (a donation) from Fukushōji Temple members to the head 
priest of Xingjiao Temple.
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1991年（平成３年）
お檀家の福田きよ子様と

（最上霊場巡り）
Ms. Masako Takubo and her friend. 

Ms. Kiyoko Fukuda and Ms. Masako 
Takubo make a pilgrimage to all the 33 

temples in the Mogami district.

1991年（平成３年）５月25日　母の友人
左から小幡様 滝村様 川村様 戸田様
Ms. Masako Takubo and her friends.

1991年（平成３年）
納骨堂白宝殿完成
Hakuhōden, a building to house 
the ashes of the dead, at 
Fukushōji temple, built in 1991.

1991年（平成３年）　仏教徒海外奨学基金設立
A poster for the Buddhist Overseas Scholarship 
founded in 1991, managed by 8 temples and 
interested lay persons. The scholarship secretary is 
now the head priest of Fukushōji temple.
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1991年（平成３年）10月６日
涅槃仏建立
周誉師十三回忌に建立
A statue depicting Nehanzō, the 
Buddha in Nirvana, Fukushōji 
temple. The eye opening 
ceremony was performed in 
1991. This statue was donated by 
priests and interested members 
of the temple to commemorate 
the 13th memorial service of Rev. 
Shūyo Takubo (1906-79), the late 
head priest (1933-79).

1991年（平成３年）６月
お檀家関町喜春様寄贈肉筆胎蔵界大日如来（お父様の13回忌菩提の為）

Original drawing of Dainichinyorai (Mahavairocana of the Matrix Mandala) 
donated by a temple member, Mr. Yoshiharu Sekimachi, in 1991.
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1994年（平成６年）４月
パスポート

Ms. Masako Takubo’s passport.

1995年（平成７年）頃
親友の左から泰楽様 塩野谷様（お檀家）伊藤様（お檀家）戸田様と
Ms. Masako Takubo, Fukushōji temple members, and her friends.

1996年（平成８年）
河津桜見物旅行

Ms. Masako Takubo under a cherry tree 
in Kawazu, Shizuoka.
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1996年（平成８年）５月24日
済南市興国寺

Tour to temples in China in 1996. Photo taken at 
Jinan city (Sainan-shi).

1998年（平成10年）２月９日
香港旅行

お檀家（間矢様）や町会の皆様と
Tour to Hong Kong with temple members and their friends in 1998.
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2000年（平成12年）頃
海老原様 小幡様と
Beside Nehanzō, a 
statue depicting the 
Buddha in a state of 
nirvana, Ms. Masako 
Takubo, her friend, Ms. 
Chiyoko Obata, and a 
temple member Ms. 
Aiko Ebihara in 2000.

2000年（平成12年）代
こだま旅行社主催の旅行で

Ms. Masako Takubo 
dancing at a party.

2000年（平成12年）12月
田久保海誉著　食道の病理学に関する教科書
第１版出版　第３版表紙（2017年）
Cover of Pathology of the Esophagus, 3rd ed. by 
Kaiyo Takubo, MD, PhD, published in 2017 by 
Wiley Japan, Tokyo. The first edition was 
published in 2000. The 2nd edition was 
published 2007 by Springer in Tokyo, Berlin, 
Heidelberg, and New York. The present 
publication was partly supported by Fukushōji 
temple.
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2003年（平成15年）５月
福性寺主催韓国団体参拝旅行

宮本宥慶師夫人と
At lunch on a group tour to 

temples in South Korea led by 
Fukushōji temple in 2003.

2001年（平成13年）　福性寺主催中国団体参拝旅行（碑林）
Group tour to temples in China led by Fukushōji temple in 2001. At the Forest of 
Stone Steles Museum.

2003年（平成15年）年
５月10日
韓国の花祭り屋根瓦寄付裏書き
Donation for roof tiles to a temple in 
Korea by Ms. Masako Takubo on 
May 10, 2003. Donors are supposed 
to write their names, addresses, and/
or supplication sentences on the 
backside of tiles.
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2004年（平成16年）1月12日　真言宗式結婚式
式中に戒師は戒（仏教徒が守るべき自分を律する道徳規範）を授けます

Shingon Buddhist wedding ceremony at Fukushōji temple on Jan 12, 2004. The 
precepts master delivered Buddhist precepts to the couple at the ceremony. 

2005年（平成17年）４月
麦の会会員名簿表紙
A booklet containing a 
membership list of the Muginokai, 
a regional women’s club, in 2005.
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2008年（平成20年）４月27日　雅子90歳誕生日会（池袋聘珍楼）
The birthday party for Ms. Masako Takubo to celebrate her 90th year of life, 
held on April 27, 2008.

2008年（平成20年）６月23日
外国人医学者と
Five foreign doctors visited 
Fukushōji temple on June 23rd 
after the 62nd annual meeting 
of the Japan Esophageal 
Society held by Kaiyo Takubo, 
MD, PhD, on June 21-22, 
2008.

2008年（平成20年）6月
第62回日本食道学会学術総会（田久保海誉会長）ポスター

Poster for the 62nd Annual Meeting of the Japan 
Esophageal Society held on July 21-22, 2008. At that 
time, the president of the society and chairman of the 

annual meeting was Kaiyo Takubo, MD, PhD. The 
participants comprised more than 1000 members.  

The annual meeting was partly supported by 
Fukushōji temple.
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2008年（平成20年）頃　麦の会解散式の前
Muginokai women’s club party held in 2008, when there were about 100 members.

2009年（平成21年）
仏教徒海外奨学基金（1991年設立）
奨学生からお礼としての絵
A picture (2009) drawn by a Sri Lankan 
pupil, expressing his gratitude to the 
Buddhist Overseas Scholarship (1991) 
project, managed by 8 temples and 
interested lay persons. 
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2009年（平成21年）12月20日　福性寺忘年会（上野蓬莱閣）
Bōnenkai (end of year party) of Fukushōji temple at Hōraikaku, a Chinese restaurant, 
in Ueno, on December 20, 2009.

2010年（平成22年）９月12日
10時23分

雅子最後の日光旅行　曜子と（湯滝前）
Ms. Masako Takubo and Ms. Yoko Takubo 
gazing at the Yudaki waterfall at Nikkō on 

September 12, 2010.

2011年（平成23年）３月11日金曜日
東日本大震災で倒れた石碑の修理

A pillar at Fukushōji temple that fell down due 
to the Great East Japan Earthquake in 2011.
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2011年（平成23年）４月23日
雅子最後の施餓鬼会

Ms. Masako Takubo at the Segakie, a 
service for the benefit of suffering spirits, 
the largest ceremony at Fukushōji 
temple, held on April 23, 2011. It was the 
last time Ms. Masako Takubo could 
participate in this ceremony. Segakie is 
performed every April 23rd (previously 
July 23rd) and regularly the participants 
are about 100 members and 20 priests. 

2011年（平成23年）６月
お檀家関町喜春様寄贈肉筆虚空蔵菩薩

Original drawing of Kokuzōbosatsu, 
Akasagarbha Bodhisattva. The scroll was 
donated by Mr. Yoshiharu Sekimachi in 2011.
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2011年（平成23年）10月13日　雅子告別式
 Private funeral ceremony for Ms. Masako Takubo held on Nov 13, 2011.

2011年（平成23年）
10月13日
雅子告別式
医療者 地域向け葬儀
The six Buddhist priests 
reciting sutras at the main 
hall of Fukushōji temple. 
They were all very close to 
Ms. Masako Takubo when 
she was alive.
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2011年（平成23年）10月22日
周誉和尚33回忌並びに法類先師供養　鳥居慎誉猊下

Rev. Shinyo Torii, Grand Abbot and Master of the Buzan school of Shingon 
Buddhism, at the 33rd year memorial service for Rev. Shūyo Takubo in 2011. 
About 140 participants attended the ceremony and dinner.

2011年（平成23年）
10月22日
周誉和尚33回忌清宴
並びに檀信徒懇親会
芹洋子氏

（椿山荘）
Dinner after the 33rd 
year memorial service for 
Rev. Shūyo Takubo. A 
famous singer, Ms. Yoko 
Seri, sang her popular 
songs.
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2011年（平成23年）11月26日　雅子本葬儀
Many people waiting to offer incense at the formal funeral service and the 49th 
day memorial service for Ms. Masako Takubo on Nov 26, 2011.

2011年（平成23年）11月26日　本葬儀 四十九日忌
 Main hall at the formal funeral ceremony and the 49th day memorial service 
for Ms. Masako Takubo.
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2012年（平成24年）４月９日
法類の皆様と福性寺旧ご本寺恵命寺訪問

Rev. Shinyo Torii, Grand Abbot and Master of the Buzan school of Shingon 
Buddhism, and his disciples including Rev. Kaiyo Takubo visiting Emyōji 
temple in 2012.

2011年（平成23年）４月１日
鳥居慎誉猊下講演録

真性寺法類会の歴史がわかります
The texts of lectures delivered by 

Rev. Shinyo Torii (Grand Abbot and 
Master of the Buzan school of 

Shingon Buddhism) on the history of 
Shinshōji Hōruikai, Dharma family of 
Shinshōji temple, published in 2011.
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2012年（平成24年）
９月24日

雅子納骨式
Ceremony for the interment of Ms 

Masako Takubo’s ashes to the grave 
of the Takubo family. 

2012年（平成24年）12月
スリランカの子供から

仏教徒海外奨学基金（1991年設立）のお礼として
A picture drawn by a Sri Lankan pupil to express her gratitude to 
the Buddhist Overseas Scholarship project, in 2012.
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2013年（平成25年）10月12日
第２回堀船郷土史を語る
講演会ポスター
田村重光様作成
Poster for a Conference on the local 
history of Horifune district held at 
Fukushōji temple in 2013.  The head 
of the conference was Mr. Takeshi 
Horie. The poster was designed by 
Mr. Shigemitsu Tamura.

2013年（平成25年）７月23日 
蓮の花

 マコト造園様が手入れをしています
Lotus flowers during the summer at 

Fukushōji temple. Makoto Zōen Ltd. 
takes care of the temple garden, 

including the lotus pots. Many people 
enjoy the lotus flowers. 
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2013年（平成25年）10月12日　第２回堀船郷土史を語る講演会
会長堀江毅様　司会大室洋昭様

Conference on the local history of Horifune district in 2013 held at Fukushōji temple.

2014年（平成26年）６月９日　雲中菩薩
Statues of Unchū Kuyō Bosatsu, Bodhisattva, in Fukushōji temple main hall donated 
by an anonymous member. This Bodhisattva praises the Buddha and the Dharma by 
playing musical instruments and dancing elegantly in clouds. These statues share 
happiness with temple members.
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2015年（平成27年）1月26日
第137回東京都健康長寿医療センター研究所老年学公開講座

The current head priest, Rev. Kaiyo Takubo, is also a medical researcher, specializing 
in telomeres and physiological aging. This picture shows him at an open seminar held 
by the Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology on Jan 26, 2015.

2015年（平成27年）4月 花祭り（釈尊降誕会）
The Flower Festival, a service celebrating the Buddha’s Birthday. Although the 
Buddha’s birth is celebrated on April 8th at many temples in Japan, Fukushōji temple 
cerebrates it on the first Sunday of April.



－ 165 －

2015年（平成27年）5月6日
田久保海誉引退記念国際シンポジウム東京食道研究デー2015

国際シンポジウム参加の座長 演者 プログラム委員の集合写真です
内外から130名の参加者で行われました　この後京都奈良への遠足が行われました

Chairpersons, speakers, and program committee members of the International 
Symposium: Tokyo Esophageal Research Day 2015, to Commemorate the Retirement 
of Dr. Kaiyo Takubo on May 6 (Saturday), 2015, at Toshi Center Hotel, Tokyo. The 
present head priest is a pathologist also specializing in the esophagus. 

2015年（平成27年）11月
休息スペース
寺の整備の一環として休息スペースを作りま
した
工事費はお檀家の安原義明様 宝勤明道居士霊
位と伊藤リヨ様 永慈妙清信女霊位からのご寄
付を主に当てました
小杉石材店（03-224-1483）が施行しました
Resting space. This open space was created 
using donations mainly from the late Mr. 
Yoshiaki Yasuhara and the late Ms. Riyo Ito, 
and was constructed by Kosugi Sekizaiten. In 
the near future, two more open resting spaces 
(one without a roof and one arbor with a roof) 
will be built in the graveyard.
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Segaki-e, a service for the benefit of suffering spirits, the largest cerem
ony at Fukushōji tem

ple. Since 2010, the service has 
been held on April 23rd (previously it w

as held on July 23rd), and annually draw
s m

ore than 100 m
em

bers and 20 priests as 
participants. Segaki-e of Fukushōji tem

ple consists of lectures on hum
an health and/or Buddhism

 by a m
edical doctor or a 

priest (left), follow
ed by the Buddhist service (right). In the latter part of the service, the priests chant Buddhist hym

ns, 
Shichibongo, and recite the R

ishukyō sutra. All participants recite the H
annya Shingyo (H

eart Sutra) and Kōm
yō Shingon 

(Light M
antra). They also recite a w

estern m
usical Buddhist hym

n, O
chikai (I sw

ear), and offer incense. Left: H
ealth lecture for 

the m
em

bers by a m
edical doctor. R

ight: Buddhist service. Photographed on April 23, 2015.
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大東亜戦争・太平洋戦争戦没者追悼会
10年ごとの秋分彼岸会には戦没者の追
悼会を行っています　東京大衆歌謡楽

団が昭和歌謡を歌いました
Memorial service for the soldiers who fell 

in World War II (Daitōa War, Great East 
Asia War, Asia Pacific War) on Sept. 24, 

2016. A popular music band (Tokyo 
Taishūkayō Gakudan) sang songs that 
had been popular in the Shōwa period 

(World War II era).

本堂左横休息所
スペースは堀江傳三郎様みつ様のご寄付
によります
工事費は福田きよ子様などのご寄付によ
りました
Resting space. This open space was 
created by donations from the late Mr. 
Denzaburō Horie, the late Ms. Mitsu Horie, 
and Ms. Kiyoko Fukuda and was 
constructed by Kosugi Sekizaiten. In the 
near future, one more resting space (arbor 
with a roof) will be built in the graveyard.

総代様の集合写真　平成29年2月7日撮影　福性寺檀信徒総代会
左から大郷道敏様 石井與一様 堀江恒太郎様 堀江裕子様

Four representatives of the temple’s supporting members on Feb. 7, 2017.
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1959年（昭和34年）頃　旧本堂と新設したブロック塀
山門の左に六地蔵様　二本の杉の木と今もある銀杏の木が見えます

The former main hall of Fukushōji temple built in 1925, photographed in 1959. 
The Six Ksitigarbhas (one for each of the six realms) can be seen.

1998年（平成10年）頃の福性寺
A bird’s eye view of the renewed Fukushōji temple in 1998.





Photograph album
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Rev. Keiyo Takubo and Rev. Kenjō Hayashi. Japanese Buddhist priests are 
generally married, in contrast to only a minority of priests in South Korea or 
Tibet. This state of affairs evolved gradually and naturally in Japan.
　My father, Rev. Shūyo Takubo, Doctor of Literature, PhD (1906-1979), is 
the former head priest of this temple. He was born in Narashino city, Chiba, 
as a farmer’s son, and became a priest at the age of 14 in 1920. He studied 
Sanskrit, calligraphy of the Siddhaṃ, and Indian philosophy at university 
and in a postgraduate course, and published 8 books in his lifetime. He 
taught Siddhaṃ and Sanskrit at many schools and colleges. Before my 
father came to the temple, the previous head priests of Fukushōji since the 
Taishō period were the Rev. Shōryō Katōno and the Rev. Keiyo Torii.
　After I pass from this world, my son, Rev. Keiyo Takubo, MD, PhD, a 
Buddhist priest and medical doctor, will succeed my position.

　
Head priest of Fukushōji temple
Rev. Kaiyo Takubo, MD, PhD

Fukushōji temple
tel  +81-3-3911-7701
fax +81-3-3911-7702
email fukushoji.horifune@gmail.com
http://fukushoji-horifune.net/
3-10-16, Horifune, Kita-ku, Tokyo 114-0004, Japan

© Fukushōji temple 2017

Printed in Tokyo
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Shūyo Takubo’s inauguration of Daisōjō (the highest position of the 
priesthood). 
 
Supporting members and followers of the temple
　The Fukushōji temple has a few hundred families as its supporting 
members. Their gravestones are always located within the cemetery. The 
oldest family represented is now in its 18th generation. Each family usually 
visits the temple more than 4 times a year: New Year’s Day, Ohigan-e (the 
spring and autumn equinoxes), and the Obon service (Urabon-e, July 13-15, 
in Tokyo). They also visit the temple on their family members’ annual 
memorial days (Shōtsuki-meinichi) and their monthly memorial days 
(Tsuki-meinichi).   
　All funeral ceremonies (tsuya and sōgi) for the members are always 
performed by the priests of Fukushōji temple. At those services and on the 
anniversaries of their death, the priests, members, and followers always 
chant Hannya Shingyo, the Heart Sutra.  
　People who do not have gravestones within the temple cemetery but 
participate in the temple services, ceremonies, and events are categorized as 
followers (shinto).

Priests of Fukushōji temple
　Priests didn't always live at Fukushōji temple in the Edo period (1603-
1868), and no Buddhist priest died in the Meiji period (1868-1912). So, 
there are no tombstones of priests at Fukushōji temple founded in the Meiji 
period, but there are several tombstones dating from the Edo period. The 
Rev. Shōryō Katōno was the first head priest of Fukushōji after the Meiji 
Restoration (1868). He took his post around 1917 in the Taishō period 
(1912-1926), and died in 1921. The Rev. Keiyo Torii (Grand Abbot and 
Master of the Buzan school of Shingon Buddhism) because the head priest 
around 1925 and stayed for 15 years until 1940, after which the post was 
assumed by the Rev. Shūyo Takubo.
　There are now three Buddhist priests at Fukushōji: Rev. Kaiyo Takubo, 
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The main statue 
　The eye opening ceremony to consecrate the present main statue, Dainichi 
Nyorai (Mahavairocana), of Fukushōji temple was performed in 1625, by 
infusing the spirit into it. Dainichi Nyorai embodies the inclusiveness of the 
universe based on its maternal compassion. Different from Gautama Buddha, 
a historical figure, Dainichi Nyorai is Dharmakāya, a metaphysical Buddha 
whose body is made from the Dharma itself. Vajrayana (Esoteric) Buddhist 
cosmology is filled with Buddhas and Bodhisattvas: Amida Nyorai (Amitabha 
Tathagata),  Yakushi Nyorai  (Bhaisajyaguru),  Kannon Bosatsu 
(Avalokiteśvara), Jizō Bosatsu (Ksitigarbha Bodhisattva), and so on. These 
Buddhas and Bodhisattvas are transformed from Dainichi Nyorai like many 
children with different characteristics born from the same Mother, and yet 
supporting one another because each one is succeeding the Mother’s DNA. In 
short, the statue of Dainichi Nyrai embodies Shingon Esoteric Buddhism.
　Many temples in Tokyo had historic varieties of Buddhist statues similar 
to Fukushōji temple's, but most of them, especially in the old eastern part of 
Tokyo, were destroyed or burned down during the anti-Buddhist movement, 
Haibutsukishaku, in the beginning of the Meiji period (1868-1871), the 
Great Kanto Earthquake of 1923 (Kanto Daishinsai, Taisho period), and the 
Great Tokyo Air Raid by American bombers on March 10, 1945. The main 
statue of Fukushōji temple is one of the oldest in the eastern part of Tokyo. 
Most of the other Buddhist artifacts here were made 100 years ago or more. 
For example, books (Kakochō) that register individual deaths from the 
temple’s supporting families (danka in Japanese) date back to 1655.

Buildings of Fukushōji temple
　The main hall, called the Hondō, is a building to enshrine the Buddhist 
statues and to offer prayers and conduct services. The current main hall is a 
steel-framed reinforced concrete structure built in 1964. The construction of 
the main hall, reception hall, and main gate of the temple was funded by 
contributions from members (danka) and followers (shinto). 
　The main gate was a commemorative gift from all the members at Rev. 
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Kōbō Daishi
　Kōbō Daishi (774-835 CE), also known as the Reverend Kūkai or 
Odaishi-sama, was the founder of our Buddhist sect in Japan, Shingon 
Esoteric Buddhism. He studied Esoteric Buddhism in China (during the 
Tang period) for about 2 years from 804 to 806, and then introduced it to 
Japan in the form of Shingon Esoteric Buddhism. The main doctrines of 
Shingon Buddhism are Sokushin Jōbutsu (becoming a Buddha in one’s 
present life) and Mitsugonkokudo (realizing the secretly adorned ideal 
world of Dainichi Nyorai or Mahāvairocana, the universal Buddha whose 
body is made from the Dharma itself). 
　Kōbō Daishi founded many temples in Japan, including Kōyasan 
Kongōbuji in Wakayama and Tōji in Kyoto, which still remain to this day. 
　It is also now well known among the Japanese that Kōbō Daishi was an 
excellent calligrapher of Japanese letters and Chinese characters, an 
engineer who made reservoirs, wells and so on, and a founder of the first 
private school for the common people in Japan, Shugeishuchiin. His letter 
to Dengyo Daishi or Rev. Saichō, normally called “Fūshinjō”, is now 
designated as a national treasure in Japan, and has been used as a copybook 
by many calligraphers and students.

Fukushōji temple
　Fukushōji temple belongs to the Buzan school of Shingon Buddhism, 
normally called Buzan-ha. The head temple of Fukushōji is now Buzan 
Hasedara temple in Sakurai city, Nara prefecture. The Hasedera temple is 
known as the flower temple due to many beautiful flowers blooming all 
seasons, e.g. cherry, peony, and so on.
　The exact date of the foundation of the present temple, Fukushōji, is 
unknown. However, there is a small stupa, or a flat and green symbolic 
gravestone (Itabi), that was erected in 1339, in the Nanbokuchō period. 
Therefore, it could be said that the present temple was founded more than 
700 years ago.
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Invitation to Fukushōji Temple
History of Fukushōji Temple in Japanese
　The first and second editions of the History of Fukushōji Temple in 
Japanese were published in 2013 and 2014, respectively. As some non-
Japanese individuals and friends may wish to read this description in 
English, I have added a short English explanation to the book, Invitation to 
Fukushōji Temple, along with captions for the photographs in English.
　The English manuscript was read through and revised by Rev. Taijo 
Imanaka (Head priest, Seattle Koyasan, WA, USA) and Jessica Ludescher 
Imanaka, PhD (Associate Professor, Departments of Management and 
Philosophy, Seattle University, WA, USA). 

Before Kōbō Daishi
　Siddhārtha Gautama, also known as Shakyamuni, Gautama Buddha, or 
Oshaka-sama was born as a prince of one of the kingdoms in Lumbini, 
India, now in Nepal, about 2500 years ago (500 BCE). At the age of 29, he 
renounced the world and left his palace, although he had a wife and son. He 
attained enlightenment under a bodhi tree (Bo) in Bodh Gaya at the age of 
35 and delivered his first dharma talk in Sarnath, known as Rokuyaon in 
Japanese (meaning “deer park”). It means he first taught the Dharma in 
Sarnath. For 45 years thereafter, the Buddha traveled and preached 
throughout the Indo-Gangetic and North Indian River Plains. He entered 
Nirvana under sal trees in Kushinagara at the age of 80. Many Buddhist 
scriptures (sutras) were written thereafter and Buddhism was established as 
a religion step by step. Buddhism came to China about 2000 years ago (67 
CE).
　Mahayana (The Great Vehicle), one of the two major traditions of 
Buddhism that was propagated throughout China and northern Asia, 
cultivated the lineages of Esoteric Buddhism, also known as Vajrayana. 
Mahayana Buddhism was officially introduced to Japan from the Korean 
peninsula in 538 CE. 





Invitation to Fukushōji Temple

Head priest of Fukushōji temple
Rev. Kaiyo Takubo, MD, PhD
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